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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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断章『２ピースパズル』









　まず、始まりはマユが司つかさどっていた。最近の僕の行動指針は、大たい抵ていそこに起因する。

　春休みが年中無休を目指して努力していた三月末。マユが、意識を嫌いやな形で混こん迷めいさせた。

　本来ならそこだけに焦しよう点てんを当てて七十行以上の情感、情景、経緯に僕の歪ゆがんだ立ち位置、心情を塗まぶして克こく明めいに刻みたいところだけど、断腸の思いで一行に纏まとめる。まあ実際、今の状じよう況きよう下なら腸を切り離はなしても身体からだの大たい勢せいに影えい響きようを及およぼさない気がするから、案外涼すずしい顔をしているわけである。……あらすじで噓うそをついて、僕は何を仰おつしやりたいのか自分を問い詰つめたいぐらいだ。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　さて、四月一日。僕は単身、マユの回復の為ために世間一般的にはかつて誘ゆう拐かい犯が利用していた邸てい宅たくを訪おとずれようと足を運んでいた。主観でいうと、元僕ん家ちだ。道中、年下の上司である伏ふし見み柚ゆ々ゆを仲間にして、僕らは事件後からその土地に住み出した『大おお江え家』の門戸を叩たたいた。

　大江家で僕らを待ち受けていたのは、窓に塡はめ込まれた仰ぎよう々ぎようしい鉄てつ格ごう子しと、鳥とり肌はだな歓かん迎げい。

　見当違ちがいな我が道を邁まい進しんする、大江家の奥おく方がた、景けい子こさんに僕の血筋を歓かん待たいされる。屋や敷しき内の捜そう索さく許可の見返りに、夕食会への参加を求められ、取引は成立した。

　その後、約束通り出席した夕食会での、目が爛らん々らんとしている景子さんによるお泊とまりの勧すすめ。

　僕と伏見は各おの々おの、複雑に見せかけた単発な理由で、その無料宿しゆく泊はく券けんを利用することになった。

　そして翌日、大江景子さんは返事を確かく認にんすることが難しい裏庭の位置で死体に成り果てていた。

　更さらには、玄げん関かんの扉とびらが鍵かぎの戸と締じまりを施ほどこされすぎて脱出も不可となる。

　切られた電話線、水すい没ぼつする携けい帯たい電話。引き籠こもり一族の弊へい害がいに、巻き込まれ閉じ込められた僕ら。浮かび上がる疑ぎ惑わく、手に届く凶きよう器き、外界への脱出を阻はばむ鉄格子。

　そして、閉へい鎖さによってもたらされる次の問題。

　満腹度のついでに生命を維い持じする、生物の必ひつ需じゆ品、食料の蓄たくわえの減少。

　とまあ色々あって、更に次の日には長男の大江貴たか弘ひろさんが死亡した。

　更に浮かび上が（以下略）、部外者として家長の大江耕こう造ぞうに締しめ上げられる僕と伏見。

　食事も制限がかかり、救助の当てもない中で過ぎていく日中。

　で、夜は伏見と一夜を共にして（多少の語弊あり）。

　四日目には末すえ娘むすめの大江桃とう花かが、死体として成立せずに失しつ踪そうを果たした。

　残る人数は七人。

　生き残っている七人か、後七人か。物の見方は、さておき。







[image: ]
















　桃とう花かの部屋から、伏ふし見みと一いつ緒しよに巣す立だつ。噓うそだけど。

「別にやることなかったし、面おも白しろくなかっただろ？」

　伏見は頭を振ふり、ほんのりと血行が良くなった頰ほおをほころばせる。

「お前見てると、自分がほわほわして楽しい」

「……オクスリ扱あつかいですか、僕」

　頭痛薬を八錠じようぐらい一いつ遍ぺんに飲み込むと、世界が軽くなるって中学の担任が言ってたな。

『質問』

　伏見が手帳を舞まい踊おどりさせる。「なに」と内容に触ふれると、喉のどが鳴った。

　ぐ、ぐ、ぐと首にヘリウムガスを溜ため込むように間を置き、問いかけを絞しぼり出す。

「しゅがっく、りょっこーうのお土産みやげ」『美お味いしかった』「はてな」

　また懐なつかしい話を。それは前々巻の話だろ、人生の区切り的に。

「甘かったよ、ごちそうさ」『美味しかった』「はてな！」

「おおう」首をがっくがくと揺ゆさぶられた。甘いって美味しいの類義語じゃなかったのか。

　そして、味の感想を強要されている。僕は言論の自由というか、自由に言論しすぎて人の反感を掃そう除じ機で吸い取っているほど言葉に生きる者なので、「おいしかたです」そのような強制には当然ながら大人しく従う社会の歯車であった。噓うそばっかりだ。

『一件落着』と僕を解放してご満まん悦えつな伏見。

『これから』『どうする』「はてな」

「そうだな……誰だれも予期しない探たん偵てい役でもやってみるかな」

　そうこうしている内に二階の、階段周辺に到とう着ちやくして、さて探偵役でも演じてみようかと意気込んだ瞬しゆん間かん、「ん？」

　突とつ然ぜん、影かげが世界の全すべてを包囲した。僕の視覚は暗くら闇やみだけを見据すえる、無む駄だな行こう為いに走る。

「停電？」

　全身が通り雨に濡ぬれたように、緊きん張ちようで滑ぬめりを帯びる。

　そして、何かが、本当に微かすかな音量で絨じゆう毯たんを踏ふみ、駆かけてくる音感。

　最初はお化け屋や敷しきの要領で、伏見に飛びつかれたかと思った。

　けれど、衝しよう撃げきは頭上から振ふり下ろされた。

「っつ！」闇に火花ではなく、赤が散った。後頭部を本気で、何かに殴なぐりつけられた。呻うめく暇ひまもなく、首筋に追い打ちが叩たたき込まれる。足あし腰こしを奪うばわれ、絨毯に顔面まで沈しずんだ。心の状じよう況きようは出しゃばる痛覚に邪じや魔まされながらも運営可能だけど、身体からだがヘタレ仕様なので傷薬でも回復出来なくなっていた。

　くそ、絨じゆう毯たんで足音を消音にするとは、性しよう悪わるな作りの家だよ。

　異変を感じ取った伏ふし見みが叫さけぶけど、手探りの位置に既すでに僕はいない。連続する殴おう打だ音。頭部は初回以外は狙ねらわず、背中や肩けん胛こう骨こつ、そして蹴けり飛ばしてひっくり返した後に腹部を攻せめてくる。殺す気があるのかないのか、はっきりしてほしい。ていうか伏見は逃にげろ、僕は囮おとりに使用するのが正しい用法なんだよ、ほら逃げろ。今、人生で一番、人様の役に立ってる時なんだ。花を持たせろ。足を竦すくませて喚わめいてないで、暗幕の下りている内に速すみやかな退場を心がけろ。

　襲しゆう撃げき者の攻こう撃げきが、締しめに入る。そうそう、長々と時間をかけていたら、お前が危ない。

　誰だれかが屈かがみ、荒あらい息づかいが側そばに寄る。そして僕の左腕うでを摑つかみ、「＆[image: にじゅういんようふ]％＆Ｔ％[image: いんようふ]（）Ｉ（～）＆％％％＆♯＄[image: にじゅういんようふ]！」足あ搔がきをものともせず、肘ひじを支点にして折ってきた。骨の壊かい滅めつする音が、自前の苦く悶もんの中でも一ひと際きわ、鼓こ膜まくを揺ゆらした。

　爪つま先さきから額、耳の裏にまで根を張る痛覚に、中身のない胃液をぶちまけた。

　そしてそれでご満まん悦えつなのか引き際を心得て、賊ぞくが全速で離り脱だつするのが絨毯を踏ふむ振しん動どうから伝わってきた。狙ねらい定めた人間以外に危害を加えないとは、紳しん士しだな。

　心はまだ許容範はん囲いの縁ふちに引っかかっていたけど、身体からだがそこで音を上げる。

　気絶、復帰は、出来そうもない。

　伏見の前で格好、悪く、クラスで言い触ふらされたら、生徒会………………………………………………………意識が壊こわれる寸前、

　三年に進級してもマユと同じクラスなのかなぁと、そんなことをまず心配した。
















　今日の図工のじゅぎょうは、男子と女子がお互たがいの似顔絵をかく、という内容だった。

　ぼくの苦手なじゃんるだ。ところで、まんがやおとなの言葉をそのまま使ってみたけど、じゃんるってなんだろう？

　ぼくと向かい合って絵をかいているのは、色白の女の子。運動もなにもしていないのに、頰ほおがいつも赤い。そのせいで、何でか知らないけどいじめられている。

　女の子は、見るからにいやいやな感じで、画用紙を睨にらんでいる。

　ぼくも女の子も、相手の顔なんか一回も見ないでえんぴつが走っていた。同じ百人一首クラブに属しているけど、そこでも会話なんかしない。

　だけど、教室での席の所せ為いで、仕方ないのだった。

　女の子を参考にはできないから、何となくきおくに残っている人の顔をいい加減にかいている。早く終わらせて、たいくつになりたいと願いをこめて、線を引く。

　ぼくたちのとなりで、じゅぎょうが始まって二十分はたってからようやく作業に手をつけようとしていた男女の下もとへ、一人の女の子が近寄ってきた。意識しなくても、そのやりとりが耳にむだんで入りこんでくる。

「あのね、わきたさん。わたし、えっと、替かわってほしいんだけど……だめ？」

　画用紙とえんぴつ、それに絵の具を入れた青い鞄かばんを抱かかえた女の子が、不安げというか、少しはずかしそうに提案する。

　わきたさんは、向かい側がわにすわっている男子の顔が着飾かざっている表情を確かめたあとに微笑ほほえむ。からかいと、納なつ得とくのごちゃ混ぜな落ち着かない笑い方だった。

「いいよー。そっちの相手は？」

「あ、ありがと。んと、たけだくん」

「んー」とわきたさんが首を回し、「いたいた」と、一人でぼけーっと座っている竹たけ田だを発見する。それから、用意した道具を運びやすいようにかたづけて、席を立った。

　替わってもらった女の子は、新たに組んだ男子の様子をうかがいながら、空いた椅い子すに腰こしかける。男子はにこにことしているから、女の子も安心したらしくて相そう好ごうをくずす。

　この二人は教室でも良くいっしょにいて、ともだちに冷やかされたり、からかわれたりしている。名前は、どっちもおぼえてない。確か、ぴーちくぱーちくみたいな呼び方していたような気がする。

「ねえ、みーくん」

　ああ、そうそう。男子の方はみーくん。女子の方は、もーちゃんだったかな。

「ん？　なに？」「わがまま言って、あの、ごめんね」

　もーちゃんは、みーくんに対して謝りを入れる。相手がちがうだろ、とぼくは右目をかきながら思った。なんとなく、そのまま会話をびーじーえむにしてみる。

「それは脇わき田たさんに後で言っておこうね」

　みーくんも同じくそう思ったのか、ほごしゃみたいにもーちゃんをたしなめる。もーちゃんはへこんだ、かどうか知らない。目線は、画用紙とじゅぎょうに使っていた。

「でもまーちゃんっぽくて、ぼくは良いと思うよ」

　みーくんの次なるせりふはフォローっぽかった。ていうか、まーちゃんだった。もーちゃんは太った男の子だ。画用紙に眉まゆ毛げをえがきながら、上目で二人の様子をのぞき見る。

　みーくんの方はへらへらと笑って、まーちゃんの方はへろへろとしょんぼりしていた。

「わたし、そんなにわがままかなぁ……？」うん、とぶがいしゃが勝手にうなずいてみる。

「うん。家でも、お父さんやお母さんにわがままいっぱいだし」

　みーくんが嫌いやみではなく、さわやかな笑顔でまーちゃんの家庭をほめる。けれどまーちゃんの方はお子さま扱あつかいされたと受け取ったのか、ぷっとふくれ面つらになる。

「そんなこと、ないもん。おとうさん、マユは優やさしくて良い子だねってほめてくれるもん」

「ん、それは合ってる。まーちゃんは優しいし、いい子だよ」

　聞いてるこっちの耳がななめ四十五度に曲がりそうな、直線の言葉だった。

　言われたまーちゃんは、うれしさとはずかしさの両方がせめぎ合って真っ赤になっている。

　ぼくの相あい方かたの女子も、あきれたように流し目で二人を見ていた。

　みーくんが、むしろ作業は会話だというちょうしで話しかける。

「でも、声かけるの遅おそかったね。何してたの？」

　えんぴつが紙の上を歩く音にかき消されそうなぐらい、かぼそい声でまーちゃんが答える。

「だって、みんな座ってるのに、一人で立つのはずかしかったから……」

「それで、ふんぎりつかなかった？」

「うん……」

「はずかしがりなところ、昔から直らないね。さっきの音楽のじゅぎょうも、全然歌えなかったし」

　みーくんが言げん及きゆうしているのは、給食の前にあった、歌のテストのことだ。全員の前で一人ずつ、音楽の先生のばんそうに合わせて歌う形で、嫌がる子も多い。

　ぼくの目と画用紙の前の女子も、ふだんより頰ほおの紅潮の濃のう度どをあげて歌っていた。ぼくの場合は、誰だれも聞いてないと思っているから平気だった。

「自分の部屋だと鼻歌だって平気なのにねぇ」

「だってみーくんなら、いいもん」と膝ひざに手を突ついて身を乗り出すまーちゃん。

　二人はじーっと見つめ合って、えんぴつも画用紙と睨にらめっこになっている。

「今日ね、わたしのおうちに遊びに来ない？」

「まーちゃんのとこ？　いいよ」

「やたっ」と小さい手の平を合わせ、思いの外に大きな音が鳴った。まーちゃん自身もその音が注目されることを恐おそれてか、首をすくめ、周囲の反応をうかがう。

　そのきょろきょろした目線がぼくとかち合って、まーちゃんをうつむかせてしまう。ぼくはのんびりしないぐらいの速さで顔の向きを画用紙に戻もどした。

「じゃ、そろそろ絵をかこうか」とみーくんが温暖な声でうながす。

「う、うん。みーくんの顔、もう見なくてもかける気がする」と少し得意気なまーちゃん。

「………………………………………」

　この二人。みーくんとまーちゃんは、大体いつもいっしょにいる。

　みーくんはあれでいて、男子のともだちも大勢いるのだから、すごいなぁとたまに感心する。

　まーちゃんの方は、あんな感じにみーくんの後ろをくっついて回っているし、何より顔の作りが良くできているから、女子にはけっこういじめられているらしい。どうでもいいけど。

　図工は二時間連続のじゅぎょうだけど、ぼくは一時間目で完成させてしまって、先生に発表した。びじゅつの先生には、誰これって訝いぶかしんでもらった。

　僕がかくはずの女の子はめがねをかけているけど、絵の中の人は視力がよさそうな骨格してるからすぐばれたらしい。うそだけど。

　言われてあらためて、書いた本人が見てみると、いもうとに、似ている気がした。







　そして、ぼくは学校から帰って。

『先生、また明日』の挨あい拶さつを守れなかった。







　走そう馬ま燈とうのお終しまい。

　その続きに気付くと、地下室に逆ぎやく戻もどりしていた。

　実に八年ぶりに。

　深しん淵えんで、光を求め、そして同時に恐おそれた暗くら闇やみの中。飢き餓が感により研とぎ澄すまされた五感と、培つちかった経験が合わせ重なって告げる。

　多くの人間が、殺された空間だと。

　ただ自分が今、どういった状じよう況きよう下にあるのか、姿勢さえ理解するのが困難だった。自然と荒あらくなる息を疎うとましく感じ、息を止めることにまず専念する。難しい。苛いら立だつ。だから額を地面に叩たたきつけて、意識ごと奪うばおうと短たん絡らく的な行動に出てしまう。ん？　額を……おお、ということはどうも、僕は俯うつぶせに眠ねむりこけているようだ。強固で鋭えい利りな冷気を纏まとった床ゆかに触ふれた頰ほおや鼻が、その結論に確信を与あたえる。

　鼻び孔こうをひくつかせると、カビと埃ほこり、それから土の臭においがした。

　普ふ段だんよりずっと、鋭えい敏びんに嗅きゆう覚かくが働く。

　……その割に、この地下室には『反応』が薄うすいな。流石さすが、僕のこころだ。

「……ぐあ……」

　身体からだというものを自覚した途と端たんに激痛が血液に宿って、巡めぐる。暗色の世界に、赤い線が二本ほど通過した。左右に寝ね返がえりを打って悶もだえることも叶かなわず、歯を食いしばる他ほかない。

「ご丁てい寧ねいに、まあ……」

　両腕うでが動かない。指先は曲がるけど、僅わずかにでも力を込めると意識が失しつ墜ついしそうな激痛が両肘ひじ周辺で居い候そうろうを強行してくる。目の奥の水分が枯こ渇かつしそうになった。肘が骨折しているか、骨を外されたか。襲おそいかかってきた奴やつは僕の黄金と無む縁えんな左腕の処理だけして逃とう亡ぼうしたのを、朧おぼろ気げに記き憶おくしている。その後……伏ふし見みが泣き騒さわいだろうから、その声で桃とう花か、それと景けい子こさんに貴たか弘ひろさんを除のぞく大おお江え家の住人が僕を発見してから残された右腕は破は壊かいされたの、かな。

　そういえば、一いつ瞬しゆんだけ痛みの所せ為いで目覚めた気がする。あれ、腕をコンパクトに纏まとめようとして逆向きに折られた時だったのかな。確か一瞬、懐かい中ちゆう電でん灯とうに、ラジオ放送以外の電波には不適応な伏見の泣き顔が映ったと、脳細さい胞ぼうが不ふ甲が斐いない心に教えを授さずけてくる。少なくとも、伏見は暗くら闇やみで傷害犯に襲しゆう撃げきされた様子はなさそうだった。僕も殺人犯に狙ねらわれなくて僥ぎよう倖こうだった……と肩かたの荷を下ろしていいものだろうか。

　骨同士が複雑に擦こすれ合って、痛覚が額にまで響ひびく。容疑者の腕わん部ぶの活動を制限するという行こう為いにおいて、後ろ手に縛しばるなどという間接的な対応は一いつ切さいなく、同種に対しての一片の友好性も見み出いだせない処置だ。僕が地球人を品定めする宇宙人として送り込まれていたなら、水の惑わく星せいは明日にでも干ひ上がる。水分を奪うばう方向性の水みず攻ぜめで生きながらの地じ獄ごくを体験させてやる。そしてその所行を目まの当あたりにした、宇宙人を更さらに監かん視しする大宇宙人が……と、風ふ呂ろ敷しきを無む駄だに拡かく張ちようしている場合じゃない。頭部も鯨くじらに憧あこがれて血の潮を噴ふきそうなほど痛み出してきた。気絶する前、睡すい眠みん薬やくの代理として殴おう打だされたからな。身体も、内部にエイリアンが巣すくって夜のお茶会でもしていそうなほどの鈍どん痛つうに苛さいなまれている。

　ん、今、夜か？　地面の下では、時間の判別も不可能だ。取とり敢あえず話を纏まとめると、ここにどういった経緯か知らないが運ばれ、幽ゆう閉へいされたわけだ。或あるいは、『これ』が殺人の手法なのか。その割には武士の情けなのか無料サービス期間だったのか、頭部には包帯か布でも巻きつけて、止血してあるようだった。

　腹部に気をやり、帯の縛り目を利用して浴衣ゆかたの内側がわに入れておいた物の所在と安否を確かく認にんする。『扉とびらを開くもの』と『示すもの』、それと『華はなやぐもの』が健在だった。よし、まだ本ほん末まつ転てん倒とうじゃないと。

　膝ひざと足の指先に力を込め、壁かべを背中の支えとして活用しながら立ち上がる。頭部が軽々しているのか鈍どん重じゆうなのか判別つかないが、比重の割合に支し障しようがあるらしく、よろめく。その際、右腕うでが壁かべに擦こすれて、毬いが栗ぐりが血管に侵しん入にゆうしたような痛みでまた転てん倒とうしそうだった。

「……ポキポキと人の腕を景気よく折りやがって」

　仙せん豆ずもないというのに。ここから脱だつ出しゆつしてマユと再会したら『君の為ためなら幾いくらでも骨が折れるぜ』という自じ虐ぎやくネタに仕立ててやる。その為に、千ち鳥どり足あしで扉とびらへ一直線だ。この際矛む盾じゆんなど気にもならない。

　しかし、腕を折った人間は知るまい。折られた人間はかつて、この地下室で同様の体験があったことを。何な故ぜなら、僕が泣き叫さけぶ姿を観賞するにはそこまでしないと駄だ目めだったからです。

「バカ親おや父じが」まぁ、折ったのはまーちゃんなのですが。あの頃ころはまだ、ごめんねって謝りを入れてはくれたものだ。

　あー、マユが懐なつかしい。まだ恋しくはない気がする。ん、順序、逆か？

　マユ成分の不足が深刻化して、順序の付け方もままならない。ある意味中毒である。

　着崩くずれした、借り物の浴衣ゆかたを整えることも叶かなわないまま、入り口と出口の場所へ辿たどり着く。

　扉は、当然の如ごとく塞ふさがっていた。それが、その四角い無機物の存在理由だからだ。まずは鍵かぎがかけられているのか検証してみないと。「うーむ」手が使えないからな、少し不便だ。右腕一本だけ残すとか、洒しや落れの利きいた演出を施ほどこしてほしい。毒は胃に収めたことがあるから、資質はバッチリだ。牛乳配達や畑仕事による修行を欠いているのでどうしようもないが。

「……よし」

　後ろに倒たおれる。床ゆかに背をつけ、両足を上げてドアノブにかけ、身体からだを捻ひねる。「あぎゃぎゃぎゃがが！」骨折しているのを既すでに忘れていた。左腕が身体にのしかかられて、骨折したように、いやいや実際してる、破は砕さいしたようにいやいやだからとっくにそうなってるけど、とにかく目玉が飛び出す系の激痛だった。眠ねむっている間に怪かい異い、鳥とり男おとこにでも改造されたのか僕は。呻うめきながら、尺しやく取とり虫むし、仰あお向むけ版のように膝ひざと踵かかとを駆く使ししてその場でまた立ち上がる。

「直立で耐たえ抜ぬけない怪け我がの悪化だったので、飛び跳はねながら意見の整理を行う。噓うそだけど。声が闇やみを怖こわがって、外に羽ばたこうとしなかった。きっと鳥とり目めなのだろう、と寛かん容ような態度を取って……あら？」気付けば何故か、心中をべらべら喋しやべっていた。跳ちよう躍やく止やめ。

　うぅむ……なんか、動どう揺ようしてる？　木の根っこが、心の底から這はい出たような感かん触しよく。

　鍵を確かく認にんする余よ裕ゆうが根っこに吸い取られる。深呼吸しながら部屋を大まかに一周し、ラジオ体操が第二へ差しかかるぐらいの時間が経たってからようやく地に足が着く。汗あせも拭ぬぐえず、目に入り込むのを防げない。

　室内には、僕しかいない。他ほかに誰だれもいないし、何もなかった。嫌いやな貸し切りである。山川じゃないにせよ『こうぞう』の『やしき』の地下室な癖くせに、迷宮の作りにはなっていないので出入り口も一つしかない。

　そして元より心から四し肢しへ、初期出荷数の控ひかえられている気力の在庫が、底を突ついた。

「……寝ね起きに運動しすぎたな、吐はき気けがする」

　だったら、やるべきことは一つ。じたばたしない。

　引き籠こもりになれと、機会を与あたえて下さってるようだし。噓うそだけど。

　もう一度、軋きしまないベッドにぶっ倒たおれる。優やさしさを持ち寄る余よ裕ゆうもない。

　後頭部を打ったり両腕うでが衝しよう撃げきで痛覚の極きわみとなったり尻しりが地味に痛んだりしながらも、お久しぶりな、形のない天てん井じように宣言する。

「寝ねる」

　また、この場所で。今度は、目覚めることを恐おそれなくて済みそうだ。

　微び妙みように動どう悸きが激しくなって喉のどに何かせり上がりそうなのは、地下室での僕の仕様です。多分。

　外がどんな事態を迎むかえているのか。今が朝か、昼か夜か。

　伏ふし見みは泣いていないのか。

　そしてまた誰だれかが、殺されているのか。

　色々と考察すること、祈いのることに確かめたい問題は山積みだけど。

　そんなことより、久しぶりにマユに会いたくなったから、夢を見ることにした。

　だから、寝た。







　そして、ちゃんと夢へ没ぼつ入にゆうした。

「ベタな展開だ……」

　声まで自前の口から出て、それが文字抜ぬけなく耳に響ひびくのは新しん鮮せんだけど。

　惜おしむらくは、周囲を見渡わたしてみればマユが登場しそうもない状じよう況きようだということか。替かえ時どきを逸いつした障しよう子じ、縁えん側がわにいい加減な配置で置かれた植木鉢ばち。寝転がると毛玉で服の模様が変わってしまうカーペットが敷しかれて、黒炭みたいな色の四角いテーブルが部屋の中央にでんと構え、それと針の上に金の卵の載のった絵が壁かべの上部に飾かざられている。

　障子に手をかけ、部屋の敷しき居いを踏ふみながら見ているものは、増改築される前の僕の実家で食事を取る風景だった。

　どうも、僕まで昔の仕様に変へん更こうされているみたいだ。普ふ段だんより目線が二分の一の高さに修正されている。頭の中で舞ぶ台たいを構築している割には、背せ丈たけによる空間の見え方の違ちがいが上う手まく表現されていた。まるで、本当に過去に戻もどったかのように。

　けど腕を利用して揉もみ手したり肩かたを回したり出来るところは、やはりただの夢だった。

　現実の続きのように、夢の地を足が踏ふむ。ただ、踏み出せない。

　視覚だけが鋭えい敏びんに、先走って独どく断だん専せん行こうしている。

　部屋には兄がいた。にもうとがいた。将来、街で一番有名な誘ゆう拐かい犯になる人もいたし、妹の母親もいた。勢せい揃ぞろいだった。テーブルの奥には若々しい妹の母親と、若々しすぎてまだ箸はしの握にぎれないにもうと。そこから直角に曲がって上かみ座ざに座るのが父で、手前には兄が正座していた。後は、父（だったもの）の対面に僕の母（何となく、今でも）がいればお祭り騒さわぎだったけど、何な故ぜか夢は中ちゆう途と半はん端ぱに現実を介かい入にゆうさせて、矛む盾じゆんを最小限に抑おさえようとしている。我ながら、夢の不足した人間だと常々思っているだけあるが、頭空っぽではないからだろう、と自身を慰なぐさめた。噓うそだけど。

　僕の定位置は兄の横だった。未来と夢が溶とけ合うことで、その配置に隠いん蔽ぺいされた意味を理解出来る。兄とにもうとは対角線上で、互たがいに見向きもしない。当時から喧けん嘩か中だったのだ。

「どうしたの？」

　妹の母親が、敷しき居いを跨またいで立ち惚ほうける僕に声をかける。普ふ段だんの流れ作業みたいな行動と異なり、無む駄だな停止時間を過ごす僕に違い和わ感を抱いだいたらしい。

　その隣となりではにもうとが僕を上うわ目め遣づかいに睨にらんでいる。兄は背中で語り、父は無視する。

「何でも……ありません」

　確か、子供の時はこんな言葉遣いだったな。常時俯うつむいていて、人の目を見て会話するのは両手の指一いつ杯ぱいで年ねん齢れいを示すぐらいになってから学習したぐらいだ。

「座りなさい」と、妹の母親に軽く命じられる。

　従って部屋に入り、障子を閉じる。それから、兄の隣で正座した。そして、にもうと以外が箸はしを手に取る。ものを摑つかんでいる感かん触しよくが再現されていることに、僕は夢の無駄遣いを覚える。

「いただきます」「……ます」

　重なる声は二つだけだった。妹の母親と、僕の食事の挨あい拶さつ。父は人を弄もてあそぶ時と、ラジオの日本語以外にはあまり反応しなくなっていたし、兄は本語しか喋しやべれなかった。にもうとは、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを歪ゆがめているので、あれでは腹話術を修得しない限り、発声出来ないだろう。

　朝食。保育園の卒園祝いに貰もらった茶ちや碗わんに盛りつけられた、湯気の立った白米。鰺あじの開きに、厚焼きの卵。味み噌そ汁しると、昨日の残りの肉じゃが。典型的な、我が家の朝食風景だった。

　よく、食べきれずに妹の母親が残りを平らげたものだ。

　若じやつ干かん、夢と現うつつの区別に苦く悩のうしながらも、白米を箸で摘つまみ、口に運ぶ。……うん、安心した。熱くも、美う味まくもない。これなら食欲のない子供を演じなくても、夢の続きに参加できる。

　卵焼きを二つ三つと、当時の小口では絶対に喉のどを詰つまらせて窒ちつ息そくする勢いで口に入れ、咀そ嚼しやくする。現実では飢き餓が感で唾つばの甘みを有あり難がたがっているぐらいだから、食べる真ま似ねでも気は紛まぎれた。いくら食べても太らない、と思春期の乙おと女めが食いつきそうな効能もあるし。腹の足しにならないともいうけど。

　鰺の開きに箸を入れる。本当は尻しつ尾ぽからたい焼きごっことして丸かじりしてみたいのだが、奇き行こうが目立つと次回に響ひびくので、ここは我が慢まんの時だ。噓だけど。

　しかし、空気の塊かたまりを摂せつ取しゆしているみたいだ。息苦しくなってきた。

　僕の絵みたいに、美味い不ま味ずいの概がい念ねんから外れている。

　……食べるのも退たい屈くつになってきたので、下げ世せ話わな想像をしてみる。

　味み噌そ汁しるの椀わんに口をつけながら、目を左右に使いに出して、全員の面容を確かく認にんする。

　ここにいる内の誰だれか一人がこの時点で死ねば、未来はどう変わるのだろう。特に、父は興味深いところだ。人に心が芽生えた過程を理解することの次に、僕の知識欲が満たせそうな命題だった。そこまで噓うそじゃない。

　兄が自殺以外の形で死ねば、にもうとは野山に紛まぎれて祖父宅へ逃にげ出さずに済む。そして、僕やマユ、菅すが原わらと一いつ緒しよに地下室暮らしだ。……運の採点が難しい奴やつだな。

　にもうとが死ねば、兄は自殺せず、そして僕やマユ以下略。こっちは運が赤あか点てんだと思う。

　それから妹の母親が死ねば、僕は監かん禁きん事件の最後の犠ぎ牲せい者となっていた。

　そして僕が死ねば、妹の母親は六死に一生を得て生せい還かんし、実家で娘むすめと仲睦むつまじく生活した可能性がある。恐おそらく、あの人はにもうとの行いを許すだろう。娘だから、という理由で。

　最後に本命、父が死ねば僕はみーくんじゃないし、マユは騙だまされないし、菅原は彼女を大切にするバカップルで、剣道部の部長に殺害された八人の犠ぎ牲せい者はそれ以外の死因で人生を終えられた可能性が急増し、長なが瀬せ透とおるは鬱うつ屈くつした小学校時代を過ごし、恋こい日び先生と噓つき少年は出会わないし、奈な月つきさんはジェロニモとならなくて済んだわけだ。完全無欠ではないけど、感度良好な結果がそこにはあったことを否定出来ない。だけど、それはあり得ないという事実を否定することも、出来なかった。まぁ、妄もう想そうですからね。

　仮定の過程をなぞって、良い時間潰つぶしにはなった。まず大食らいかつ早食いの父が朝食を取り終え、席を立つ。そして通路に出て、離はなれの部屋へ帰っていく。兄もそれに続き、白米を半分ほど残したことについては、作り手に対して一言の謝罪もなく部屋から出ていく。

　にもうとはまだ卵焼きを、フォークで突つついていた。母親に食事を続行するか聞かれるまではああして、ぐずついた態度で動かない。意外と、甘えん坊ぼうなのだ。

「残すの？」と妹の母親が恒こう例れいとして尋たずねてくる。にもうとは「うん」と若じやつ干かん、捻ひねくれたり歪ゆがんだり苛いら立だったりした表情に修正を入れ、喜んでいる気持ちを母親に伝える。それに対し、妹の母親は特に反応しない。娘同様、感情の吐と露ろが苦手な人だったのかも知れないと、今なら異なった感想を持てる気がした。

　妹の母親は目線で、僕に対しても同様の質問を投げかける。僕は眼球の使用法が『みる』以外は不ふ得え手てだったので仕方なく口で「食べます」と答えた。そして言葉通り、飯をかっ込む。いい加減、意識が剝むき出しとなった夢の水みず風ぶ呂ろに浸ひたっている気分から、その次の、現実に対して準備を整えることにした。どうせ食事を取ることは叶かなわないのだから、満腹になった気分だけでも満まん喫きつしておこう。

　妄もう想そうの中でも、突とつ然ぜんに食欲旺おう盛せいで父親似となった義理の息子に、妹の母親は驚おどろいていた。そんな表情は既き知ちにないから、僕の創作だろう。何な故ぜなら、その表情は恋日先生の顔パターンを流用していることが一いち目もく瞭りよう然ぜんだからだ。

「ごちそうさま」と手を合わせて挨あい拶さつし、痺しびれていない両足を正座から解き放つ。

　さあ、空想世界でも歴史は変わらない。

　僕はこうしていつも通りに登校し、日々を重ね、父の金属バットで頭をひしゃげさせられて、今に至ってみせる。そして兄は自殺し、にもうとはいなくなり、また出会い、マユの両親と僕の両親は、たった一人の女の子に殺される為ために生きるのだ。

　今まで家族モドキと過ごしてきた九年間と、名前を失ってからの九年間は、決してどちらが優すぐれていると決めつけることだけは、出来ないのだから。少なくとも、死ぬまでは。

　肯こう定ていも否定も、僕にはなかった。

　……噓うそは、多分何ど処こかにあったけど。言げん及きゆうしないのが華はなだ。

　顔を洗って歯を磨みがき、ランドセルを背負って玄げん関かんへ向かう。

　兄は先に一人で行ってしまった。彼は集団登校なんてチャラチャラしたことに関心のない、田舎いなかの悪ガキなのだ。授業中の学校を抜ぬけ出したり教室でガムを嚙かんだりと、ポケットサイズの不良行こう為いに日夜励はげんでいる。噓だけど。

　僕はいつも一人で、玄関の戸を開く。

　振ふり返り、無人の廊ろう下かに行ってきますと挨あい拶さつした。

　小さく、「行ってらっしゃい」と返してくれた人がいることに、十年経たってから気付いた。







「……本当に眠ねむれるとは思わなかった」

　微睡まどろみにまとわりつかれた意識が、惰だ性せいで立ち上がった時、まずはそう言わざるを得なかった。幾いくら春しゆん眠みん暁あかつきを覚えずとはいえ、今日は横になるだけで眠ったり眠らされたりしている。僕も大分、マユに感化されてきたかな。

「気分、悪……」

　澱よどんだ液体が薄うす皮かわ一枚の中で飽ほう和わする、しかめ面つらと仲良しの感覚。こういう時は大たい抵てい、身体からだが夢に付き合わされた後だ。内容は覚えていないことが多く、今回もセーブに失敗していた。もっとも、夢を記き憶おくして得とくを得ることは大変に困難なので、挑ちよう戦せんする気はないが。

「……ん？」

　這はってる。かさかさと、乾かわいた音が床ゆかと壁かべに擦こすれている。耳鳴りが、そいつに食われる。

　何ど処こだ、と首を巡めぐらす。すると、それは何処にでも現れた。壁一面に、床の限りを、暗くら闇やみを際限なく、目的もなさそうに蠢うごめいている。

　ここで死んだ人間達が、巨大な虫に変身したみたいだった。

　……ああ、違ちがう。そいつは、僕の眼球を駆かけずり回ってるんだ。

　丸い檻おりの中で見せ物にされる、サーカスの動物のように。

　だからどこでも一いつ緒しよ。

「何だ……」

　単なる幻げん覚かくか。じゃあ、害はない。これで万事解決、万事休す。

　ない枕まくらを高くして眠ねむることは出来やしない。

　幻覚は単なる、表現の一いつ環かん。

　僕に訪おとずれている症しよう状じようの活動の情報を、視覚にも提供しているに過ぎない。

「地下室……扉とびら。開かない扉」

　僕が出られない。誰だれも入っては来ない。……アホか僕は。何、安心してるんだ。

　瞼まぶたをきつく閉ざしても、中身であるのだから幻覚は容よう赦しやしてくれない。異物を抉えぐる為ための指は、腕うでという移動手段を失って手持ちぶさた。

　腹の底から活力に溢あふれていなくて、そのお陰かげで発症を冷静に捉とらえることが可能だった。

　暴あばれ狂くるう体力がない所せ為いか、寂さびしがりやのトラウマは一人でいじけて、ただ水面下の嫌いやがらせに留とどまっていた。

　その影えい響きようか、今にも背せ丈たけまで縮ちぢみそう。爪つめが剝はがれそうだし、光熱費がかさみそうな発熱具合だし、醬しよう油ゆ味の昆こん虫ちゆうが嚙かみ砕くだかれた身体のまま口内で跳はね回り、羽が邪じや魔まで。

　僕の家族が全ぜん滅めつ寸前にも、なりそう。

　根強い悪意だ。

　蒔まいた種の芽は摘つみ取って。

　けれど、一度蒔かれた種は何度でも芽め吹ぶく。

　今が、つまりはそういうことなんだろう。

　危険だ。腕はこれを見越こしたように使用不能にされて、飛び降りれる段差もないけど。

　人は舌と丈じよう夫ぶな歯、稼か働どうする顎あごがあれば窒ちつ息そく死ぐらいは出来る。壁かべに頭部を打ち続けても、腕を叩たたきつけてショック死することも、選せん択たく肢しとして用意されていた。

　眼中の幻まぼろしが不細工に膨ふくれ上がる。中身が破は裂れつし、汚きたならしい死し骸がいから細い糸が伸のびる。糸は束となり、視神経の脇わきを通って、血けつ管かんの付つき添そいで仲良く頭部を目指す。

　まやかしが、脳にまで戯たわむれの領域を広げてくる。

「……駄だ目めだ」

　駄目なんだよ。まだお役目を果たせてない。

　僕は、まだ死ねない。

　だからもう一度、夢に逃にげ込む。

　地下は嫌きらいだ。

　僕の虚きよ勢せいが、偽いつわりを失う。







　現実が腰こしにしがみついたまま、僕は夢に再び埋まい没ぼつした。

　上映内容は、先さき程ほどと別物なのだろうか。僕の意識が演じているのは、身近な過去。未いまだマユの肩かたから包帯が外れきっていない、三月二十六日。終業式を無視して勝手に春期休きゆう暇かを開始していた、僕とマユが移り住んだマンションの一室。

　その日、僕はリビングでふんぞり返り、マユは寝しん室しつで逆ぎやく海え老びぞって、新規購こう入にゆうした携けい帯たい電話で通話を試ためしていた。行動は虚きよ実じつであるが、耳に届くマユの声帯は事実である。

「おぉ、こんな遠くでもみーくんの声が聞こえる。ねーねー、みぃぃぃ、い、きゅぅぅん」しなを作っていそうな、砂糖と蜂はち蜜みつを足してメープルシロップで味つけた声調が鼓こ膜まくを胸焼けさせる。

「はいはい、聞こえてますよー」というか、マユは大音量で喋しやべっているので電話という媒ばい体たいなしでも十分、寝室からお元気花丸な様子が伝わってきていたわけである。

「これでみーくんとまーちゃんを引き離はなす恋の障害も、邪じや魔まな人間も飛び越こえて遠く離れた二人は通じ合えるのです」にゅふふ、とご満まん悦えつなマユ。前からお互たがい、携帯電話を所有していたはずなのにその日は妙みようにはしゃいでいたのが印象に残っていた。ああ、だから夢に見るのか。

「電波がこの荒こう廃はいした世情を楽園に変えてくれるのですな」

　まーちゃんがみーくんから遠く離れる理由が思い当たらないなぁ、と過去と夢ゆめ現うつつの今で疑問の渦うず潮しおが発生したことを重ねてご報告します。

「でねー、みーくん」「ん？」「わたしまーちゃん」「知ってるよ」「今みーくんの後ろにいるの」

　怪かい談だん調に宣言され、まさかと振ふり向本当に立っていた。

　電話をまだ耳に張りつけているマユが、不ふ真ま面じ目めなお怒いかりの表現として頰ほおを膨ふくらませる。

「側そばに来たまーちゃんに気付かないなんて、えーとー……不実よー！」

　片手を挙げて背せ伸のびし、辞書で調べたという感じに思い出しながらの、和なごむ憤ふん慨がいの仕方だった。史実では頰の骨に直ちよく撃げきしたマユの握にぎり拳こぶしも、架か空くうの状じよう況きよう下かでは殴おう打だに成り得ず、触ふれ合あいに落ち着く。

　だけど、本当にいつ来たのやら。足音がまるでなかった。

　閉じていた扉とびらは開け放たれているし、移動はしてきたんだろう……過程が数秒間、すっ飛ばされただけで。マユをギャングのボスに仕立て上げるとは、うぅむ、流石さすがに夢だけある。出来事を省略して、都合良く編集されているではないか。

　一ひと頻しきり僕を癒いやしたマユが、頰を元に戻もどす。電話の接続もそのままに、両腕うでを磔はりつけの刑けいでも執しつ行こうされたように広げる。それから、にへーっと、僕を見上げて至福に微笑ほほえんだ。

「遠くよりー、やっぱり近くのみーくんがいい」

　ぎゅーっと、電話の身の安全を確かめずにマユが僕への抱ほう擁ように及およぶ。背骨に電話が突つき刺ささり、バカップルへの苦情と警告の矛ほことなる。噓うそだけど。夢の僕に、物理は桟さん橋ばしをかけない。

　だから、マユの身体からだの感かん触しよくも当然、日々の経験と妄もう想そうから補う必要がある。

「きゃーん、りあるみーくんですなー」

「やーん」間ま違ちがえてるー。

　ここらへんまでは、現実を踏とう襲しゆうしていた。夢が介かい入にゆうし出したのは、次に僕が瞬まばたきを行った後だった。夢の中でも律りち儀ぎに瞬きしてるんだなぁとか感心する暇ひまもなく、僕とマユは背中合わせになって床ゆかに座っていた。電話はお互たがい、耳から離はなしていない。というか、離せない。

　糸が小指だけでなく至るところから生えて、僕らの各パーツを結びつけていた。肩かた、腕うで、足に、肩けん胛こう骨こつ。顔から噴ふん出しゆつしていないのだけが幸いな状じよう況きよう。

　作法もなくがんじがらめとなって、抜ぬけ出せない。微び妙みように現実を象しよう徴ちようするオブジェとなってしまった。

「みーくんとまーちゃんの運命の糸がいっぱいですなー」とマユが動じずにはしゃぐ。

「納なつ豆とうの粒になった気分だよ」

「まーちゃん、納豆嫌きらい。みーくんも嫌いだよね？」

　マユが僅わずかに身を捩よじらす度たびに、連動して僕の視界が小刻みに揺ゆれる。そして何な故ぜか不思議と、電話からしかマユの声こわ色いろが流れてこない。

「これは夢なんだから何でもありなのだ！」

　マユが甲かん高だかい……何で、にもうとの声で叫さけぶんだ。何でもあるけど、何でもあっていいわけじゃないだろう。しかも、僕の思考を読んできた。

「全部把は握あくしてるわけですか、まーちゃん」

「その通りなのです、みーくん」

　あ、声質が元通りになった。……そういえば、何ど処こで僕は背中合わせの相手をマユと認にん識しきしたんだろう。触しよつ覚かくは現実に置いてきぼりなのに。

「わたしは偽にせ物ものみーくんが想像したまーちゃんなので、記き憶おくがぱーふぇくとなのに何故かこんな性格で全体的に柔やわらか仕上げなのだ」

「おや、僕の妄もう想そうもやっと本領発はつ揮きってところだな」

「漢字も一いつ杯ぱい使ってるのです、むふふ」

　まぁ、僕が基き盤ばんだからまーちゃんよりは漢字を知ってるだろうね。何故か漢検三級だし。

「では今の賢かしこさどーぴんぐ中のまーちゃんと、○○の○○○○○○をれっつでゅえっと」

「無理だっつーの」嘔おう吐としながら悶もん死しするっつーの。

　ふと眼球だけ下へ下ろすと、肺と心臓の付近から伸のびている糸が、根元から紅くれないに染まってきていた。もしや強制的に輸血されてる？

「ねーねー、みーぃくぅん」

「なに？」わざとらしく、みーくんを強調して陽気なまーちゃんが喋しやべりかけてくる。

「まーちゃんは何で、みーくんが同じクラスにいたことに気付かなかったのかな？」

　人工マユが、和なごやかな台詞せりふで心の自傷行こう為いに励はげんできた。

「みーくん粒りゆう子しが空気に混じってそこら辺に浮いているから」

　無む駄だに頭部を使用して益やく体たいもない回答を導き出した。マユは鼻歌に忙いそがしいのが電話越ごしにも伝わってくる。どうも、真ま面じ目めな返答以外は受けつけない姿勢らしい。

　仕方なく、いい加減なふりをしながら答えた。

「いなかったから気付かない。それだけだ」

「んーまーそーよねー」

　一いつ瞬しゆんだけ、伏ふし見み柚ゆ々ゆのように声調がノイズの蓑みのを着込んだ。それから、中身の清水みたいに澄すみ切った寝ね言ごとが、僕の頭ず蓋がい骨こつを揺ゆさぶる。

「でもねー、まーちゃん思うのです」

「それって、僕がそう考えてるってことだろ」

「夢がねー」と今度は長なが瀬せな日本語を駆く使ししてきた。

　それから、またマユの声こわ音ねが復活する。

「まーちゃんはね、ほんとのほんとにもしも、偽にせものみーくんのことに気付いてもそのまま騙だまされ続けると思うよ」

「そうかな？」噓うそだけどって、心中の何ど処こにでも転がってるから、今いま更さら付け足す必要もないか。

「噓じゃないよー」

　……何で僕の方はそっちの心を読めないんだ？

「まーちゃんにはね、他ほかに選せん択たく肢しがないの。可能性、みーんな壊こわされちゃったから」

「……そうかい」

　夢が、僕に都合の良いことを言っている。

　自画自賛に自作自演、自じ嘲ちように自じ戒かい。

「騙だましてくれてありがとーね、みーくん」

「……はは、現実のマユがそんなこと言ったら、僕は感動するか感かん涙るいするか……」

「どっち？」

「どちらであろうと、そうならない為ために現実と戦ってるよ」

　少年の日の夢を成じよう就じゆする為に。噓だけど。

　十八歳さいは微び妙みようだよな。少年でも、青年でもない。

「きゃー、みーくんったら自己中心的ー」

「取とり敢あえずその台詞せりふを現実で言われたら、頰ほおが引きつるだろうね」

　今も感かん触しよくが削さく除じよされているけど、頰の肉は水みず疱ぼう瘡そうにでもなっているかも知れない。

「そして結局、何が言いたいかなのですが」とマユ（非まーちゃん）が補足する。

「はいはい」

「みーくん代理補ほ佐さ心得に代わりはいないから、身体からだに気を付けてと助言したかったのです」

「……心得が取れる見込み、あるのかな」

「というか、誰だれもやりたがらないのです。きっと」

「……かもねぇ」

　その、諦てい念ねんに尽つきる同意を最後に声が現うつつの方に返へん却きやくされてしまった。

　目覚めを控ひかえているらしく、目玉の仕事が白みに飲み込まれる。

　だから最後、立たち退のきを迫せまられる前に一言だけ電波に念じた。

　夢に、自己満足な感謝を叩たたきつけた。

　騙だまされてくれて、微び妙みようにありがとう。

　にゅはは、気にすんねー。







　そして、起き床しよう。

　現実が、三面鏡のように立ち塞ふさがって向き合うことを強要する。

　目覚ましに利用出来るほどではないけど、耳みみ障ざわりに腹の虫が鳴いていた。早めに水を摂せつ取しゆしないと、衰すい弱じやく死しかねない。ただ、悪お寒かんその他は鼻の穴から抜ぬけ出たのか、多少の緩かん和わに成功していた。単に寝ね不ぶ足そくの所せ為いだったのか、と眼球に執しゆう着ちやくしていた幻げん想そうの出所に一いつ笑しようする。

　塩分不足で気け怠だるい下半身を足あ搔がかせて、また起立する。暗くら闇やみに目が馴な染じんできたのか、四方の壁かべまでの距きよ離りを可視出来るようになっている。

　改めて、扉とびらの鍵かぎについて調査を行ってみることにした。

　入り口の扉の脇わきに立つ。ドアノブの側面に、足の裏を張りつける。所いわ謂ゆる、左足は添そえるだけ。そして、一本足で前進する。指の付け根でドアノブを固定し、捻ひねりを加える。

　後は、そのまま足を右に払はらってドアを開くだけだった。一いつ瞬しゆん、間を置いてから実行すると、扉は多少ぎこちなさはあったが、見事に地下と地上を繫つなげることを受じゆ諾だくした。

「……あら？」

　振ふり切った足の所為で体の重心を崩くずし、壁に背中をぶつけながら気の抜けた声をあげてしまう。まさか開くとは思わなかった。初めから鍵はかかっていなかったのかな。或あるいはここの鍵、親おや父じが墓場まで握にぎりしめて離はなさなかったとか。……そういえば、僕は親父の葬そう式しきに参加した記き憶おくがない。初めから執とり行わなかった気もする。はて、頭部を叩たたきすぎて故障したか？

「ま、いいか」

　今は風通りが良くなったことを素す直なおに喜ぼう。あー、引ひき籠こもりはもうお終しまいかよ。

　社会復帰への愚ぐ痴ちを連ねながら、外へ出る。扉は換かん気きの為ために開け放しておいた。以上二つ、理由は噓うそです。

　素足の踏ふむものが硬こう質しつな床ゆかから、痒かゆみを与あたえてくる絨じゆう毯たんに取って代わる。そう判断したが、それは単なる経験則に過ぎない。もし足あし下もとの不快な感かん触しよくが兎うさぎの死体を平らに加工し続けた踏み場であったなら、僕はその労力と根気に呆あきれるか感心するかして、遠えん慮りよなく踏み潰つぶして歩き出すのだろう。多分、マユも。

「さーて、と」

　またみーくんと呼ばれて。

　またみーくんになって。

　ぼくは、僕を取り戻もどしますか。

　それが、最善と最良に縁えん遠どおかったとしても。

　扉とびらの外には、ツァラトゥストラヘの階段が続いていた。……いやいや、そんな特別製なお家うち違ちがうから。キレの良いカーブに加えて横幅はばを狭せまくするという趣しゆ向こうを凝こらした、地上へ続くことが目的の普ふ通つうな階段ですよ。そこもまた、暗色が住み着いていた。昔に出た時は、照明の光に溢あふれていて目を押さえながら数十秒と蹲うずくまったものだ。いや、懐なつかしい。この埃ほこりっぽい空気もまた、懐かい古この味だ。噓うそだけど。

　電気系統がまだ復旧していないのか、それとも、住人が全ぜん滅めつして電でん灯とうを点つける人手が不足しているのか。どちらにしても、気を引き締しめないと。……特に足あし下もと。

　今の状態で階段を転げ落ちたら、縦に後転し続けない限りは憤ふん死しか悶もん死しに見舞まわれること必至である。全く、厄やつ介かいな。このままだと松まつ葉ば杖づえ生活さえ恋しくなりかねない。別に、松葉杖と色いろ恋こい沙ざ汰たしたいわけじゃないから、頰ほおを膨ふくらませなくていいよまーちゃん、と架か空くうの御み園そのマユに弁明はしておく。冗じよう談だんはさておき、実際、マユの前で松葉杖への想おもいを語ったら物の見事に嫉しつ妬とするんだろうなぁ。正しく初しよ志し貫かん徹てつの色いろ狂ぐるいなり。噓だけど。

　階段を慎しん重ちように、ちゃんと『おかし』を守って上のぼる。内訳が朧おぼろ気げだが、確か小学校で教えられたのは『押さない、駆かけない、喋しやべらない』だったかな。決して『おれのかーちゃんしゃくれてる』ではなかったはずだ。……いや待て、これは火事の避ひ難なん時だった気がするぞ。この心構えでは、避難訓練の効果は上がったとしても悪漢の奇き襲しゆうを防ぐのには適していない。

　この階段は右曲がりだ。そして、捻ねじれは急角度で拵こしらえてある。つまり、自身より上の段で奇襲を仕かけようと待ち受ける暴漢その他を、見上げたところで事前に発見することが不可能となっている。一人ずつ通れる程度の横幅はばだから、左の壁かべに寄って、死角を減らすことも出来ない。そしてこの暗がりでは一層、上を目指すことに恐おそれを抱いだかなければならなくなる。

　自らを狙ねらう者と物が頭の上で宙ぶらりんしている、その確率に。

「だから、そのままなんだろうな」

　嫌いやな人だよ、全く。せめてもの反はん抗こうとして、僕は勇ましく階段を踏とう破はしてやる。足下を食い入るように睨ねめつけ、両足を同じ段に揃そろえながら一段一段、繊せん細さいに上っていく。しかし上など全く気にも留めない。自分が何な故ぜ踏ふみ台だい昇しよう降こうの運動モドキみたいな移動をしているのか、理由を見失うほど上という部分を無視する。こういった行いを蛮ばん勇ゆう、或あるいは前まえ先さき見ずな若者といいます。造言に対するコメントまで噓になりそうなので、敢あえて無言を通した。

　階段を上りきる。地下二階からようやく、一階へ戻もどってきた印象の距きよ離りだった。そして、最後の難関ともいえるもう一枚まいの扉とびら。それを前にして、僕は立たち往おう生じようを余よ儀ぎなくされる。

　この扉の前は踊おどり場ばが狭い。つまり、足場が少ない。足で開くことを再度試みれば、今度は身体からだを振ふり回したその勢いで階下へ真っ逆様になりかねない。順調に難易度が上がっている、理り不ふ尽じんさのない設計だ。

　というか今、扉とびらが外側がわから開いてきたら僕が落ちる。何ともトラップ大たい佐さである。他意どころか本意さえないが、そんな冗じよう談だんを独ひとりで弄もてあそぶ程度には、脳のう味み噌そを含ふくめて体調が回復してきているようだ。状じよう況きようとは、真逆を突つき進むように。

「さて……って、簡単か」

　上半身を折り曲げて屈かがみ、肩かたと頰ほおでドアノブを挟はさんで捻ひねる。多少、額が壁かべに削けずられるが、回転させることは出来た。初めからこうしておけば良かったな。後は慎しん重ちように、勢いを殺して扉を引く。ドアノブからは、錆さびの臭においが漂ただよっていた。

　古めかしい扉は軋きしみをあげ、辿たど々たどしく立ち退のく。家の材質の中で年長者であるから、威い厳げんはあるが足あし腰こしの脆ぜい弱じやくさも伴ともなう。ご老体に無理を言って道を譲ゆずって頂いたので、交差する際には感謝の念を忘れないで告げておいた。これが人相手なら噓うそじゃなくなるんだけど。

　ようやく地下室から解放されて、しかし先行きはまだ暗かった。二度寝ねした割に、まだ夜は明けていないようだ。ただ、明確な時刻を情報として取り入れるのは困難な状況にある。僕の体内時計はアナログでもデジタルでもなく、アバウトの仕様であり、明るいと暗いしか判定を下さないのだ。いやまぁ、完全に職務をはき違ちがえているのだが、噓なのだが。

　それはさておき、視覚からの報告によると外は未いまだ夜が健在なので、幾いくら停電中であったとしても地下室と大差ない光量であることは、明確な恐きよう怖ふを人に与あたえかねない。何せ殺人犯と、死体がこの屋や敷しきにはいるとされているのだから。

「季節が冬じゃなくて良かった」

　スキーのストックで伏ふし見みに刺し殺さつされずに済んだからな。カメラマンもいないし、実に平和だ。

「……さて」

　進むか、待機か。退路はない。八年前から、僕の人生は固定されっぱなしなのだ。

　屋敷内を迂う闊かつに出歩いて、何かしら、特に殺人犯と遭そう遇ぐうする確率。この場で待ち惚ほうけて朝を迎むかえ、更さらに増量した死体と対面する可能性。……全ぜん滅めつ寸前で尚なお、殺人犯が現存していたら次に僕が標的となるわけで、結局、期日を先延ばしにするだけだよなぁ。ま、寿じゆ命みようがある以上は生きている時点で同様の行いを、毎日毎日、なぞっているわけだけど。

　今は、進路があるだけ現状を有り難がたがっておくか。鈍どん重じゆう前進といこう。

　地下室を出てからは一直線の通路が三つの部屋の前へ続いている。まずはそこを経由し、広間の方へ向かってみることにした。一応、途と中ちゆうの部屋も使用されていなくとも調べてみる。全員が何ど処こかに集合していればいいんだけど、散り散りになっていた場合は、まず伏見を探さないといけない。何な故ぜなら彼女は明らかに、閉へい鎖さ空間から運と自力で脱だつ出しゆつ出来る顔立ちではないのだ。余よ裕ゆうぶっていたけれど三日目の朝方に犠ぎ牲せい者となり、既すでに死体に麻ま痺ひして乾かわいた反応をされそうな僕が言えたことじゃないが。

　クローズド・サークルは全ぜん滅めつが華はなだからなぁ、生存競争が厳しい。

　伏ふし見みが未いまだ生存中なのかも、不ふ透とう明めいだし。

　手探りさえ許されないまま、闇やみの通路を進む。一秒後には、頭部に強固な物体を叩たたきつけられても、背後から首に紐ひもがまとわりついても、長細い廊ろう下かの遠くから拳けん銃じゆうの弾たまが飛んで胸を貫かん通つうしても、何ど処こにも不思議がない状じよう況きよう。疑問の余地があるとすれば、各自が思い思いに犯人と決めつけている人物の犯行かどうか、その正否ぐらいだろう。

「……というか、腕うでだけ重力に差別されてないか？」

　無茶苦茶に肘ひじが重い。その影えい響きようで、今すぐにでも切り離はなしたいほどの、痛覚に訴うつたえる自己主張。まぁ余計痛みそうだし、それは僕の鳥とり肌はだが最も恐きよう怖ふに煽あおられ、翼つばさをはためかせる怪け我がの部類なので、確実な噓うそだ。

　視界の中に、光が蠢うごめくことはない。生物の影かげが、暗路に瞬またたくことさえない。自身の浴衣ゆかたの袖そでが時折、側面の気配を演出するだけだ。皆みな、割り当てられた部屋で大人しく震ふるえているのだろうか。

　ただ、僕を身体検査しても拳銃やナイフといった凶きよう器きの類たぐいは、当然だけど出てこなかったからな。雑草を一本引っこ抜ぬいても、不安の種が次々に開花していくことは避さけられない。多少は不安に思うところもあるだろう。

　それに、誰だれが殺人を暴行を閉へい鎖さを執とり行ったのか、未だに実体が形を成そうとしていない。

　信しん頼らいの価格は急激に高こう騰とうしている。買い足すことは、余よ程ほどのことを行うか或あるいは、買かい値ねを下落させでもしない限り、手て遅おくれな値段にまで吊つり上がっている。つまり、殺人犯の凶きよう行こうを防ぐか全員を殺害することでようやく、信頼は落ち着きを取り戻もどす。

　そんな中で伏見は、僕のことを無条件に信頼することで平静を保とうとしていた。……生きている伏見が健在なら早さつ急きゆうに合流して、噓の一つでもついて安心感を錯さつ覚かくさせないと。死んでいたら、合がつ掌しようも不可能だ。僕が役立たずの烙らく印いんを押されないよう、是ぜ非ひとも伏見には命がまだ宿っていてほしい。動機は噓に祭り上げておく。

「……んー、伏見かぁ」

　この屋や敷しきを訪おとずれた相あい方かたがマユじゃなくて幸運だった……なんて冗じよう談だんでも縁えんを切られそうな感想は棚たなの奥に仕し舞まって鍵かぎもかけて。実際、マユと何処か比ひ較かくしてる部分があるのは確かなんだよな。例えば、この屋敷における反応の違ちがいとか。

　暗闇にマユを浸ひたすのは成長に悪影えい響きようだと心のＰＴＡが抗こう議ぎしているのでその事態を回かい避ひ出来たことは喜ばしいけど、もしマユが僕と一いつ緒しよに屋敷へ訪れていたら、大おお江え家の人間を余すことなく取り除のぞいただろうな。特に、僕が襲しゆう撃げきされて、安全を積み重ねる為ために地下室に閉じ込めるなんて提案されたら、確実に八年前の二にの舞まいだ。僕がみーくんごっこに従事していたお陰かげで一筋の光明が差した、なんて盆ぼんと正月を鉢はち合あわせた騒さわぎに仕立て上げるわけにもいかないし。

　伏見は、多分反対ぐらいはしただろうけど、後は泣くぐらいで、暴力には頼たよれない。健全と臆おく病びようと合理性が、壁かべを縦横無む尽じんに作成し、伏ふし見みを常識に留とどまらせる。

　その性格を維い持じしていた方が幸福の絶えない暮らしに近づけるだろう。

　マユも伏見も、お互たがいに。私見で身勝手で、独ひとりよがりな言い分ではあるけど。

　地下室から出て、広間へ向かう途と中ちゆうの通路にある一つ目の部屋に到とう着ちやくする。ここは初日に一度覗のぞいてみたが、窮きゆう地ちを脱だつするような道具は見当たらなかった。しかし三日後の今には、屋や敷しき内に一桁けたの数字しか用意されていない貴重な資源、所いわ謂ゆる『人材』が息を潜ひそめているかも知れない。

　礼れい儀ぎは悪いが足でノックし、返事に期待してみることにする。

「………………………………………」

　ふと、蹴けり上げようとしたところで思考の横よこ槍やりが介かい入にゆうし、一時停止。

　軽けい々けいに音を立てていいものだろうか。僕とて、疑いの眼めを閉じきってはいない。覆ふく面めん被かぶった殺人鬼きが斧おのでも片手に現れるのではと、二の足を踏ふみかける。扉とびら付近には三桁の数字も記き載さいされていない為ため、ノーヒントで判断を下さないといけない。

　仮に、中に普ふ通つうの人がいたとして、律りち儀ぎにノックする殺人犯などいないかと単純に納なつ得とくしてくれる人は茜あかねぐらいだ。実体を認にん識しきされない間だけ友好的に振ふる舞まう犯人なら幾いくらでもいるのだろうから。しかも、地下に囚とらわれているはずの僕が声をかければ、無用な混乱を招まねくこと必至。

　足が所在なく振り子運動する。行き先の指定を脳に要求してくる。

　僕は少し悩なやむ素振りをしてみてから、「……よし」と小さく、声を殺して決意した。

　蹴り飛ばすことにした。

　考えてみたら、不意打ちだろうと正々堂々だろうと、今の僕では抵てい抗こうも逃とう亡ぼうも叶かなわない。

　それに来た道といえど安全が保障されるわけでない。ここは、ついでに済ませておくのが時間の有効活用に繫つながりそうだなと結論づけた。

　逃にげてちゃ何も変わらないと偉えらい人や格好良い人が言ってるし。

　しかしそれは何て甘い考えなんだと聞く度たびに思うのも事実だ。

　誰だれかが逃げた間も時間は進む。そしてその人間を必要とせずに物事は終わったり失敗したり、偶たまにぼた餅もちの成功を収めたりする。世の中、常に動いているし、個々の価値は変動する。

　何もしないからって、周囲がそれを待っていてくれるはずもない。

「たりゃっ」爪つま先さきで扉を蹴る。存外に良質な音を奏かなでたので、もう二、三発入れてみる。夜の墓場ではなく小学校での運動会を想起したので、つい三・三・七拍びよう子しを刻んでしまう。しかし、扉は閉まったままで誰も釣つられない。蹴った反動が骨に響ひびき、頰ほおが歪ゆがむ。

　あっという間に、散った静せい寂じやくが闇やみ夜よに巻き戻もどされた。蹴り損だった。

　扉も運動会の思い出はないらしく、軋きしみでリズムを取るといった慰なぐさめの反応も返さない。

　左右を見回すが、人ひと影かげは生まれない。夜の影が蔓まん延えんするだけだった。

　僕が暢のん気きに一ひと眠ねむりしていた間の動向について、説明を誰だれかに請こいたいところだけど。

　隣となりの部屋も同様にノックするが、同一の反応が返ってきた。よって、移動を再開した。

　質の良い絨じゆう毯たんは、雨や雪のように音を吸い込む。ともすれば、自前の足音も搔かき消えそうだった。それは襲しゆう撃げき者の存在を隠かくす意味で都合は悪いが、聞き取りには好都合だった。歩きがてら、限界が訪おとずれるまで雑音である息を停止させて、物音を拾い集めることに専念する。この屋や敷しきはお高級な絨毯が敷しかれているから、かなり近距きよ離りでないと足音は拾えない。ただそれ以外、人がトマトピザに調理される音や人が赤いとろろ汁に擦すり込まれる音や人が中ちゆう華か丼どんの具に炒いためられてとろみをつけられる音など、動作に伴ともなう効果音がないかを探ることは、それほど無む駄だじゃないと思う。僕はキャロットジュースがいいなぁと希望を告げられるから。噓うそだけど。

　この十八年で、人の音の所在を求める生活の二度目が訪れたことを実感しながら集音に励はげむ。……が、無音の時が続きすぎて、そばだてた耳を空気の鳴き声が苛さいなんできた。空くう襲しゆう警報、夕方の児童公園に流れる帰宅を促うながす放送、それと午前零れい時のサイレンなども鼓こ膜まくを揺ゆらさず、屋敷には何の音色もなかった。耳鳴り以外にも何か、特定できない音が紛まぎれているのだけれど、それは呻うめき声ごえのようであったり、女性の小さな歌声のようであったりして要領を得ず、早い話が幻げん聴ちようの類たぐいだった。

「……寂せき寥りようだ」と呟つぶやく声が四方から耳に届きそうなほど、違い和わ館かん（今命名した）は静まりかえっている。全員が音を立てて位置を悟さとられないように細心の注意を払はらっているのか、それとも既すでに脱だつ出しゆつしてしまったのか。この様子では、夜起きたら全ぜん滅めつでしたの可能性も一いつ笑しように付すことが出来ない。最後の一人を誰だれが殺害したか検けん討とうするのが僕の役目だ。面めん倒どうなので噓うそだけど。

「そして誰もいなくなったのか、かまいたちが夜に訪れてるのか……」

　完かん了りよう形か、進行形か。「……ん？」

　呟いてから気付いたけど、まだ全滅じゃない。僕が残っている。つまり、最後に僕が『消える』ことでこの事件は完成する。完了させるのは僕の役目じゃない。

「ま、その場合は奈な月つきさんに任せよう」

　薄うすぼんやりと見える、両脇の壁かべ。後数メートルで、玄げん関かん付近の広間へ出る。そこから食堂へ足を運んで、誰にも遭そう遇ぐうしなかったら僕の部屋にでも戻もどってみるか。

　広間に目を凝こらしても、変わりなく暗夜行路だった。この先に存在するはずの玄関もまだ浮かび上がってこない。野生仕様に移行しつつある目を凝らしても、見えるものは原材料も不確かな有う象ぞう無む象ぞうだけだった。

　何かが、一いつ瞬しゆんにして現れ、瞬またたく間に僅わずかな行動を見せて視界の端はしへ消え去る。身構えようとして、左右の腕うでが『無茶言うな』と痛覚に訴うつたえ出る。仕方なく意識だけ研とぎ澄すまそうと目つきを悪化させ、今の通過した存在が感情に後うしろ盾だてされた幻視であることを見抜ぬく。ただ、そう納なつ得とくはしても、勇み足を踏み出しそうになる。胃は上へ擦こすれ上がるように、違和感を腹部へ植えつける。

　幻げん影えいは、何かを持っていたような形だった。

　その何かは、武器のようだった。

「………………………………………」

　春は、冬より暗くら闇やみの濃のう度どが高い。粘ねばつき、気分をのっぺりと拡かく散さんさせる。そうなると、危険や問題に多く目をつけることは出来るが、一つの物事に対して、精度の高い注意と対応を取ることが難しくなる。浅く広くは、殺人という一点集中型と相性が悪い。

　しかし僕の置かれた立場では、ここで立たち往おう生じようする意味が非常に薄うすい。警けい戒かいごっこの幕は下ろして、さっさと歩き出そう。正直言って、腹が減りすぎて動いていないと飢き餓が感に胃腸を食い破られそうだったので、それに押された形となる。

　一定の速度で通路を進み、広間に到とう着ちやくする。

　広間では、小さな音が規則正しく生活していた。時計の音だ。非人間的な音色が暗夜を反はん響きようする。人間以外は右う往おう左さ往おうせず、危機感も孕はらんでいないようだった。

　むしろ、この屋や敷しきは血ち生なま臭ぐさい香かおりづけが伴ともなって初めて、真価を発はつ揮きしてきている。今、あの大型時計は生き生きと、快活に働き盛りを迎むかえていると勝手に察した。

　時計の下まで歩み寄り、時刻を確かく認にんする。目を凝こらすと、十一に短針が、一と二の間で長針が身の振ふり方かたに悩なやんでいる様子だった。個人的には二を推すい奨しようしておく、噓うそだけど。

　過去に戻れるなら、それも面おも白しろそうではあるし。……そういえば、僕らには時間という概がい念ねんがあるけれど、時計にとっての時間とは何を意味しているんだろうと、こんな時にも関かかわらず不思議に囚とらわれてしまった。その内、時間に余よ裕ゆうが出来たなら一考してみよう。

　縦と、横を見渡わたす。特に人が絨じゆう毯たんに覆おおい重なってはいない。部屋の中央に、刃は物もので貫つらぬかれた死体は見当たらないし、いい加減、景け色しきに変化がないと眠ねむ気けを覚えそうだった。

　ここは深呼吸の出番だな。ついでに発声練習も兼かねておく。

「誰だれかいませんかー？」

　まずは定番の台詞せりふで呼びかけてみた。ミステリーの定番なら、この台詞と共に懐かい中ちゆう電でん灯とうの導く先へ進み、やがて自身の足音に怯おびえを見み出いだすあたりまで恐きよう怖ふが浸しん透とうした頃ころに、電灯の照らす衝しよう撃げき的なものを脳裏に焼きつけてしまうのがお約束だが、惜おしむらくは僕が、女子でないことか。女性の甲かん高だかい悲鳴が事件の幕開けなら、男の悲鳴など梅つ雨ゆ到とう来らいを感じさせる蛙かえるの鳴き声に過ぎない。

　深呼吸しながら、返事を待つ。……終わってしまったのでもう一度吸って、吐はく。……幾いくら待っても山びこさえ返へん却きやくされない。けしからん。

　広間の右端にある階段を利用して上を目指すことにした。伏ふし見みの部屋（といっても、二日目からは僕の部屋に入り浸びたっていたけど）を確かく認にんして、その次は茜あかねでも探してみようと大おお雑ざつ把ぱに考えていた。生きているという条件下なら、大おお江え一族の中ではあの子が一番警けい戒かいしなくて済む。恐怖心を微み塵じんも抱いだいていないからだ。つまり、他者を攻こう撃げきする理由がない。

　死体を含ふくめるなら、当然ながら景けい子こさんが癒いやし系けいの最有力候補……不覚。何ど処こかのそっくりさんと思考が自然に被かぶってしまった。

「まぁ茜あかねも、僕がビスケットかチョコレートでも持ってたら襲おそいかかってきそうだけど」

　あー、腹減った。住んでる虫も鳴く気力を失いつつある。

　広間をまっすぐ進み、通路に入る手前で右へ曲がってから、階段を「きゃうわああああああ！」随ずい分ぶんと年ねん齢れい不相応な叫さけび声ごえだった、と冷静に分ぶん析せき出来たのは、相手の驚きよう愕がくにこちらの不意や唐とう突とつを全すべて飲み込まれたからだろう。

　ただ、冷ひや汗あせは背中を中心に続々出荷中となった。

　階段にかけていた足を踏ふみ外し、二段目で尻しりを打ってからへたり込んだのは坂ばん菜な種たねさんだった。僕は度ど肝ぎもを抜かれたが、菜種さんは腰こしが抜けたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　この台詞せりふのセットメニューに良く用いられる右手差し出しは、発言者の都合により端折はしよる。

　菜種さんは目まぐるしく僕に怯おびえ、床ゆかに突ついた手が絨毯をまさぐるように蠢うごめく。

「あ、あなた、なんで……噓うそ、でしょぉ？」

「……新しん鮮せんな一言ですね。普ふ段だんの生活態度はあからさますぎて、却かえって誰だれも言ってくれないんですよ」

　貴方あなた、そんなの噓でしょう、なんて。

　菜種さんの狼ろう狽ばいは尋じん常じようではない。暗がりの中でも唇くちびるの震ふるえは見て取れるし、足も砂をかけて追い返すように絨じゆう毯たんを滑すべって拒きよ絶ぜつの意を示している。僕は柳やなぎの下の幽ゆう霊れいも目じゃない扱あつかいをされているようだ。

　しかし冷静に考えれば、頭から血どころか中身まで飛び出てそうな流血男（浴衣ゆかた着用）が突然目の前に現れたら驚愕しない方がよっぽど恐おそろしい気がした。よって、菜種さんの反応は非常に正しいことになる。うーむ、僕はいつだって正解じゃない。

「な、なんで貴方が、出てきてるの？」

「僕に銀のスプーンを入手させておいたのは計算外でしたね」

　などと虚きよ栄えいを張る。しかしあの石いし畳だたみをスプーン一丁で破は壊かいできるなら壁かべを取り壊こわして外の空気を吸いに出るよなぁ。ま、噓なのでリアルの追つい及きゆうは無ぶ粋すいだ。

　今の問いかけからすると、やはり、僕は地下に濡ぬれ衣ぎぬで投とう獄ごくされていたわけだな。

「す、スプーン？　え、鍵かぎとか、外せるの？」

　微び妙みように現実的な行動を混ぜて、噓を信じ込む菜種さん。随分と判断力が鈍にぶってるご様子で。

　あなたはもう少し冷静な人だと評価しているんですが。

「、う、無理よ！　だって貴方の、腕うで、」

「そりゃそうです。僕の手は今、骨の橋を壊され一人クローズド・サークル状態ですからね」

　相手が平静に立ち戻もどろうとした瞬しゆん間かんを狙ねらって、意地悪を挿そう入にゆうする。ぶらぶらと、猫ねこ背ぜで両腕うでを垂たれ下げて、菜な種たねさんの眼前で揺ゆらしてみる。風に逆らわない、軒のき下したに吊つるされた干ほし柿がきのようだった。

「それで、僕はどうして地下にオフラインな暮らしを強要されてたんですか？」

　軽く嫌いやみを交えて質問すると、慣れを覚えたのか菜種さんは取り乱しを多少、整理整せい頓とんし、胸に手を当てながら息荒あらめに舌を回す。

「旦だん那な様がその、倒たおれてた貴方あなたを発見して、多数決をお取りになって、その、総意だからと……」

　バツが悪そうに、菜種さんが自身の所せ為いではないことを踏ふまえて説明する。

　リーダー気取りの耕こう造ぞうさんはまた、厄やつ介かいなことを提案したものだな。後十年生き延びれば、不安の花はな咲さか爺じいさんになれる逸いつ材ざいだ。閉へい鎖さ環かん境きようで多数決を利用し出すと、メンバーの対立や派は閥ばつを助長するのに。

　もっとも今回の場合は二つの意味で今いま更さらであるから、大した被ひ害がいは出ないと思うが。

　けど、倒れた僕を発見と表現し、尚なおかつ多数決をのんびり取る。……つまり僕を襲おそったっていうのは屋や敷しきの住人全員が公こう認にんした行こう為いではなかったということかな。

「なるほど。それで、その耕造さん達はどうしてるんです？」

　延々さめざめと続きそうな菜種さんの弁解を打ち切る為ために、話題を変える。

　菜種さんは「ああ、」と裏返った声で反応し、咳せき払ばらいを何度も繰くり返してから、

「皆みなさんでしたら、食堂に集まっています」

　深夜なのに食堂。夜繫つながりでうなぎパイでも黙もく々もくと食していたのかよ、と問い詰つめたいぐらい、物体が厳おごそかに静せい寂じやくを保つ屋敷内であるから人間達の談だん笑しようの一つでも音が響ひびきそうなのに、余よ程ほど皆さん、息を潜ひそめていたのか、喉のどに詰まっていたのか。

「皆さんというと、菜種さん以外は全員？」

「いえあの、桃とう花かお嬢じよう様にぃ、その、潔きよしさんもいらっしゃいませんが……」

「……お嬢様ねぇ」あれがか。

「えっ、え？」キョドる。目をぱちくり。丸っこい体つきと相まって一いつ瞬しゆん、癒いやされかける。

　なんか、反応は十代の娘むすめさんみたいなんだよな、この人。

「ところで、あれから娘さんは見つかりました？」桃花の幽ゆう体たいが僕の舌に取り憑つき、口くち溶どけの良い皮肉を滑なめらかに送る。

「娘さんって、桃花お嬢様のことですよねぇ……音おと沙さ汰たないですけどぉ」

「さいですか。それで潔さんの方は、一人で部屋にでも籠こもってるんですか？」

「あ、いえ、部屋にいなくて、だから探しに行こうと……」

「一人で不用心ですね。耕造さん達も良く許可したものです」

　湯ゆ女なや茜あかねは、食堂からの退室者を気にも留めなかった姿が目に浮かぶようだけど。伏ふし見みは、どうかな。大人しく泣いているだけかも知れない。……どれもこれも生きていたらね。

　菜種さんは俯うつむき、また、絨じゆう毯たんを引っ搔かき出す。確かに、こんな怪あやしい血みどろ男と出会うなんて乙おと女めの貞てい操そうと末永い寿じゆ命みようの危機だわ、などと葛かつ藤とうしている素そ振ぶりは微み塵じんもなかった。

　今回は喉のどの問題、つまり発言を口ごもり、言い出せないもどかしさを抱かかえているようで、時々は僕を見上げたりもする。僕に言い辛づらいことなら、それは当然、その本人に関する悪あつ口こう苦く言げん罵ば詈り雑ぞう言ごん、いずれかなのは明白だろう。

「好き勝手に罵ののしって下さって構いませんよ。慣れてますから、むしろ日常回帰として嬉うれしがります」

　僕は気さくを装よそおってそんなしゃれ、こうべな発言をしてみた。

　もうね、中身スカスカ。

　その発言で安心したのか、あまり関係なく決意したのか。

　やっとのことで、菜な種たねさんが僕を邪じや魔ま者扱あつかいした。

「あ、貴方あなたが地下にいるって、皆みなさん安心してましたからぁ……」

　ああ、なるほどね。僕は現在も尚なお、絶賛疑ぎ惑わく中だったか。

　そして容疑者は今、凶きよう器きを扱えない状態にあるから、会話する余よ裕ゆうぐらいならあると。

「何にせよ、菜種さんが人殺し目的で屋や敷しきを彷徨うろついてなかったから助かりましたよ。武器を握にぎっていたら、出会い頭で僕はイチコロだったでしょうからね」

　なははは、と心中で馬ば鹿か笑いを付け足しながら即そつ興きようの冗じよう談だんを取とり敢あえず発言する。

　笑いは得られなくとも、肩かたの力を抜ぬいて頂こうと試みた。その結果を報告すると、もの凄すごいしかめ面つらをされてしまった。んー、小成功かな。それはそれで、興味深い。

　そして僕の発言をなかったことにして、菜種さんが話し出してしまう。

「それと、貴方のお連れの……」「伏ふし見みですか」「えぇ。あの方は食堂にはお見えになっていません……」

「…………………………そう、ですか」それを先に言えよ。

　この屋敷内の、今の状態で姿が見当たらない動機。

　本命は勿もち論ろん、口にすることも、心に思い浮かべることも無む駄だなほどに分かりきっている。

　大穴が当たっていることでも祈き願がんしておくか。

　……どうやら伏見の動向についても、色々とご教示願う必要がありそうだな。

「お互たがいに積もる話もあるでしょうから、まず食堂へ行きませんか？」

　現状を把は握あくせずに、なりふり構わず駆け巡めぐるほどの熱血要素が僕にあるはずもない。

　まずは、状じよう況きよう整理だ。伏見が死んでも良い気分じゃないけど、僕自身が死し亡ぼうするのは悪い気分でさえ霧む散さんしてしまう。

　情報収集があらかた終しゆう了りようしてから、伏見の捜そう索さくに向かう。そんな順序立てを自身につける。

　殺害されていたら、今からでは最速の救助を施ほどこしても手て遅おくれだ。

　そして生きているなら、遅おそすぎることはない。と、根こん拠きよはなく納なつ得とくしてみた。

「ええ、ああ、はい」と動転しているのを分かり易やすく伝えてから、菜種さんがようやく、階段の手すりを摑つかんで立ち上がる。一度、膝ひざを崩くずしかけながらも、二足歩行は可能のようだ。

「そうです、ね。貴方あなたは食堂で、皆みなさんと一いつ緒しよの方がよろしいです、ねぇ」

　控ひかえめに遠回しに、僕の単独行動を禁止したい旨むねを告げる菜な種たねさん。

　僕が監かん視しの目もなく好き勝手していたら、他ほかの人が自由を失うから、という解かい釈しやくをした。

「食堂なら、一度広間を出ないといけませんね」

　そう口にしながら、僕は身体からだの向きを変えるだけに留とどまる。

　行進の号令がないから、今は足あし踏ぶみの段階で待機する必要がある。噓うそだけど。

「あのぉ、行かないんですか？」

　歩き出さない僕に、斜ななめ後ろで同じく立ち止まっている菜種さんが訝いぶかしがる。

　僕は嫌いやみったらしく、大おお股またで一歩下がって菜種さんと並行の位置に立った。

「並んで歩きましょうか」

　にこりと微笑ほほえんで、威い圧あつをかけた。

　赤の他人に見せる背中は、お互たがい持ち合わせていないでしょう？







　食堂には、人間のむせ返るような臭においと、赤の他人がいっぱいあった。

　なんて一言で表現してみるとまるで、惨ざん殺さつされて赤々しくなった死体が山を成し、その一番上の茜あかねに小さな旗が刺さしてあってお子様（に旗が刺してあるよ）ランチのオムライスが完成していた、などと邪じや推すいしたくなるがそれは深読みが過ぎるというものだぜ。

　食しよく卓たくの上を彩いろどる蠟ろう燭そくの微かすかな灯ともし火びでは、周囲を橙だいだい色にするので精せい一いつ杯ぱいだし。

　三組の視線が、炎ほのおの揺ゆらめきを瞳ひとみに宿しながら僕と菜種さんを捉とらえる。その内容を、一つは腰こし抜ぬける系の反応と、一つは不細工な笑顔と、一つは他人の玩がん具ぐを発見した興味と退たい屈くつの混線した表情と語ることで僕の品評を終しゆう了りようさせて頂こう。

「菜種、お前が、出したのか？」

　奥の椅い子すに座り、腕うでを組んでいた耕こう造ぞうさんが見開き眼まなこの怪かい視線と安直な誤解をぶつけてくる。菜種さんは寒気に襲おそわれたのと勘かん違ちがいしそうな身体の震ふるわせ方をしてから、「違います！」と怒ど鳴なり声で否定した。二人仲良く牽けん制せいしながら現れたことを冷やかされて、照れてるんだなと納なつ得とくしてみた。噓に決まってるだろ。

　耕造さんの慌あわてふためきとは対照的に、湯ゆ女なはゆったりしている。椅子に浅く腰かけて足を伸のばし、紙の束を時々捲めくっている。小説かと思ったが、どうも漫まん画がみたいだ。

「誰だれが開けた？　いやそれに鍵かぎは、部屋に……」

　耕造さんが視線をその他の人に錯さく綜そうさせて、なくし物の在あり処かを追つい及きゆうしている。それを意に介かいさず、茜がてこてこと、ブリキの玩具を参考にしたような角張った歩き方で僕に寄ってきた。

　僕の胸むな元もとでゼンマイが切れて、「にゅは」と挨あい拶さつされたので「はゅに」と返す。どう発音したかは内ない緒しよだ。

　茜あかねは重ね着していたシャツを一枚脱ぬいで、雑ぞう巾きんサイズにまで丸める。そしてそれで、僕の顔を拭ふき始めた。

「うわ、こら、いいって」

　衣服の端はしが口に入るのを防ぎながら、遠えん慮りよの意思を表す。けれど茜は「いーんだよ。ぼく、悪い子だろ」とご機き嫌げんで、僕を磨みがく手を休めない。ハンカチ代わりとはいえ、タオル地でない布切れで強めに擦こすられると痛いうえに、摩ま擦さつ熱が染みる。後退しても追い縋すがり、振ふり解ほどく手は骨足らずなので、甘んじて顔を拭いたり削けずったりされるしかなかった。

「うん。元はあれでも汚きたなくなった」と作業を終えて一歩引き、贔ひい屓きの過ぎる審しん美び眼がんで自分の仕事にだけ好評を下す茜。が、ジト目で材料を睨にらみ出し、たたらを踏ふむ。

「目と鼻が凄すごく邪じや魔まなんだよねー。似合わなすぎー」

「………………………………………」貶けなされてるのか助言されているのか、少し迷った。

　むーむー唸うなって他人の顔の改良案に頭を悩なやませる娘むすめを引き連れ、僕はこの殺さつ戮りくの館で『主人』と称される男と向き合った。……うむ、雰ふん囲い気きは出てるな。誇こ大だい広告ではあるが。

「おい！　近寄るな！」

　誇大広告、飾かざりご主人の大おお江え耕こう造ぞうが僕の接近を制する。ふぅん、両手の使えない僕に、どんな警けい戒かい心を抱いだいているのやら。

「僕が近づくのに反対するひとー」

　意い趣しゆ返がえしに多数決を取ってみた。虚きよを突つかれ、賛成の挙手はない。

「反対一、無効票四みたいですね」

　喋しやべりながらも足を止めなかったので、言い終わるのとほぼ同時にテーブル前へ到とう着ちやくする。

　僕は、俯うつむきがちに睨ねめつけてくる耕造さんの正面に立ち、首を左側がわへ捻ひねって話しかけた。

「説明、よろしく」

　耕造さんを丁重に無視して湯ゆ女なに講演会を求めた。湯女は声の矛ほこ先さきを突つきつけられたことに気付き、「あらあら」と意味なく発言して間を取り、本を閉じる。

　椅い子すに座り直し、足を組む。表情は当然、嚙かみ終えたガムより味気ない笑い顔。

「何について聞くんだい？」酒場の親おや父じみたいな男前口調だった。

「僕が気絶してから、今ここに来るまでの屋や敷しきの動きについて」

「そいつは高くつくぜ」とは別に前置きせず、湯女が唇くちびるを人差し指の先で搔かく。何から話したものか、と思案に耽ふけるようで、眠ねむたげでもある。その間に菜な種たねさんは僕の側そばから離り脱だつし、耕造さん側に寄った椅子を居場所として確保していた。

　湯女が面を上げる。「まず」で一いつ拍ぱく置いてから、

「貴方あなた、気絶した時のことを覚えているの？」

「半分ぐらいは」気絶する前は記き憶おくにあるが、気絶した後の意識はない。当たり前ともいう。

「誰だれに殴なぐられたかまでは、生あい憎にくと忘れてしまったけどね」

　主人公は記き憶おく喪そう失しつに一度ぐらいは陥おちいるのがお約束だから、嘯うそぶいてみた。

「殴られたことまで忘れなかった貴方あなたを褒ほめ称たたえてあげるわ」

「そいつは恐きよう悦えつ至し極ごく。褒ほう美びに誰が僕の頭に人ひと肌はだ山やまを生み出したのか教示してくれると助かる」

「さぁ？　未知に対して知識を披ひ露ろうするのは難しいわね」

　湯ゆ女ながしたり顔ながら、無知であることを晒さらす。確かに全員で計画した襲しゆう撃げきだったら、何も停電という状じよう況きようを演出する必要はない。数で追い込めば至極簡単に事を成せる。つまり僕をぶん殴ったのは、この中の個人、或あるいは複数による独断。

　しかし、またしても酷ひどいたんこぶだ。僕の頭はそんなに叩たたき心地ごこちがいいのだろうか。

　今回を思い返すとあれは、僕を気絶させるのが主目的だったが、別に死んでしまったらそれでも構わない、という殴り方だった。その後の処置も、気絶だけで息があったにも関かかわらず見逃のがしたという愚ぐ行こうのあたりで、そう推すい測そく出来る。

「停電してから、通路で倒たおれていた貴方を第一に発見したのは」そこで言葉を区切り、湯女の目が遠方を険しく見据すえる。「……誰だったかしら、大おお須す観かん音のんちゃん？」

「伏ふし見み柚ゆ々ゆだよ」さも第一発見者を最初に目もく撃げきしたような口くち振ぶりで訂てい正せいを入れる。多分、路線からして合っているだろう。というか、隣となりにいたし。

「そうそう」と湯女は遠い目を解かい除じよして頷うなずき、「騒さわぎを聞きつけた私達が集合した時、あの子は何な故ぜか手帳を振り回しながら錯さく乱らんしていたわ。その時はまだ、潔きよしもいたのだけれど」

　そこで湯女が、菜な種たねさんに流し目を送る。菜種さんはどぎまぎしながら、「そう、です。えと、今は何ど処こにいるか探そうと……」言こと葉ば尻じりを濁にごしながら、僕を見る。こっちとしてはどうでもいい事こと柄がらなので、菜種さんより若い女性の方に注目してしまう。噓うそだけど。

　湯女が説明を続ける。

「そして、そこにいた誰が提案したかしら……」

　具体名をわざとらしくぼやかし、耕こう造ぞうさんを一いち瞥べつしてから、

「貴方を地下室に封ふう印いん再さい度どすることで、屋や敷しきでの危険性は薄うすまるであろう、と」

　まるで予言者の御ご託たくだな。脚きやく色しよくを多分に交えているとは思うけど。それに、再度と来たか。

　面おも白しろいねぇ。

　僕が湯女以外の人の反応を確かめようと顔を巡めぐらせる前に、「なーなー」と茜あかねが浴衣ゆかたの袖そでを引っ張った。「ん？」と軋きしむ骨の痛みに眉まゆをひそめながら茜に向き合うと、

「おねえちゃん、耳の形が悪いね。不合格」

　親指を下に立てて、茜流に空気を読まないで褒めちぎってきた。

「人間、正面だけ見て理解したつもりになってはいけないということさ」と先せん輩ぱいぶってみる。

　そうやって茜との会話を挟はさんでから耕造さん達の顔を覗のぞいても、既すでに反応は隠いん蔽ぺいされていた。袖どころか足まで引っ張る少女である。早死にしない性格だ。

「確か反対が二、中立が二。賛成が二となったけれど、その提案は可決されたわ。内訳は、貴あなたの妄もう想そうにお任せする形で黙もく秘ひします」

　僕の注目を待たず、予あらかじめ録音されていた博物館の沿えん革かくを、定期的に再生するかの如ごとき速度で喋しやべり出す湯ゆ女な。その項こう目もくに付け足される内容は先読み出来たので、言われる前に口にした。

「それに加えての処置として、残っていた腕うでの骨をへし折って地下送り。そういうわけだろ？」

　湯女が失敗作の笑え顔がおで含ふくみ笑わらいを零こぼし、「あ、左腕を折ったのはぼく」と茜あかねが挙手する。つまり、右腕だな。もう片方は誰だれがキットカットしたか当たり前だけど名乗り出なかったので、僕もこの場で言げん及きゆうはしなかった。湯女が常じよう套とう句くめいた解説を再開する頃ころ合あいだったからだ。

　……けど、さっきの比率。反対は伏ふし見みと、もう一人？

「伏見さんとやらは徹てつ頭とう徹てつ尾び反対したけれど、力足らずといったところね。終しまいには自分も地下に入れろと熱く志願していたわ」

「それに他ほかの人が反対したっていうのか？」

　厄やつ介かい払ばらいが纏まとめて行えただろうに。ぐるりと顔を見渡わたしても、それぞれ反応は薄うすい。

　その中で湯女だけが、普ふ段だんとお変わりない態度で答えを捏ねつ造ぞうする。

「一人でも多くの人命を救うのが人道ですもの」

　噓うそだけど、と。いけしゃあしゃあと、淑しゆく女じよを気取ってよくもまぁ。

　他人に実行されて初めて理解する、見透すかされることを前提とした噓で得意気に厚こう顔がん無む恥ちな自分を見せつけられる感覚。

　僕と湯女は、まるで面つらの皮の厚さを競きそっているような間あいだ柄がらだな。

「そして貴方を地下に運んだのは、お父様に命令された菜な種たねと潔きよし」

　湯女の目線がもう一度、菜種さんを舞ぶ台たいに引っ張り出す。

　菜種さんはぺこぺこと、謝っているのか頷うなずいているのか見み極きわめの難しい態度を取る。

「はい、旦だん那な様の言いつけで鍵かぎをかけまして……その後、鍵は、旦那様にお渡わたししたはずなんですが」

　全員が旦那様に注目する。旦那様、狼狽うろたえる。旦那様、言い訳わける。

「確かに俺が自分の部屋に管理していたが……大事なのは誰がそれを盗ぬすんで、鍵を開けたか、だろう」

　旦那様、僕の釈しやく放ほうをダシに矛ほこ先さきを逸そらす。僕としては鍵の管理を厳重にこなされていたら、今頃もまだ地下で眠ねむりこけていたので大助かりなのだが、相手の都合もあるしねぇ。

「えぇと……でもあのぉ、旦那様がちゃんと管理しなかったことも……」

　自信なさげに口ごもり、しかし明確に主人を非難する菜種さん。勿もち論ろん、矮わい小しような精神を品なく輝かがやかせる耕造さんは、使用人の無礼を見過ごさないし見逃のがさない。

「誰も勝手に開けるなんて思うはずないだろう。なんだ、俺に責任があると言いたいのか？」

「そうではないですけどぉ……」と、珍めずらしく愚ぐ痴ちるように、唇くちびるを尖とがらせる菜種さん。

「そうか……だが俺から言えば、鍵かぎを盗ぬすんだ犯人はあの伏ふし見みとかいう娘むすめの次にお前が怪あやしい。何な故ぜ、こいつを地下へ閉じ込めるのに反対した？　懸け想そうでもしているのか？」

　耕こう造ぞうさんの侮ぶ蔑べつとからかいが混じった攻こう撃げきに、菜な種たねさんが如い何かにも『私は潔きよしさんがいいです』といった、いざとなれば僕を貶おとしめてでも反論を辞さないような尖とがった態度を表皮に宿らせる。

　へぇ、菜種さんが反対党だったとは。意外……でもないか。いや別に、感情面は抜ぬきで。

　それはさておきこのまま傍ぼう観かんしていると、二人は手て垢あかで包まれるほど責任のキャッチボールを繰くり返す可能性があるので、湯ゆ女なが早口で場を仕切ることに取りかかる。

「貴方あなたを幽ゆう閉へい後、引き離はなされて嘆なげき悲しむヒロインを放置し、私達は一時的に散開しました」

「散開？」伏見のことは後で質問するとして、まずは気になる語句を検けん索さくする。

　湯女は、苦味が抜け落ちた出だし殻がらの苦笑で自分達の失敗を語った。

「電気系統の修理をお父様が潔に命令して、それと私達も、電でん灯とうが復旧出来ないように破は壊かいされていたらという可能性を考こう慮りよして、灯あかりに使えるものを探しに……貴方という不ふ穏おん分ぶん子しが勇者様の手を借りずに地下深くへ封ふうじられ、緊きん張ちようの糸が緩ゆるんだというところかしら。ついその場の空気も弛し緩かんして、単独行動を取っても良い流れへ傾かたむいてしまったの」

「……おいおい、せめて二人一組で……と思ったけど、そうもいかないか」

　もう、そんなに人がいない。僕と桃とう花かが抜けていたら、残りは六人だ。そして、伏見と行動を共にする奴やつはいないだろうから、実質は奇き数すうの五人か。

　それに、偽いつわりであったとしても初めて具体的に、僕という『犯人』を閉じ込めたわけだからなぁ、気も緩むか。効果の程ほどは、まーちゃんに対するみーくんみたいなものですね。

「暫しばらくして、私達は予あらかじめ取り決めてあった時間に集合場所である食堂に集つどった。けれど、潔と伏見さんは訪おとずれなかった」

　そして、今に至ると。それで、湯女の解説は終しゆう了りようとなる。再生ボタンには手が伸のびない。

「ふぅん……」

　十が一ぐらいの確率で潔さんが既すでに殺害されている場合、容疑者は僕を除のぞいて全員となる。……いや、僕がいつ地上へ出しゆつ没ぼつしたかのアリバイが存在しない以上、結局はまた候補の一人となるわけか。こんなことなら大人しく、蟬せみの真ま似ねをしていれば良かった。噓うそだけど。

　伏見のことさえなければ、それも悪くなかったはずなんだけどね。

「全員が一度離れてから、伏見を見た人はいますか？」

　それがある意味では主題で、目下の難題で、しかし命題ではなかった。

　身近で話を退たい屈くつそうに聞いていた、茜あかねにまず回答を期待する。茜は頰ほおに人差し指を添そえ、ぐるぐると眼球を回して記き憶おくを辿たどってから、「ぼくは部屋でお風ふ呂ろ入って、その後は外出して桃花を探してたけど、いたか分かんない」

「……そっか。桃花は見つかった？」

「ううん、いなかった。何ど処こに隠かくれてるのかなぁ」

　まるで隠かくれんぼの鬼おにが、夕方を過ぎても最後の一人が発見出来ないような、そんな困り方だった。恐おそらくそれが、茜あかねの限界なのだろうと悟さとる。

　次に、菜な種たねさん。唇くちびるは真一文字で、蠟ろう燭そくの火のように、首を左右へ揺ゆらすだけの簡素な否定。耕こう造ぞうさんも大差なく、湯ゆ女なに至っては欠伸あくびだった。隠すという行こう為いの類たぐいに着手する気き概がいのまるでない、小こ馬ば鹿かにした態度。

　それが腐くさった微笑ほほえみを排はい除じよした、自然な大おお江え湯女の振ふる舞まいに思えた。

　……仕方ない、制限があろうとも行動あるのみだ。だけど、その前に。

「最後に一つ質問があるんですよ、耕造さん」

　名指しをして、最後に耕造さんの立場を立てる。

「僕を一体どれぐらいの期間、地下に懲ちよう役えきするつもりだったんですか？」

　残念ながら、貴方あなたに借金した覚えはないんですがね。

　自然と、攻こう撃げき的な尖とがった成分を含めての台詞せりふとなる。腹が減っているので気が立つのは避さけようがない。まだ耕造さんが天ぷらに見えたり茜が寿す司しになったり菜種さんが芸者ガールへ転職していないだけ、幻げん覚かくと現実の区別をつける理性は残っている方だ。

「それは、事件が解決、いや救助が来るまでのつもりだった。殺そうという気は、なかった」

　噓うそだけど。放置して、手と絨じゆう毯たんを汚よごさずに殺害する算段だったでしょうに。

　一ひと欠片かけらの威い厳げんを保とうと、発言から澱よどみをなくそうとする姿勢は伝わってきて、多少は耕造さんに感心する気持ちも芽生えた。そして同時に、疑問符ふ。

　耕造さんが言う、『事件』の解決とは何か。

　この屋や敷しきで、事件なんか、一いつ貫かんして何もないと僕は捉とらえていたのだが。

　ただ不燃物な問題が多すぎて、頭が痛くなってくるのは事実だけど。

「分かりました。ご丁てい寧ねいな説明、痛み入ります」

　理解の言葉を大声で食堂に反はん響きようさせ、過去回想の終しゆう了りようの意も同時に伝える。

　さて、じゃあ『事件』の前に『問題』の一つを解決しようか。

「では、これからの話をしていいでしょうか？」

　本題を切り出す。瞬まばたき三回、鼻の啜すすりを二回行う時間を取っても、異論を挟はさむ口は現れない。

　いつの間にか場の主導権を掌しよう握あくしているようで、しかし何も達成感はない。

「僕が伏ふし見みを探しに一人で出歩いたら、色々と不都合があるでしょう。ですから、一いつ緒しよに行動して潔きよしさんや桃とう花かを探しませんか？」

　ざわめくほど人がいない所せ為いか、逆に食卓は静まりかえる。

　ただ、賛成の声があがるのに、意外にもそれほどの時間は必要なかった。

「ぼくはいいけど。すげー暇ひまだもん、桃花いないし」

　茜が挙手して、僕の意見に所属する。血けつ粉ぷんの多量にカラーリングされたシャツを躊躇ためらいなく着直したが、赤と鼠ねずみ色の組み合わせを見下ろして渋しぶい顔になっている。

「あのぉ、私も潔きよしさんを探す、ついででよろしかったら……」

　おずおずと、菜な種たねさんも賛同する。これで過半数だ。

　視線は、自然と耕こう造ぞうさん、そして湯ゆ女なに注がれる。それに対し、ヘタレはバツが悪そうに渋しぶり、魔ま女じよは薄うすい唇くちびるを、本領発はつ揮きと言わんばかりに美しく歪ゆがめる。

「お父様、私と二人きりでこの場に腰こしを落ち着かせますか？」

　湯女が人格の欠けた笑え顔がおで、選せん択たく肢しのない質問を性しよう悪わるに提示する。今の屋や敷しきで二人きりになれるほど、耕造さんに度胸がないと知ったうえで、決断を早めさせる為ために。

　何せ、死亡が確定した人間以外は容疑者に捉とらえていそうな人だからな。そういえばあの死体、今日は観察し忘れていた。もう夜も遅おそい、明日に回すか。

　屋敷内の年長者は喉のどを鳴らしながらも、一人より皆みなを求めた。

　ある意味、状じよう況きようと境きよう遇ぐうさえ置き換かえれば感動路線まっしぐらなのに。

「……分かった。みんなで探そう」

　そう宣言してようやく立ち上がった腰こしは、いかにも軽そうだけど。

　あの、恐きよう怖ふの重圧に憔しよう悴すいして、頰ほおのこけた顔つき。

　心の重い人は、大変だな。







　食堂を出る順番として、先頭は僕、その隣となりに湯女。好き勝手に放ほう浪ろうするのは茜あかねで、最さい後こう尾びに耕造さんと菜種さんが追つい随ずいした。心理状態の明快な構図だった。

　通路で、僕は湯女と小声で会話する。

「情報提供したうえに、助け船まで出してくれるとはね。生しよう類るい憐あわれみの令でも流は行やってるのか？」

「ワタクシ、笹ささの船で遊ぶのが好きだったものでして」

　ほほほ、と作り笑いで余よ裕ゆう綽しやく々しやくな湯女。口元を扇せん子す代わりに漫まん画が本で覆おおい隠かくし、緊きん張ちよう感の欠か片けらも外で放はなし飼がいにはしない。

　……うぅん。まぁ、今聞いておくか。大した問題じゃないんだけど。

「あのさ、全くの直感で申し訳ないんだけど」

「何かしら？」

「地下室の鍵かぎを開けたの、きみ？」

　伏ふし見みに鍵を預けるわけがないことから、消去法で選んでみた。

　湯女は、瞼まぶたを柔やわく閉じてから一いつ笑しようする。嘲ちよう笑しように近い、唇の吊つり上がり。

「面おも白しろくなりそうなものを見つけたから。それを化学反応させるには、貴方あなたの成分が必要なの」

　がらくた笑顔で、歪わい曲きよくした肯こう定ていと、その動機を継つぎ接はぎに語った。

「貴方が何を引ひき際ぎわにするのか、楽しみにしているわ」







　それから二階に上がると、伏ふし見み自体は容易たやすく見つかった。

　ただしその所在は、扉とびら越ごしでしか安否を確かく認にん出来ない、危あやういものだったけど。

　階段を上がって、左手に回り込んで、何度か右折して。通路に三つ続く部屋の真ん中に、彼女は閉じ込められていた。

　鍵かぎは確かめるまでもなく、かけられている。伏見は、扉を内側がわから叩たたき続けて存在を主張していた。それで、すぐに居場所を選定出来たわけだが。

「伏見」

　僕が声をかけて、扉叩きに伴ともなう殴おう打だの音は失われる。長々とした溜ため息いきを吐つき、精根が尽つき果てたことで床ゆかに座り込んだのか、声が下方から響ひびくようになる。

「来て、くれたの？」

「ああ……怪け我がとかは、ないんだな？」

　思案の為ための時間稼かせぎに、愚ぐ問もんを投げかける。

「だいじょぶ、だけど……」

　がらがらな涙なみだ声ごえのその続きは、僕が誰だれかに尋たずねたい言葉だった。

「どうしよう？」

「そこなんだよ……それだけが、難しいんだ」

　どうすればいいのか。

　ああ、これが湯ゆ女なの言っていた『面おも白しろくなりそうなもの』か。あいつ、伏見の現げん況きようを見て見ぬふりしたわけだな。

　他ほかの連中も部屋の前まで来てはいたけど、遠巻きに事の成り行きを観劇するだけで、手を貸そうと友好的な態度を取る者は皆かい無むだった。湯女は茜あかねの口を塞ふさぎながら抱だきつくようにして、空気の読めない行動を制限している。

　邪じや魔まはしないが助けもしない態度だった。それでもまだ、感謝すべき方か。

「鍵を、誰がかけたんですか？」

　かけたには理由がありそれを開けるのは都合が悪いのだから名乗り出るはずがないと分かりきっているのに、僕は足あ搔がかざるを得ない。

「どうなんです、菜な種たねさん」

「え、ですね、私に聞かれても……」

「耕こう造ぞうさん？」

「分からない……もう、本当に、何がどうなっているのか……」

　大人はもごついたり目線を逸そらしたり、嘆なげいてみたりと多た忙ぼうらしい。

　うっすらと、悲しいぐらい似合いもしない笑え顔がおの湯女は、茜のお守りに従事している。

　不毛な会話にはそれ以上関かかわらず、また扉と向き合う。この部屋の鍵……そうか、使用されていないんだ。伏ふし見みは二日目以降、僕が借りていた部屋に出入りしていたし、行動も共にしていたから、借り主本人でさえ鍵かぎの在あり処かに細心の注意を払はらう必要が生じなかった。

「誰だれに閉じ込められたんだ？」

　また馬ば鹿かな質問の矛ほこ先さきを伏見に向ける。

「分がんない……廊ろう下が歩いでだら、突づぎ飛どばざれで鍵がげられで……」

　伏見の声調で小声になると、ほとんどの文字に濁だく点てんがついたように耳に届く。恐こわがりがよく独ひとりで暗中を歩けたな。……そういえばこの通路の突つき当たりを右折すると、耕こう造ぞうさんの部屋があった。……ひょっとして、伏見は地下室の鍵を窃せつ盗とうしようと試みていた？

「どうする……」

　濁にごった嗚お咽えつが扉から漏もれ出して、呟つぶやく。

　考えが纏まとまらない。煮に立たつ思考は、下流へ流れて胃を焼け爛ただれさせるだけだ。

　大体、澄すんだ心境で状態を整理整せい頓とんすれば、絶望しか純化されないことは明白だろうが。

　空気読め、馬鹿。

　開けられない出られない逃にげ出せないこの状じよう況きよう。放置すれば、当然、中の人間は餓が死しする。のたうって、世を呪のろって、飢き餓がに気をやって。そして、誰もいなくなる。残されたのは、伏見柚ゆ々ゆの抜ぬけきった骨と、皮だけ。……全部、部屋の外にいる僕らにも当て嵌はまるな。

　ただ憂うれうのは、この部屋の鍵を誰かが隠かくし持っている場合と、肉体はともかくとして、伏見の正常な精神の均きん衡こうに弊へい害がいありか。こいつ、僕がこのまま部屋の前から去ったら、見捨てられたと解かい釈しやくしかねない。そうなったら、お互たがいの神経に蓮れん根こんの穴でも空きそうだ。

「……どうする」

　扉とびらをぶっ壊こわす。確かに全員で体重や腕わん力りよく、そして道具に物を言わせれば取り壊すことは不可能じゃないだろう。

　だけど、ここに集つどう連中で伏見を救出しようなんて偽ぎ善ぜんでも言い出す輩やからはいない。

　むしろ一人、容疑者の候補が削さく減げんされれば大歓かん迎げい、だろう。

　ついでに居い候そうろうも、一人旅立てば御おんの字じ。

　少なくとも耕造さんと菜な種たねさんは、そんな顔をしている。

　そして、僕は単独では今、あやとりも出来ない壮そう絶ぜつな不器用と成り下がっている。

　これが自然と修復されるほどの、時間の余よ裕ゆうもない。

　……自分は不ふ甲が斐いない、他人は利用出来ない。

　だとするなら、

　僕は、見殺しという形の殺人犯に、ならざるを得ないってわけか？

「………………………………………」

　額が、扉に自分を打ちつける。

　やばい、いい加減、反動が来たみたいだ。

　しかも、何だか新しん鮮せんな方向に。

　ぷつっと、前頭葉に来た。

「……僕は、人殺しじゃない」

　本当に何の自じ慢まんでも誇ほこりでもないが、人を殺したことだけは、こんな人生でありながらただの一度もない。

　ずっと、壊こわしてきただけだ。

　僕の所せ為いで間接的に壊れたわけじゃなくて、僕の手で直接壊したものばかりが、過去を築き上げて未来を形作ってきた。

　人を殺すより、壊した人間と平気な顔して付き合ってる方がよっぽど罪なのに。

　罪悪感が死を紡つむぎ上げていくのに。

　僕は平気で生きているし、これからも、人を壊していく。

　マユだって、僕の壊しているものの一つだ。

　みーくんがまーちゃんの側そばにいなければ、内面は、掘ほり起こされない。

　取とり繕つくろいは、壊されずに保たれるのに。

　何て皮肉な親おや譲ゆずり。

　僕の触ふれ合あいは、いつの間にか壊し合いになっていた。

　僕は女の子とバカップルだの何だの言うけど、あれさえも破は壊かい行動だ。

　相手が必ひつ須すになって、相手が自分の延長となって、相手が自分の意志に従うものとなって。

　緩ゆるやかに微笑ほほえましくお互たがいを自壊させる為ための交流。

　気負わず全すべてを損壊させることは、得意と勘かん違ちがいするほど慣習に、義務となっていた。

　……だけど、そんな僕だからこそ。

　たった一つの使い道が、いとも簡単に指し示されている。

「……丁度良いさ」

　今回も、それの一部に巻き込んでやる。

　壊れている部分はとっくに自覚している。

　そして今いま更さら、直せるとも思っていない。

　それならば、前向きに、壊かい滅めつする。

　そう決めてしまったなら、衝しよう動どうは出しきるに限る。

　ここはその場の勢いで伏ふし見みを助ける場面なのだ。

　無数に用意された、妥だ協きようと自己擁よう護ごの引ひき際ぎわを選び取るわけにはいかない。

　大おお江え湯ゆ女な、誰だれがお前を楽しませてやるものか。

　自分は明日になったら伏見を助けるかどうかなんて分からない、そんな人間だと熟じゆく知ちしているから。

　だから、今、破壊する。

「伏ふし見み、扉とびらから離はなれてくれ」

　扉越ごしに指示を出す。伏見の泣き声が消音になったので、付け加える。

「扉の直線上には立たず、部屋の隅すみにでもジッとしていてくれ」

　ガタガタ震ふるえる必要は別にない、が強制されずとも自然に行っているかも。

「あの、ねぇ……」「ん？」

「腕うでは、大だい丈じよう夫ぶ？」

　虫に食い散らかされた柱のような、朴ぼく訥とつとした声で他人の身体からだの安否を心配する伏見。

　流石さすがに、骨折して『やあ！　ぼく、腕折れマン！』と構えられる奴やつはいないと信じたい。

　対象が僕であるという要素を加味しても、痛いものは痛い。

　ったく、こんな時でも抜ぬけているうえに、いい奴やつめ。

「ああ、大丈夫」

　全部大丈夫。

「本当？」

「当たり前である」

　僕が噓うそつくと思うかい？　という虚きよ言げんに自作自演の笑みを零こぼして。

「だから、僕がどうにかする」

　この手で、実用的なクラッカーを鳴らしてやる。

「……任せた」

　任せられた。いよし。

　僕は向き直る。開き直る。生き直る。

「拳けん銃じゆうをよこせ。早く」

　僕は、扉から一番距きよ離りを取っていた坂ばん菜な種たねに向けて、手て頃ごろな凶きよう器きの譲じよう渡とを要求した。

　手を差し出さず、足を踏ふみ出さず、ただ言葉と目で。

　全員の視線が、菜種さんと僕の中間に集つどう。菜種さんの視線さえ、僕を中心に捉とらえてはいない。不意打ちに戸と惑まどい、咄とつ嗟さに笑えみを浮かべようとするが、工程の途と中ちゆうで作業は難航していた。

「鍵かぎは持っていなくても、拳銃は手放さないはずだ」

　かけた後がある鍵と違ちがって、銃は手放していては、咄嗟の事態に使えないからな。

　そしてその所持者が菜種さんであることは、僕は『事件』とやらが始まって二日目で目星がついていた。

「なんのことで、」「早くしろと、言っている」

　啞あ然ぜんとして、歯並びの悪さと黄色い舌を衆目に晒さらしている耕こう造ぞうさんの横を通過し、歩み寄る。菜種さんの取り繕つくろった笑顔を、引き剝はがす。

　後ろに向けて前進する菜種さんを、壁かべ際ぎわへ追いつめる。目と鼻の先、足の出番はそこまで。

　後は腕を、腕を腕を腕を！　振ふり上げる！　振り上げろ！　損傷なんか無視していい！

「がっ！」と息を吐はかせ、菜な種たねさんの首を摑つかむ。浴衣ゆかたの生き地じが患かん部ぶに擦こすれるだけで意識が遠のきかけるけど、小指のマユ糸が投と網あみを駆く使しして逃のがさない。次は左手を上げる！　上がる、上がられる、上がりきる！　壊かい滅めつの音がした。血管がぶちぶちなるのと、筋肉がぐじぐじなるのが伝わる。それは後に回すとして、菜種さんを探って、文字通り骨肉の争いを内部で繰くり広げて生理的な涙なみだが流れて、けどほーら、あった。

　服の内側がわに隠かくしながら常備していた、古めかしいリボルバー式の拳けん銃じゆうが。

　この館の主人が戯たわむれに購こう入にゆうし、そして児じ戯ぎに使用される分相応の立場を弁わきまえた玩がん具ぐ。

　弾たまは、依い然ぜん変わりなく三発か。……まぁ、それもそうか。発射音を消すことは出来ないし、菜種さんが所持していた最大の理由は攻こう撃げきではなく、自衛の為ためだ。殺人目的は、他ほかの手法で補えばいい。

　持っていれば咄とつ嗟さに撃うてるし、いつ何なん時どきも撃たれない。

　これで菜種さんに用はない。首を解放し、床ゆかに寝ね転がって噎むせる菜種さんを放置して、右手に拳銃を引っかける作業を行う。終わったら、両腕うでを一時垂たれ下げる。少しは休きゆう憩けいを挟はさまないと、腕が千切れるか骨が肌はだから飛び出して青春を謳おう歌かしそうだった。

「おい菜種が何な故ぜ拳銃を、つまり犯人が、それでお前が、いや今、どうする気、だ」

　呆あつ気けに未いまだ精神を半分ほど飲まれたままの耕こう造ぞうさんが、舌をもつれさせて情報化社会に頭を混乱させながら退く。

　そりゃ、射撃するんですよ。

　ああ、ひょっとして人をバキュンバキュンするとか早合点の愚ぐ考こうを先見して夢想してるのか。

　勘かん弁べんしてほしい。

　だから何度も口を酸すっぱくして心の中で言っているでしょう？

　僕の手にとって人は殺されるものじゃなくて、壊こわされるものだって。

　残念無念だけど拳銃じゃあ、不器用な僕は人を壊せない。

　……ああ、何度もっていうところは噓うそだけど。

「引き籠こもってないで偶たまには映画館にでも足を運んでください」

　探たん偵てい、マフィア、スパイに特とく殊しゆ工作員。彼らの拳銃と、堅けん牢ろうな扉とびら。

　組み合わされば、やるべきことは一つ。

　この屋や敷しきの玄げん関かんほど大がかりなものは無理でも、目の前の四角い板っきれぐらいなら。

「銃じゆう弾だんでドアノブと鍵かぎをぶっ壊すんですよ」

　撃鉄は、足の親指で引き下ろした。安全装置は元からない。この屋敷に適応したように。

　骨は一度動かすと、多少は融ゆう通ずうが利きくようになっていた。錬れん磨ました注意を肩かただけに集つどわせれば、こめかみが千切れそうな感覚と共に腕わん部ぶが仮蘇そ生せいする。肘ひじが壊こわれているので曲線を失った動作ではあるけど、右腕を水平より若じやつ干かん高度を下げて、銃身の狙ねらいを定めた。ただそれも一いつ瞬しゆんで、すぐに上下左右と落ち着きのなさを露ろ呈ていする。

　右手だけでは、安定の持続は望めない。

　だけど左腕うではどれだけ決意を高ぶらせようと呼応せず、垂たれ下がっている。どうも、先さき程ほどの首くび絞じめで精も根も使い果たし、死体となってしまったようだ。ここは救きゆう援えんを諦あきらめ、片手撃うちで対処するしか選せん択たくの余地がなかった。

　そうすると、新たなる問題が引き起こされる。引き金が引けない。骨もなければ空腹が過ぎてカルシウムも不足している。よって、人差し指を操あやつる力が不足する。力を僅わずかに込めるだけで微び震しんする身体からだと、滲にじむ冷ひや汗あせ。金属が内部まで押し寄せたように、身体の節々が冷たい。引っかかっていた指が滑すべり、引き金から外れた。……落ち着け。

　ゆっくりと、肩かたの力を抜ぬく。力押しで駄だ目めなら、精神を上乗せする他ほかない。

　根性も必中も魂たましいも閃ひらめきも熱血もないけれど、

「せーいしんしゅーちゅー」

　肩で操るイメージを忘れるな、想像しろ、思い込め、催さい眠みんにかかれ。

　名めい刺しで割わり箸ばしを叩たたき切る時を、思い出せ。

「……せーの、」

　為なせば成る為せば成る為せば成る為さなくとも何事も成されてきた人生のツケをここで支払はらえ「為せば成る為せば為せば成る！」

　人差し指が、引き金を巻き込んで、歪わい曲きよくする。

　そして、運動会の百メートル走で始まりを告げる空くう砲ほうに、実体が伴ともなった発射音。

　間近で耳にした銃じゆう声せいは、予想していたより腹に響ひびく重さがあった。

　逆に肩から先が銃じゆう弾だんの雨に晒さらされたのかと勘かん繰ぐるほどの衝しよう撃げきに見舞まわれる。

　ドアノブの右部分を掠かすめながら扉とびらを貫かん通つうし、金属の焦こげた臭においと派手に木目を抉えぐることで、銃弾が仕事を勤め上げた証あかしを立てる。撃った反動で悲鳴をあげてのたうっている僕より優秀かつ優美なのは誰だれもが認めるところであろう。

　口から「♯＆[image: いんようふ][image: いんようふ]」や[image: ][image: にじゅういんようふ]～＋」｝」など珍ちん妙みような言語は溢あふれ出しているが、過か剰じよう供給で価値などない。気にせず休きゆう憩けいは終しゆう了りようだ。また起き上がって撃つ準備に取りかかる。二発、三発と連発するのに手間取って客をしらけさせるようでは、同じく火薬を利用する花火職人に鼻で笑われるというものだ。撃鉄下ろして、構えて、涙なみだは拭ぬぐわず、

「もーくーげーきー、」

　ドキュンよりは笑ってるセールスマン寄りで、間ま違ちがってもズキュゥゥゥンではなかった。

　二発目は人差し指も楽しむ余よ裕ゆうが出てきたのか、[image: ]♯♯％＆」意外に障害なく発射された。しかし、狙ねらいが不完全で「＝～＝～＝＋」一発目と似た位置を通過してしまった。「％＆（）（＆＄＄＆（））」殺すぞ黙だまれ、内部までしっかり破損させないと、開けゴマには至らない。どうもこの二発目は無駄撃ちと今のところは世間に評価されそうだな。

　立ち上がって踵かかと落としを決めると、根本から容易たやすくドアノブはへし折れた。落下音は絨じゆう毯たんの食事となる。それから中を覗のぞき込んで壊こわれ度合いを確かく認にんすると、鍵かぎ穴あなの差し込み部分は破は壊かいできたが、回転軸じくがまだ残っている。この日本人気質な仕事バカをリストラしないことには、春休みを無む駄だ遣づかいする羽目になるから僕も伏ふし見みも必死だった。いかにも噓うそだけど。

　銃じゆう身しんを鍵の代わりに穴へ突つっ込む。後は、銃刀法違い反はんに指先一つで反はん抗こうするだけ。

　振ふり返ればこの屋や敷しきで、拳けん銃じゆうを発はつ砲ぽうしたのは僕が最多回数タイを誇ほこることになる。

　しかし、他ほかの人が人間を仕留めたのに対し、こちらは三発撃ってドアノブ一個。

　それが、僕の限界だった。

「………………………………………」前振りが思いつかなかったので、無言で第三射。

　今までで一番嫌いやな音がした。それは金属のぶつかり合いによるものではなく、嫌けん悪お感を抱いだく音の大部分は、僕が痛覚に耐たえうる為ための儀ぎ式しきとして「ぐぎゃああああああ！」と左手を使って手当も出来ず、垂たれ下げた右腕うでに向かって絶ぜつ叫きようしているのである。

　今回の悲鳴が最も生々しく、具体的にみっともなかった。無意識に恥はじらいを隠かくす余よ裕ゆうもなかったらしい。尻しり餅もちをつき、当分は起き上がることも、寝ね転ぶこともせず安静を保ちたかった。

　最後の一発は余分か、或あるいは致ち命めい的だったかも知れない。

　周囲を切れ切れの注意力で見渡わたすと、耕こう造ぞうさんは泡あわでも吹ふいて卒そつ倒とうしそうに耳を押さえている。銃声に対応しきれなかったのだろう。菜な種たねさんは僕と耕造さんの中間に位置する程度の苦しみようで、喉のどを押さえていた。まだ完全な二足歩行には復帰せず、片かた膝ひざを突ついている。

　茜あかねの視線は、弾たまを撃ち尽つくした拳銃に向けられ、その上抗こう議ぎめいている。こいつに発射を依い頼らいすれば良かったのか、と後になって安易な解決策を思いついてしまった。

　僕の手から独ひとり立だちした拳銃は壁かべに跳はね返り、結局、手元にＵターンしてきていた。ういやつではあるが、拾って胸に抱かかえることも既すでに不可能だった。右腕の患かん部ぶが膨ふくれ上がり、おめでたを訴うつたえている。妊にん娠しん三ヶ月といったところだ。馬ば鹿か食ぐいとかはしてないのになぁと異議が芽生えかけたけど、まあ、腕に関しては触しよつ覚かくが担当しているので、僕の管かん轄かつ外だ。口を出すほどの問題じゃない。

　今はそれより何より、痛覚に感化されて泣き通しの眼球を処理したかった。

「ひ、っひ、っふー。ひっ、ひっ、ひっ、ふぅ……」

　噓だけど。全力で出産を支し援えんしているではないか、切り返して噓だけど。

　音量調節が可能となるまで職場復帰してから、ようやく中の人に仕事を依頼する。

「伏ふし見み！　開けてみて、くれ」

　これで駄目なら、枕まくら元もとに化けて出てくれ。あ、でもマユに気付かれないようによろしく。

　扉とびらの動向を皆みなが固かた唾ずを飲んで見守っている……何な故ぜに。耕造さんとか、他ほかにやることはないのだろうか。菜種さんも、咳せき込みながら扉を睨にらんでるし。不思議だ。

　内側がわで、ドアノブに手をかける音がした。そして引っかかりながらも、扉は正規外の鍵の外し方にも応こたえ、開け放たれる。中から現れたのは、若い女の子だった。

　百年の眠ねむりから今解き放たれ、という状じよう況きよう設定でも通じそうな、憔しよう悴すいし、栄養失調中の伏ふし見み柚ゆ々ゆが扉とびらに身体からだを擦こすりつけ、支えとしながら、通路へ生せい還かんを果たす。

　改めて眺ながめると、やつれてほつれて、健全と善良の塊かたまりが傷だらけとなっていた。

　伏見は千ち鳥どり足あしで寄ってくる。裸足はだしで服も薄うす汚よごれ、火事場から避ひ難なんした様相に一いつ瞬しゆん見えた。僕の前でつんのめるようにして屈かがみ、派手にぐずる。

「うあ、あ……こわっ、か……しんじゃ……」

　あーもう、この子ったら人見知りするんだから……とか冗じよう談だんめいてないで、何とかしないと。アフターケアも仕事の内だ。

　あーっと、マニュアルな対応として女の子が泣いてる時は……、

「少し寝ね坊ぼうして、来るのが遅おくれた。済まん」

　取とり敢あえず、謝っておいた。過去の経験から照らし合わせると、自然そうなる。長なが瀬せとの待ち合わせに遅れた時、『ヒーローは遅れて現れるものなのです』と言い訳したら本気で引かれたのも、今となっては良い肥やしだ。もっともこのやり取り、僕らの仲が更さらに爛らん熟じゆくして腐くさり落ちる寸前では『じゃー私が透とおるのヒロインッスね、きゃー』なんて返事だったけど。

　伏見が頷うなずいたり首を横に振ふったり顔面を両手で押さえたりと、多た彩さいな反応を見せる。涙なみだと表情筋の活かつ躍やくで瓦が解かいした顔を大変気に入り、つい僕は自制を振り切ってしまった。

「なまはげとパン食い競走して伝承に残れそうな顔になってるな」

　果たして唇くちびると脳味噌、どちらが裁かれるべきなのか。四し肢しが万全なら親指まで立ち、判決は更さらに混迷と化しただろう。

「なま……ぐに、」ひくひくと、しゃくり上げる伏見。

　三秒後の未来が垣かい間ま見みえたので、防ぼう空くう壕ごうにでも駆かけ込みたかった。

「なまはげとは褒ほめ言こと葉ばの一種であることに疑いはなく今し方の用法においても、」

「うあー！　お前ばかかー！」ボカボカと僕の鎖さ骨こつを叩たたいて折せつ檻かんしてくる。舌を連続で嚙かんだ。

「ごめんすいません申し訳ありません」と平ひら謝あやまりしつつ、同時並行として血の味が普ふ段だんの数倍、生なま臭ぐさいと感じる食しよく糧りよう事情を憂うれえてみたりもする。

　照れが極きわまったのか、伏見が表情を覗のぞかれないように腰こしに抱だきついてきた。腕うでを巻き込まないあたり、良心的な行こう為いといえる。これがマユだったら、遠えん慮りよと考慮のない抱ほう擁ようとなって、僕はその激げき烈れつな感情表現に失神を余よ儀ぎなくされただろう。

　ざっと、伏見の外装を見渡わたして不備がないかを点検する。

「……うむ、無事っぽいな。良かった良かった」弾たまに当たってなくて。

　柄がらにもなく熱血バカ一代な行動を取って、その相手がお前だったからそこが心配だった。

「ぼくも撃うちたかったのにー」

　湯ゆ女なの口くち塞ふさぎを解かい除じよされ、言論の自由を取り戻もどした茜あかねがぶー垂たれる。膨ふくれ面つらでとことこ歩き、僕の側そばに転がっていた拳けん銃じゆうを拾い上げた。

「ね、おかーさん。弾たまはもうないの？」

　茜あかねが拳けん銃じゆうを渡わたしながら、父に夜祭りの射的ゲームをねだった。耕こう造ぞうさんは空の弾だん倉そうを確かめてから「いや、ない」と娘むすめの甘えを上うわの空そらに否定する。それは良かった、これで屋や敷しきに銃器はない。残った凶きよう器きは鈍どん器きと刃は物ものぐらいだ。ああ、自動凶器こと人間がまだ多数健在か。

「菜な種たねが拳銃……三発だったから、撃うってはいないが、菜種が？　まさか、桃とう花かも……それに潔きよしは？　景けい子こも、貴たか弘ひろも……菜種が、殺したのか？」

　譫うわ言ごとのように、放心気味な設問を呟つぶやく耕造さん。

　一通り苦しんでから復帰した菜種さんは棒立ちで、唇くちびるを半開きのまま、雇やとい主ぬしである耕造さんの悩なやみ相そう談だんにも乗らない。僕も伏ふし見みの相手が忙いそがしいので、答えは先送りにする。

　伏見は泣き伏ふせて、嫌けん悪おする地声を漏もらさないよう努めているので、泣きつかれている僕の方は少し退たい屈くつだったりする。

　首だけ振ふり返ると、湯ゆ女なと目が合った。テレビ番組で、動物の奇き異いな生態や行動が取り上げられているのを頰ほお杖づえ突つきながら暇ひま潰つぶしに観賞している眼まな差ざしと態度。

　冬の死体のように乾かわいている。

　僕が偽ぎ善ぜん少年だった所せ為いか、素す面めんを隠かくしきれなかったようだ。

　どれだけ無む惨ざんで最低な言い訳で自分を懐かい柔じゆうして、伏見を見殺しにするのかを楽しみにしていたのに、とんだ期待外れだったろう。

　似合いもしないにこにこ顔は、僕が奈な月つきさんの真ま似ねに励はげむような、稚ち戯ぎに過ぎない。

「どうだった？　気分はちゃんと害せた？」

　僕の躾しつけがなっていない嫌いやみにも、鼻を鳴らすだけで精神は崩くずさない。耕造さんとは違ちがう。

　拳銃を玩具おもちやに出来ないと知ってご機嫌斜ななめな茜が、湯女に構ってもらおうと近寄る。湯女は僕への興を削そぎ捨て、柔やわらかいが笑え顔がおのない表情で茜を受け入れる。

　マユと対面する時の僕を、見せられているようだった。

「あの、皆みなさん」と大おお江え家の人々に呼びかける。

　身体からだ中の血が岩がん盤ばん浴よくで流出したみたいに清すが々すがしい。

　こんな時は、口から入浴剤ざい（原料不明の青色）ぐらい出せないかと挑ちよう戦せんしてみるべきだ。

「止とめないで下さって、ご協力ありがとうございました」

　恭うやうやしさなしに、首を垂たれ下げる。そりゃあ、拳銃を構えて発はつ砲ぽうの意志を隠さない殺人の容疑者に、遠巻きの群衆から抜ぬきん出て関かかわろうと思い立つわけもないだろうけどね。

　愉ゆ悦えつと同伴した不安定感を楽しむ。

　全身を疲ひ労ろうの形で労いたわる、高こう揚よう感と達成感。

　ヒロインを救って、僕は満まん身しん創そう痍いに引きつった笑顔を浮かべて。

　周囲も微び妙みようにざわついて、幕切れとしては最高だった。

　けど、実はまだほとんど解決していない。

　菜な種たねさんが一人、僕らと離はなれた位置に佇たたずんでいる。

　逃にげる場所がないことを解しているが故ゆえの、無む抵てい抗こうな直立。

　その目は、僕を憐あわれんでいるように見下ろし、同時に諦てい念ねんを脇わきに添そえていた。

　……つまり、このお話は、もうちっとだけ続くんじゃ。
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　自分の寝ね言ごとで目が覚めるのは、これが初めてだった。

　食堂の椅い子すに腰こしかけて、他ほかの人が沈ちん痛つうな表情しているのを静観していたら、ついうたた寝ねに陥おちいっていたらしい。微かすかな蠟ろう燭そくの灯あかりも、目で追っていると睡すい眠みん導入に一役買った。

「……なんで、岩にせかるるとか詠うたってたんだろう」

　小学校で百人一首クラブに在ざい籍せきしていた影えい響きようかな。別に噓うそじゃなかったりする。目を擦こすって伸のびをして、冷水で洗顔したい早朝気分だけど、どれ一つ許されない体調であることを、ようやく現実と心が接続されて思い出す。そして今は深夜だった。

『起きた』「はてな」

　にゅっと、横から手帳が突つき出てきた。お、伏ふし見みの手帳語だ。何だか、懐かい古こが去来するよ。事態は好転していないのに、気分が軽くなる。これ以上軽量化してどうするんだと、口に出したら何ど処こからともなく突っ込まれそうだけど。

「おはよ。こんな風に寝てると、授業中を思い出すよ」

　まだ春休みなのに、ガリ勉の鑑かがみだな僕は。噓だけど。

　伏見は頷うなずき、また手帳を捲めくり出す。マユならここで、おはようのちゅーの為ために飛びついてくるところである。……随ずい分ぶんとマユをほったらかしにして、恋こい日び先生にも申し訳ないな。

　早めに滞たい在ざいを終えたいところだけど、個人の都合が通る場所じゃないわけで。

『もっと』『寝ても』『いい』「よ」

　食堂が無声状態な為ためか、手帳の紙と指の擦れる音が鮮せん明めいに、心地ここちよく響ひびく。年下の女の子に、半ば赤あかん坊ぼう扱あつかいされていることに憤いきどおりは感じず、ただ寝ね惚ぼけ眼まなこで見つめ返すだけに留とどまった。

　伏見は既すでに泣いていない。むしろ、昨日より平気そうだった。目は他人を捉とらえることも出来ているし、顎あごは下がらない。椅子の感覚も、僕と隣となり同士ではあるけど密着というほどでもなく、隙すき間まを空けて自立している。あの部屋で自己啓けい発はつセミナーにでも参加していたのかな。

　僕の視線を独自に解かい釈しやくしたのか、水の入ったコップをテーブルから取り、唇くちびるにつけて傾かたむけてくる。今の僕は、一人では我が田でん引いん水すいも不可能なわけであり、所いわ謂ゆる介かい護ごを受けるお爺じいちゃん気分であった。

「いや、別に喉のどの渇かわきを訴うつたえてないよ柚ゆ々ゆさん」と制したいのだが、既に泡あわがぼこぼこと水面に生まれるだけとなっていた。ここまで来たら派手に拒きよ絶ぜつする方が疲つかれるので、大人しくぐびぐびする。人間に水を与あたえられる花か壇だんはこんな気分なのかなぁと思いつつ、周囲を暇ひま潰つぶしに観察してみる。

　耕こう造ぞうさんは、憮ぶ然ぜんとしていた。菜な種たねさんを問い詰つめることに良質な結果が伴ともなわないことを実じつ践せんの中で悟さとった後は、拳けん銃じゆうを握にぎって撃げき鉄てつを引いたり、空くう砲ほうを撃うったりして誰だれかが時を動かすのを待ち侘わびているようだった。次ついで、入り口から最も遠い位置を指定席とされた菜な種たねさんも目立った反応はなく、小さい欠伸あくびをするぐらいだった。僕と目が合っても、自然現象の瞬まばたきぐらいしか行わない。首を絞しめたことに対する怨えん恨こんは特にないようなので一安心だった。

　茜あかねは椅い子すに逆向きから座って、入り口の方に身体からだを向けている。湯ゆ女なが帰ってくるのを待っているのだろう。そして出来れば桃とう花かがお土産みやげだと嬉うれしいなー、といったところだ。

　生存を確かく認にんされている人物の中では湯女だけが、席を外している。湯女は単独で、潔きよしさんの部屋だけ覗のぞいてくると告げて食堂を出ていった。拳けん銃じゆうが既すでに凶きよう器きとしての恐きよう怖ふと価値を失っているので、誰だれも彼女の行いに待ったをかける声はあげなかった。

　それで現在僕らは、湯女の帰き還かんを侘びない程度に待ち惚ほうけている。

　水をじゅるじゅるし終える。結局、全部飲んでしまった。

『もっと』『飲む』「はてな」

「ん、いや身体が水風船になるぐらい飲んだから充じゆう分ぶんだよ。ありがとう」むしろ今から伏ふし見みを吸う。噓うそだけどというかセクハラだけど。

　席を立とうとする伏見を、今度は止めることに成功する。コップをテーブルに置いて、消しゴムを装備する伏見を一ひと頻しきり観賞してから、大がかりなデジタル時計を見上げる。

　屋や敷しきに滞たい在ざいして四日目が終わろうとしている。そして伏見柚ゆ々ゆを救出してから、二十分ほど経過していた。

　あの後、僕と伏見を含ふくめた一団は食しよく卓たくを囲んでいる。すっかりお馴な染じみの光景、とは言いきれない。日毎ごとに空席が増えているから仕方ないだろう、と納なつ得とくはした。

　拳銃を隠かくし持っていた奴やつと一いつ緒しよに人探しなど出来るか、と保身大好き耕こう造ぞうさんがお怒いかりなので出で戻もどりとなって、菜種さんを全員で囲む陣じん形けいを取って帰還する次し第だいとなった。

　逃にげ場ばも凶器も取り上げられて、とある事情に基づき、洗せん濯たく紐ひもで椅子に身体を縛しばられた菜種さんは無意味な抵てい抗こうを試みない。耕造さんに何を話しかけられ詰きつ問もんされても無言を貫つらぬいている。まだ彼女の犯行は確定されていないので、他人の恨うらみ辛つらみが発はつ露ろされないことを見越こしているのだろう。

「ねえ」と伏見が話しかけてきて、頰ほおを摘つまんでくいくい引っ張る。斬ざん新しんな注目の集め方だったので僕も新時代を切り開くような振ふり向き方を考案しようと脳細さい胞ぼうを巡めぐらせたが、どれも非現実的だったので諦あきらめた。誰だれだ、舌を眼球から出してみようと提案する馬ば鹿かは。

　バッと手帳を開いていた伏見は『腕』と語らせ、ページを滑なめらかに捲めくり、そこで大だい丈じよう夫ぶの項こうを指差そうとして一時停止する。見れば、正の字が使いきられて消失していた。「大丈夫大丈夫大丈夫？」というわけで、補充する。

「ん、まぁ大丈夫……」には常識的に判断して見えるようでしたら節穴治ち療りように眼科をタウンページで調べろなのだが、尋たずねるということは伏見の目玉及および常識には、正否の分かれ目が捉とらえ辛づらいのかも知れない。いかん、僕も迷ってきた。

　ペンを上下左右に走らせ終えた伏見が僕の答えを待つ。三秒に一回は意識を失いそうな激痛であると、相手を無む駄だにしかめ面つらさせる場面ではないかと思い直し、「平気だよ、慣れてる」と返事をしておいた。だってほら、折れたか外れたかしている腕うでは動いたし、気合いと根性があれば人体の神秘を超ちよう越えつするんだぜ。噓うそだけど。

　むしろ、骨が動いたことが問題だった。中の血管や筋肉を傷つけただけではなく、最悪、ここから出ても修理が利きかなくなるかも知れない。

　右腕は鬱うつ血けつしたのか怪あやしい細さい胞ぼうを植えつけられて拒きよ否ひ反応を起こしているのか、水風船みたいに膨ふくらんでいた。何だかこう、いちぶぶんだけでかいうでがあらわれた！　と他人には存在を処理されそうな感じだ。スペシャルパンチ（名めい称しよう変へん更こう可能）とか使えそう。

「同じ姿勢しか取れなくて肩かたも回せないから、肩凝こりが酷ひどくなりそうだけどね」

　などと、場を和なごませる目的のまるでない冗じよう談だんで報告を締しめた。

　それを聞いて、伏ふし見みが手帳を畳たたむ。筆記用具もポケットに仕し舞まって、席を立つ。

「ん？」

　僕の後ろに回り、そっと肩を摘つまんだ。そして、柔やわく揉もみ出す。

　孵かえりかけた卵に好こう奇き心しんで触ふれてみるように、繊せん細さいな指遣づかいだった。

「痛くない？」

　ラジオ出演を果たしたら男女の区別が難しいと聴ちよう取しゆ者に物議を醸かもされそうな、伏見の声こわ色いろ。献けん身しん的とか通り越こして、世話焼き女によう房ぼうレベルだった。……いや、意味不明ですが。

「……ありがと。もうちょっと強くしてもいいです」

　僕の注文を受け取り、藁わら半ばん紙しから画用紙になったぐらいの、力の厚みが加わる。

「痛くない？」

　逐ちく一いち、お伺うかがいを立ててくれる伏見。その健けな気げさに僕もつい惚ほれそうだ。……どうかなぁ。

「伏見さ」と、何となく話しかける。周囲から来る、『何この非常時にいちゃついてんだこいつらは』という視線に、多少の防ぼう壁へきを構築する意味合いを確かく認にん。それと、湯ゆ女なを待つという不毛な暇ひまを潰つぶす役目も兼かねさせる。けれど、本ほん旨しは不ふ明めい瞭りよう。

　伏見が疑問符ふを持て余しているようだし、何か、お得意の意味のない話題でお茶を濁にごすどころか別の液体へ変へん貌ぼうさせてしまおう。

「伏見のあだ名に、ゆずゆずなんてどうかな」

　読み方を変更しただけだが。ま、僕の名前付けに期待する人もいまい。何せ御み園そのマユだからまーちゃんだぜ、安直もいいところ……って、これは別の人でしたね、失敬。

　伏見の爪つめが肩に、鉤かぎ縄なわのように突つき刺ささる。見事に食い込んだそれを利用して身体からだを引き寄せ、僕の顔面を覗のぞき込んでくる。伏見の両眼球は、何ど処こぞの鎧よろいのように彷徨さまよって落ち着かない。

「ゆ、ゆずゆず？」「うむ」少し鼻息も荒あらくなっている。「ゆずゆず」「何とも柑かん橘きつ類だな」名前とは裏腹に、伏見の頰ほおは林りん檎ご病が発はつ症しようしそうになっているけど。「ゆずゆず……」

　僕の肩から手を離はなし、ポケットに仕舞った手帳とシャープペンを再装備する。そして「ゆずゆずゆずゆずゆずゆずゆずゆずゆずゆず」としゃかしゃか怒ど濤とうの如ごとく書き込み、慌あわただしい手つきで片づけた。

　ぎぎぎ、と軋きしみそうなぎこちなさで伏ふし見みが腰こしを曲げ、僕の肩かた付近に顔を近づける。それから、耳元で決して小声ではない声量の、砂すな嵐あらしが通過する。

「お前だけ、呼ぶなら、お、おけー」

「………………………………………」

　冗じよう談だんであり、商標登録の予定はなかったんだけど。

「他ほかの人は、ぜ、絶対、だめ」

「いや、別に知らないだろ、」「広めるのも、禁止」

　念を押された。肩も、ぐぐっと押したり抓つねられたりと口頭に付き合わされて災さい難なんである。

　僕と伏見は共通の友達がいないから、無用な心配なんだけど。

　けど一人しか使うことを許可しないようなあだ名かぁ。まるでみーくんまーちゃんみたい。

「ん、了りよう解かいした」

　菜な種たねさんと目が合いながら、小さく顎あごを引く。

　それに納なつ得とくしたのか伏見、もといゆずゆずが肩揉もみを再開してくれる。

　ただ力調整に気配りが出来る精神状態ではない所せ為いか、爪つめが時々痛い。

「ゆずゆず」と時折、柑かん橘きつ類を吟ぎん味みするように反はん芻すうもしている。

　……うーん、今までの言動とか振ふり返るとひょっとしてゆずゆずは僕のこと、好きだったりするのかな。なんて、思春期かつ男性にはありがちな自意識過か剰じようだろうけど。

　もしそうであったなら、お互たがいに身の危険を増やすことになるけどさ。もう暫しばらくしたらマユは元通り、嫉しつ妬としまくりの激らぶりーな女の子に復活することは決まっているのだから。

　というか、当たり前だ。僕がそう決めた。

　けどまぁ、全く嬉うれしくないよね、噓うそだけどみたいな。

　周囲の人から集つどう視線に対しての照れ隠かくしを施ほどこして、頰ほおのむず痒がゆさを和やわらげる。

「………………………………………」

　僕を好きになってくれる人。

　長なが瀬せ透とおるに初めて好きだと言われた日まで、そんな人がいるなんてとても思えなかった。

　……いや小学生の時にそれっぽいのは一人いたかな、まぁ、あれは特とく殊しゆだから除じよ外がい。

　名前の割に、巷ちまたに溢あふれかえっている言葉なのに、僕とは縁えんがなさそうだと考えていた。

　犯罪者の息子むすこだし、性格も謙けん遜そん抜ぬきに悪い。生物ではあるけど、人間の味付けが大おお雑ざつ把ぱだ。

　虫と鳥、それと魚。どれが一番嫌きらいかと言われれば、大半は虫を選ぶだろう。

　だけど偶たまに、その中で虫を好いてくれる人もいることを、僕は学んだ。

　人生全体における何百分の一だけでも、僕みたいな奴やつを好ましいと感じてくれる時間があるのはありがたいことであり、好きになってくれる人がいるのだなぁと感心する。

　勘かん違ちがいだったり妥だ協きようだったり、悲喜こもごもあるんだろうけど。

　だから僕は長なが瀬せに、恨うらみなんかないし感謝さえしている。

　恩を仇あだで返すような形で別れてしまったけれど。

　ひょっとすると僕は、好きになってくれたことが嬉うれしかったから、長瀬を好きになったのかも知れない。我ながら、最低の理由だなぁと今いま更さらに透とおるちゃんへの罪悪感が湧わきました。

　噓うそなところが、また人間の底辺に拍はく車しやをかける。今更だ、ガンガンいこうぜ。

　今は冷えきった態度でいる菜な種たねさんには、命を大事にする姿勢で会え釈しやくしておいた。

　そういえば、最初に会話した日を除のぞいて一度だけ、長瀬を『透』と呼んだ日があったな。

　確か、初めて長瀬に好きと言ってみた日だった。お返しと言わんばかりに長瀬が意地悪い笑え顔がおで僕の本名を呼びまくって、トイレに駆かけ込んだ、酸すっぱい青春の日々。実際、胃液で口中が酸っぱかったしな。

「ここ、出たら」

「ん？」

　伏ふし見みがこの屋や敷しきで初めて、前向きなことを話しかけてきた。

「一いつ緒しよにまた、部活動、しよ」

　ぎゅ、と全身をくっつけて、背中に抱だきついてくる。

　首筋に吐と息いきがかかり、それと肩けん胛こう骨こつ付近が柔やわらかかった。……あのなぁ。

「うん。まずは、部員でも勧かん誘ゆうしようか」

「……うー、断る」

　若じやつ干かん、拗すねた口調で却きやつ下かされた。

「………………………………………」

　この部長は、部を存続させる気がないのだろうか。この間、一任してきたはずなのだが。

　しかし、何にせよ希望を持つのは良いことだ。僕らも、明日には助かるだろうと最初の一週間は信じて、地下暮らしを送ったものだ。いやはや、遠い日の記き憶おくは、セピアではなく赤色だ。

　などと、僕らが女子高生と介かい護ごされる老人ごっこを演じている間も、食堂は沈ちん黙もくを味わっている。

　それぞれ、何の為ために大おお江え湯ゆ女なを待っているのか。

　他人の心は摑つかみ辛づらいので、一例として、僕の場合を挙げておく。

　僕は退たい屈くつ凌しのぎに、死体の捜そう索さく結果を待っていた。







　湯女の帰りが遅おそかった理由は、誰だれの目にも明らかだった。

　彼女は男物の香こう水すいの香かおりを周囲に……とか何一つ関係なく、むしろ血ち生なま臭ぐさかった。足音もずるずるで、その歩みは世界最速の蛞なめ蝓くじと互ご角かくと見た。

「ごめんなさい、遅くなって……」

　息も絶え絶えに、湯ゆ女なが心にもない謝罪をして、潔きよしさんから手を離はなす。

　湯女のお土産みやげは、胸と額から血潮を撒まき散らした潔さんだった。脇わきに手を突つっ込み、引きずってここまで運んできたらしい。湯女自身は汗あせだくで、栄養不足の足がもつれて、今にも転てん倒とうしそうだった。

　湯女が両手を払はらい、汗を拭ぬぐいながら首を巡めぐらせる。

「潔はどうすればいいのかしら？」

　各自顔を見合わせ、しかし唇くちびるは開かない。

「あ、潔は部屋のクローゼットの中で死んでいたから連れてきたわ。凶きよう器きの類たぐいは見つからなかった……あ、取とり敢あえず犯人じゃない、と言って信用して頂けるかしら」

　血けつ粉ぷんを腕から払い落として、空そら惚とぼけた態度で自身を擁よう護ごする。

「お前がやった、のか」

　舌が麻ま痺ひしたように、抑よく揚ようのない調子で娘むすめを疑う耕こう造ぞうさん。

　見事に平行線な、相手との関係に執しゆう心しんしない会話だった。

「どちらを肯こう定ていすれば、信用を贈ぞう与よして頂けるの？」

　息を整え、余よ裕ゆうが本領発はつ揮きした回答で父を弄もてあそぶ湯女。

　僕は尻しり込ごみする耕造さんの追つい及きゆうを追い抜ぬき、質問を衝しよう突とつさせた。

「そもそも、どうして潔さんを運んできた？」

「寂さびしくない為ために決まってるじゃない」

「潔さんも僕らも相そう互ごにかい？」

「傷つかない程度に利用し合うことが友好的だと、私はたくさんの人から習ってきたの」

「噓うそだけど」

「あら、手慣れた感じに付け足しありがとう」

　などと無益に不毛なやり取りの応おう酬しゆうの合間に、菜な種たねさんの顔を覗のぞき見る。

　捜そう索さくを自前の足で行っていたはずの菜種さんは、感かん涙るいのご対面が干ひ上あがったように無機質な瞳ひとみで、活動を奪うばわれた旦だん那なさんを見下ろしていた。

「では、潔はこのままに」

　意見が散り散りな状態を纏まとめ、湯女は潔さんを捨て置いて、手近な椅い子すに座り込む。

　誰だれも、死体を気味悪いと顔をひそめることさえなくなっていた。恐きよう怖ふさえも減げん衰すいしている。

　死体なんて見慣れた部分は各自に存在し、血だらけであって男手も足りず、大おお柄がらであったという要因が組み合わさって、潔さんは放置することが最善となる。一区切りついたらまた考えようと澱よどんだ空気の中で、退たい廃はいな思考がそう結論づけた。

　ただ、伏ふし見みだけは辛つらそうに目を伏ふせ、死体を見ないように心がけている。その仕草は日常の範はん囲いに留とどまっている証あかしなので、少し安心する。……僕が安心かぁ、何だか、珍めずらしいな。

「さて、まだ何も彼のお話は始まっていない様子ね」

　粗そ大だいゴミな笑え顔がおで、僕を見据すえる湯ゆ女な。互たがいに眼球の輝かがやきが不足しているから、火花は散り辛づらそうだ。火打ち石ではなく、比ひ内ない鶏どりで火事を引き起こそうとするようなものだな。

「話……？」

「ええ。探たん偵ていさんの、ちょっといい話」

「探偵って……」

　僕が湯女に何か言い返す前に、茜あかねが自分の興味を満たそうとする。

「おにいちゃん、桃とう花かはいた？」

「残念ながら」と頭を振ふる。「けれどそれは、これから明らかになるはずよ」

　血と汗あせのべっとりついた手を僕の方向へ突つきつけ、茜の視線を誘ゆう導どうする。

「潔きよしの死体に菜な種たねの拳けん銃じゆう、桃花の失しつ踪そう。貴たか弘ひろの死体に、そしてお母様の死。全すべて、貴方あなたは理解している様子だから、説明すべきではないかしら？」

　湯女の口調は淡たん々たんと、愉ゆ悦えつさえない。

　自身が昆こん虫ちゆう類であることを形式的に取り繕つくろうことさえ止やめていた。

「貴方が、この屋や敷しきで起きた事件を解決する。それで、そうね今日はお終しまいにしましょう」

「………………………………………」この沈ちん黙もくの間、僕と湯女がほぼ同時に欠伸あくびをこなしたことをまずは記き載さいしておこう。それから、状じよう況きようを把は握あくする。

　どうも、大おお江え湯女は僕に探偵役を押しつけてきているようだ。

　……出来ないことはないと思う。一度は自分からやろうとしたことだし。ただし、紐ひも解とくことは出来ても、解決は難しいだろう。

「そうだ。正直、謎なぞだらけで頭が参りそうだ……」

　耕こう造ぞうさんがそう嘆なげき、悔くやしそうに僕を睨にらむ。まぁ、推すい理りはほとんど外れて濡ぬれ衣ぎぬを着せて舞ぶ台たいを搔かき回しただけであることを認められないのだろう。慰なぐさめの言葉もない。

　僕は特に嫌いやみを交えず、耕造さんの呟つぶやきを否定する。

「謎なんか何もありませんよ。問題が山積みなだけです」

「では、私達にとっての謎をお片づけして下さらないかしら？」

　湯女が白しら々じらしく口を挟はさむ。僕に解かせるのではなく、正解かどうか答え合わせするだけだろう。お前も既すでに用意しているはずだ。夏休みの宿題を最初の一週間で終わらせる側がわの人間め。

　大体、それがこの問題の解決に何の影えい響きようがあるというのか。

　そんなこと、数学のテストで百点を取って、身長を伸のばそうと企たくらむようなものなのに。

　それでも、空白の解答欄らんに対して答え合わせは必要なのか。

　二日目に景けい子こさんが殺害されて。三日目に貴弘さんが死亡して。四日目に桃花が行方ゆくえ不明になって、僕が両腕を鎖さ国こくされて、菜種さんが拳銃を隠かくし持っていて、潔さんが死んで。

　これだけ簡単な問題に、配点がつくかも怪あやしいぐらいだ。

　隣となりの伏ふし見みさん（漫まん画がのタイトル的な意味で）を見ると、僕の行動をぼけーっと窺うかがっていた。

　教えて教えてとせがまれたらどうしようか、と危き惧ぐしていた自分が馬ば鹿からしい。噓うそ極きわまってるけど。

「……ま、偉えらそうに発言したわけだしな」

　続きはｗｅｂで、とごまかすわけにもいかないだろうし。

「それにしても貴方あなた、その格好が大変お似合いねぇ」

　湯ゆ女なが、僕を揶や揄ゆして嘲あざけり、

「どんな嫌いやみだか。きみの浴衣ゆかたは衣い装しようにも馬ま子ごって感じなんだけど」

「私が触ふれたのは貴方の造形よ」

　同時に素す直なおに評価を下す。

　腕うでの関節の作りに失敗した、小学生の図画工作。

　無様で。人形くさくて。道化めいて。

　そんな意味合いの籠こもった言葉が、僕の心のささくれを戯たわむれに引き千切る。

「そいつはお褒ほめに与あずかり、恐きよう悦えつ至し極ごく」

　操あやつり糸を上手に切り離はなして、首を垂たれ下げる。

「役割に評価を固定して比ひ較かくすれば、きみの方が相応だけどね」

　探たん偵ていは、少しでも殺人を否定してはいけない。

　僕は伏ふし見みを救助してしまったから、失格なのだ。

　だけど、僕の推すい薦せんを、湯女は鼻で笑い飛ばす。詰つまらない笑い方だ、本当に。

　本来の探偵役の癖くせに、職務放ほう棄きしやがって。

　……分かったよ。

　マユを無料で復活させようなんて、図ずう々ずうしいにも程ほどがある。

　僕はもう少し、労働に勤いそしむべきってことなんだろう。

　住人の半数が死亡して意い気き消しよう沈ちんの大おお江え家を、ボランティアしますか。

「眠ねむいなぁ……」

　噓だけど。

　ここは、僕が主役を張る場面なんだろう。

　不相応だけど、代役に抜ばつ擢てきされたわけだし。それじゃあ、仕方ない。

　虚きよ勢せい、張っちゃうぞ。

「うー」あー「はー」

　Ｕ．Ｎ．オーエンでもホストでもヤスでも、何でも来い。

　今の僕は何も怖こわがらない。それは何より無知であることの証明だけど、気にしない。

　何な故ぜなら僕は今、最高に探偵ごっこしてるからだ。

　偶たまには、全知全能を気取ってやろう。

　神様の目で、物事を見つめてやろう。

「何でも質問して下さい。僕はその全すべてに正解しますから」







「こうも離はなれてると、説明がし辛づらいですね。ちょっと椅い子すを移動させましょうか」

　僕の提案に、全員が心情は二の次にして無言で従ってくれる。皆みな、明日の朝も早いので退たい屈くつな話を早々に切り上げ、就しゆう寝しんしたいのだ。噓うそだけど。

　神経が摩ま耗もうし、一々抗あらがう気力も精製出来なくなってきているのだろう。牛乳飲んでないから反骨精神が養われていないという見方も、カルシウム至上主義者なら納なつ得とくするかも知れない。

　最前列に茜あかねと伏ふし見み。真ん中に耕こう造ぞうさんで、最さい後こう尾びに湯ゆ女な、それと菜な種たねさんは全員から距きよ離りを置かれた位置。まるで上映試写会の如ごとく並んだ人達の前に、孤こ立りつして座るのが僕。

　かなり祭り上げられていた。もはや恥はじも外聞もない。

「さて、どしどしお便り下さいね」

「はーい」

　空気に拘こだわらない、宇宙仕様の茜ちゃんが僭せん越えつせずに挙手をした。

「はい、茜さん」と発言を促うながす。

「桃とう花かはどこにいるの？」

「………………………………………」いきなり、言い辛い問題だなぁ。

　目を合わせた菜種さんが目め尻じりを垂たらして微笑ほほえんだし、やっぱりそうだよな。

「場所は追おい々おい話すとして……取とり敢あえず結論だけ言うと、桃花はもう死んでいるよ」

　流石さすがに拝はい聴ちようしているのが五人では、ざわめかない。……ああ、潔きよしさんもいたか。けど死体だから寡か黙もくを義務づけられてるし、数に入れなくても怒おこれまい。ふはは。

　僕が物言わぬ相手に得意気になっている一方で、茜は神しん妙みような表情になっていた。意外にも、「なんだー！」と遊び相手が何ど処こか行ってしまったことに憤いきどおらず、「ふーん」と淡たん泊ぱくに死を受け入れるわけでもなく、湿しめっぽかった。

「桃花、死んだのかー……そうかー……」

　泣きはしないけど、いっぱしに落ち込んではいる調子だった。

　生死は反転して捉とらえないんだな、この子。だから人じん畜ちく無害なんだろうけど。

「……他ほかに聞きたいことは、ないよな」

「うん……」

　茜は難しい顔で頷うなずく。悲観する回路が故障しているのか、戸と惑まどいも見られる。

「えぇと、他の方もどうぞ」

　茜一筋から、広い空間を見渡わたす視線へと移行した。拝聴と質疑を兼かねた五人は、椅子の座り方も様々だった。伏見は、両方の親指を絡からめながら僕を見捨てないし、茜は足と意識が宙づり。湯女は組んだ足の親指を屈くつ伸しん運動させて、退屈げに食卓の方を見やっている。菜種さんは窮きゆう屈くつそうな両腕うでの処しよ遇ぐうにも文句を垂たれず、お行ぎよう儀ぎ良く周囲の流れを無視していた。耕こう造ぞうさんは、何か言いたげではあるけれど切り出し方に悪あく戦せん苦く闘とうしているようだ。

「………………………………………」待ち惚ほうける間、頰ほおも搔かけない。

「では最初の事件を少し、振ふり返ってみましょうか」

　代理の間を保もたせる遊ゆ行ぎようとして、頭の整理整せい頓とんを選んだ。独どつ行こうも味気ないので（現在脳のう味み噌そに栄養が不足しているから味も塩しお胡こ椒しようがなっていない不満足な出来だろうという都会的な洒しや落れ）、対話形式に退たい屈くつ凌しのぎを引っ張り込む。だから湯ゆ女なの足先を凝ぎよう視しして、誘さそってみた。

「ええ、基き礎そは大事ね。応用問題だけ正解しても、得る物は極ごく小しようだもの」

　快かい諾だくしながら、その台詞せりふは僕の十八年に対して、辛しん辣らつな言い分を追つい突とつさせてくる錯さつ覚かくも兼かねていた。友情・努力・勝利といった少年の基本とは無む縁えんの、応用と悪用の問題ばかり直面して成長してきたからな。……さて。

「大おお江え景けい子こさんが屋や敷しきの庭で殺害されていた。それが、事件の始まり」

「まず前提として、外部犯がお母様を殺害したという可能性は？」

「庭にいた景子さんを狙ねらえる位置にある窓の鉄てつ格ごう子しに弾だん丸がんが掠かすめた跡あとと、屋敷の内ない壁へきにない弾だん痕こん……つまり内部からの発射の証明、それと誰だれも外から入ることができない密室という状じよう況きようで、貴たか弘ひろさんと潔きよしさんの死体が生まれたという点からもまずあり得ない」

　推すい理りの形で人死にを弄もてあそび出す僕と湯女に、誰も口を挟はさむという余よ裕ゆうを保っていない。

　そんな状況下だからこそ、僕らの唇くちびるは人命より軽々しく言葉と意思を紡つむぐ。

「ではお母様を殺害した人物が、何な故ぜ屋敷を脱だつ出しゆつ不可能としたのか」

「逃とう亡ぼうと、外界からの横よこ槍やりを途と絶だえさせたのは、正直に考察すれば大江一家の全ぜん滅めつが目的となる。一人を殺害して用を終えるなら、食料の限られた閉へい鎖さ空間に八人を閉じ込める必要がない」

　何しろ、自身も屋敷に取り残されるという危険を冒おかすのだから。

「犯人は何を目もく論ろんでいたのかしら。全滅には自分も含ふくまれていたの？」

　僕が首しゆ謀ぼう者で、自白を求める口くち振ぶりだった。僕もここは取り立てた否定で壁かべを張らず、成りきって退屈ごと受け流す。

「犯人が脱出を視野に入れていたとして、仮に屋敷に隠かくし通路でも備わっていた場合、それを情報として取り扱あつかっているのはそいつだけだろうね。もし何人かがその存在を既き知ちとしていたなら、一人だけならさておき、数人の姿が一度に消えることとなり、残った人間は隠し通路の有う無むを確実に疑う。全員で不ふ眠みん不ふ休きゆうに命を懸かければ、自おのずと発見されるだろうし」

　それでは全滅の看板倒だおれだ。そもそも掲かかげることも不可能だが。

　そうして屋敷を脱出した後は警察に連れん絡らくし、死体と凶きよう器きさえ調べれば犯人は割り出せる。

　これでは、徒労もいいところだ。殺人だけでなく、手て際ぎわと人生まで殺害してしまう。

「伏ふく線せんなしに、この屋敷に第三者が隠れていたという説はどう？」と湯女がいい加減に推理。

「その犯人が開所恐怖症でない限り、わざわざ屋敷に閉じ込められなくてもいいと思うけど。どのみち待っていたらここの住人は全ぜん滅めつするんだし」

「ふむふむ」なんて適当に、僕の言葉を毒にも薬にもせず嚥えん下げした湯ゆ女なは話を次へ前進させる。

「そうなると、怪あやしいのはお父様ね」

　容易たやすく父に容疑をかける娘むすめは、小こ悪あく魔まと妖よう艶えんの欠けた微笑ほほえみで周囲を圧する。

　それに対し耕こう造ぞうさんが何か喚わめいているけれど、僕は今、湯女と談しているのだ（笑は省かれている）。つまり喫きつ茶さ店てんにおける、隣となりのテーブルで馬ば鹿か騒さわぎする客と同様の扱あつかいが正しいわけであり、落ち着かないなと眉まゆをひそめるだけで、相手をするほどの社交性と正義感は持ち合わせていない。

「まあ、確かに」と、誰だれの耳にもお呼ばれされない程度の音量で、同意を示す。

　何せこの家の最古参で、屋や敷しきの建設にも意見を挟はさんだりと関かかわってきただろう。滅め茶ちや苦く茶ちやに容疑者だ。でも、「そうなると却かえって白しら々じらしいぐらい怪しくなってしまうけど」

　僕の脳波と波長を合わせたように、思考が湯女の声と言葉に肉付けされて表へ出る。救きゆう援えんと攻こう撃げきからかけ離はなれた、愉ゆ悦えつの落水は何ど処こまでも中立だった。

　見み栄ばえの仕上げをかち合う目線の中で任されたので、僕がその理由の明示を引き継ついだ。

「景けい子こさんの殺害に使用された拳けん銃じゆうは、耕造さんが趣しゆ味みで購こう入にゆうしたものだ。耕造さんが金庫に管理していたものだ。それは誰だれもが知っていた。そうなると誰がどう考えたって耕造さんが犯人に近いと考えるのは自明となる」

「確か桃とう花かが生前に、そんな疑ぎ惑わくを軽く場に晒さらしていたわね」

　さらりと桃花の死を周知に溶とけ込ませてしまう湯女。その態度に茜あかねは微かすかな尖とがりを整えようと姉を見やり、けれど失敗する。攻撃性の欠けつ如じよは、そうして交流の機会を多く妨さまたげる。

　……まぁ、若じやつ干かん一名に、控ひかえめに悼いたまれているだけ桃花は死に幸福を添そえられているかな。

　桃花と潔きよしさんは、ただの犠ぎ牲せい者しやだし。

　彼女と彼は、生前、しっかりと自身の無罪を証明していたのだから。

「冗じよう談だんを気取った、馬鹿げた話は耳みみ障ざわりだ！」と耕造さんがついに割り込みに成功したので、そろそろ僕らも現実の相手をすることにする。「何か？」と、軽けい々けいに呼び水を作用させる。

「景子を殺したのがどいつか、本当に知っているならさっさと言ってみろ！　菜な種たねが拳銃を持っていました、だからですとでも言い切るつもりか？」

　耕造さんが信用をまるで置かない、マイナスドライバーが差し込めそうな歪ゆがんだ目つきで僕を懐かい疑ぎしているので、わざとあっけなさを意識して答えた。

「景子さんを殺した人は……まぁ一応犯人というなら、貴たか弘ひろさんですよ」

　今度はざわめきがあった。伏ふし見みは目を丸くし、耕造さんは「貴弘？」と盛大に啞あ然ぜんとしてから、「そんなわけが！　貴弘も、殺されて……お前は、何を言ってるんだ」と回答にご満足頂けない意向を、食いしばった歯で演出してきた。その喧けん噪そうの端はしで、菜種さんは柔にゆう和わに僕を睨にらむ。

　どうも、解説も送付する必要があったみたいだな。

「景けい子こさんは本人の意思で……望んで撃うたれたんですよ。それが、思い描えがいた計画の始まりですから」

「望んで……？」屋や敷しきの主人は一いつ瞬しゆん、惚ほうける。そして直後、バカと煙けむりさえ振ふり切って高々度を目指した。耕こう造ぞうさんが僕の言い分を見下したお陰かげで、少し調子づいたように、上向きの声こわ色いろで指し摘てきしてくる。

「貴様、何をご大層に考えてるか知らないがな、そもそも貴たか弘ひろは、景子が望んだとしても殺すなどという行こう為いに手を染めるわけがない！　あれは、俺と景子の人形だ」と、更さらに息子むすこへの擁よう護ごを添そえる。

　その反論の内容から察するに、耕造さんの本質は常識的な範はん疇ちゆうで物事を転がし、角を取って処理できる人間なのかも知れない。

　……と、すると景子さんの方だったのか。共同作業かも知れないけど。

「それ、反対に捉とらえることは出来ませんか？」

「……何だって？」得意がるのを一瞬躊躇ためらい、耕造さんが眉まゆを寄せる。

「人形だからこそ、殺意がなくても人を殺せるとしたら？」

　僕のこの一言は、すぐには反応を得られなかった。『物欲がなくても商品を買うとしたら？』テレビショッピングの演出上手に軍配が上がるところだけど、流石さすがに殺人ではピンと来ないか。

「屋敷にいた十人の中でただ一人、殺害動機を作るのではなく、『与あたえられる』ことが可能な人がいました。それは耕造さん、貴方あなたがよくご存じかと思うのですが」

　僕の思わせぶりな尋たずね方に、耕造さんの表情筋が面おも白しろく歪ゆがむ。伏ふし見みはマイペースなのか、まだ疑問符ふを取りきらずに僕の話に耳を傾かたむけている。

「だから、貴弘なのか？」

「そう」と耕造さんの嘆なげくような解答を肯こう定ていする。

「景子さんが自分を殺せと命令すれば、親の言うことに絶対厳守の貴弘さんは実行するでしょう。言われたとおりの方法、つまり拳けん銃じゆうで、窓の位置から庭にいる自分を殺害しろという、ね」

　まるで一部始終を目もく撃げきしていたかのように想像を話せるのは、少し気分が高こう揚ようする。饒じよう舌ぜつにもなろうというものだ。普ふ段だんから無む駄だにペラペラ独ひとり言ごとばっかりじゃんとか、そういう幻げん聴ちようの突つっ込こみは聞き逃のがしてしまった、残念。

　しかし貴弘さんか。初日の箸はしとセットでしか回想出来ないぐらい印象ないな。

「そしてその後も、僕らを屋敷に閉へい鎖さする準備と、自身の悪戯いたずらを成功させる要素の為ために幾いくつかの行動を景子さんに『命令』されていたんです。だから、貴弘さんは耕造さんの言うことを聞かなかった……いや、聞けなかったんですよ」

　あ、という啞あ然ぜんの表情で耕造さんは過去の違い和わ感の正体に気付く。

　つまり、この殺人劇場の考案者は景子さんで、最初の犠ぎ牲せい者も兼けん任にんしていたのだ。

「計画……と、言ったな。景子の。自分の命を使ってまで一体、何をどうしようとしてたんだ！」

「それを順に説明してるんですから、必要以上に嚙かみつかないで下さい」

「あ？　何様のつもりだ、お前。お前にそんな発言をする権利がこの屋や敷しきであるとでも」「黙だまれ」と聞くに堪たえないことを考こう慮りよして無礼に制しても「貴様こそぐだぐだ喋しやべってないでさっさと結論を言え！」当然、効果など見受けられない。

　むしろ激げき昂こうを燃料として、耕こう造ぞうさんが立ち上がって僕に詰つめ寄ろうとしてきた。ずんずんと前まえ屈かがみの二足歩行が接近してきて、どうしたものかと遠くに目をやった瞬しゆん間かん、

「お父様」と、嘲あざけりを特に明細せず、湯ゆ女なが火消し役として機能し出した。

「なんだ！」と耕造さんに荒あら々あらしく振ふり向かれ、けれど足を止めさせるという主目的は確実に達成される。僕と同じくたった一言だけなのに、反発ではない反応を得られるところは、見習うべきかも知れない。

「真しん偽ぎは後で判断するとして、今はまず彼しか知り得ないことを情報として収集しましょう」

　柔やわい騙かたりの調子で、父親を小こ馬ば鹿か混じりに落ち着かせる。

「彼をこの場で黙だまらせるとあらゆる犯人が有う耶や無む耶やになるうえ、菜な種たねも口を噤つぐんだままでまた明日を迎むかえることになるわ。それでもいいのかしら？」

　今度は、切実な方向性から耕造さんの心を押して、引いて。

　それでようやく耕造さんも、体面に気配りが出来るようになって、歯は軋ぎしり込みで椅い子すに尻しりを再着陸させた。

　僕も一息吐ついてから、何ど処こまで語ったかを記き憶おくから読み込み、文章を繫つなげる。

「景けい子こさんが庭に行った理由は、誰だれかに呼び出されたわけでも東の空に光る飛行物体を追い求めたわけでもなく、計画的。あの位置は付かず離はなれずで、実際、景子さんの生死を疑うような人間まで現れて、混乱に少しは効果があった。それと、閉じ込められていることに早期に気付いて欲しかったから、という意味もあったと思います」

　場を面おも白しろくする為ための、演出の一つに自身を利用した。そんなところだ、恐おそらく。

　耕造さんは頭皮を強く搔かきながら、学習範はん囲いより先から出たテスト問題に憤いきどおるように呟つぶやいた。

「景子が、望んで殺された……そうだとしたら、けど、何が……」

「自分で望んだ結果ですから、痛みの伴ともなう安楽死……或あるいは人を道具として利用した自殺、に分類されますか」多分ね。

「何でだ！　自殺にしたって、何な故ぜこんな形にする？　その所せ為いで、もう、この家は滅め茶ちや苦く茶ちやになって……それなりに上う手まくいっていたはずなんだ、俺達は。なのにお前らが来てから、何でこんなことに……」それが、景子さんの計画だから。

　吼ほえるのさえ取り止やめて悔くやみ、僕らを逆さか恨うらむ耕造さんの斜ななめ後ろで、湯女が小馬鹿にしたように目を細める。『今の話を聞いたのにまだ分からないの？』と嘲りで唇くちびるが吊つり上がるのを、手で覆おおい隠かくす。

　前列の伏ふし見みも、耕造さん同様、疑問符ふをぽんぽんと空気に散布していた。こちらは、特に考えようと頭を働かせてないみたいだ。空気も尖とがらず、授業を受けている感じだ。

「えーと、説明必要ですか？」

「当たり前だ！」

「もう少し話が進んでからにしましょう」

「ふざける」「な！　……はい、次のお便りどうぞー」

　時間と予定の進行に従って流した。耕こう造ぞうさんの口が嚙かみ合わないまま無理に閉じるのを眺ながめて、その後に一同を見渡わたす。茜あかねは放心気味で、菜な種たねさんは黙もく視し。伏ふし見みは手帳に質問が記入されていないので無言となる。盛り上がりに欠ける人達だ。

「じゃあ、貴たか弘ひろは？　景けい子こを殺した次の日、誰だれに殺されたんだ！」

　というわけで、また耕造さんだった。学校で、必死に予習して授業中は得意気に挙手し、教師に褒ほめられて同級生には煙けむたがられる奴やつを思い出すなぁ。噓うそだけど、意気消しよう沈ちん気味だし。

「ああ、貴弘さんも自殺ですよ」

　脳天を何かが直ちよく撃げきしたように、耕造さんの目が見開く。キノコ菌きんのように、疑問の種が髪かみの毛けから分布している。伏見と違ちがって、どれも金こん平ぺい糖とうみたいに角があるようだけど。

「自殺……？　……貴弘も？」

「はい」と、不確定な言い分を省いて言い切る。これで違ったら僕の命が不安定に晒さらされるな。

「それも、お前がいう景子の考えとかいうやつなのか？」

「……突つき刺ささっていたナイフは、僕らがこの屋や敷しきを訪おとずれた日に、貴弘さんが食事の配はい膳ぜん係を務めながら持ち出したもの」耕造さんの疑問事じ項こうを淡あわく滲にじませてはぐらかしながら、続ける。「貴弘さんの自殺について、当方には、証しよう拠こがあります」

　というか、ないのにここまで自信満々だったら複雑な意味で自画自賛してみたい。

「助手の伏見君」

　唐とう突とつに就職した役職を含ふくんで指名され、「ふまっ？」と珍ちん妙みような声をあげて反応する伏見。

「僕の三次元ポケット……ないか。浴衣ゆかたの帯を探って、中の物を出してくれたまえ」

　英国紳しん士しの如ごとき口調で、事件の物証を白日に晒さらす為ための手続きを依い頼らいする。まあ、イギリス人が日本語で説明するわけねぇけどな。

　僕の言葉通りに、助手が椅い子すから立ち上がる。伏見は横の茜や後方の三人に対しては見向きもせずにてこてこと僕に歩み寄って、背中から抱だきつき、身体からだをごそごそとまさぐってくる。……字じ面づらにすると、誤解を招きかねない気がした。

　伏見も、年とし頃ごろ同士なので気き恥はずかしいらしく手つきが荒あらい。

「……」『これ』「はてな」

　伏見の左手の平には、皺しわだらけのラベルの切きれ端はしが載のって外へ出てきた。

「そう、それ」

　吹けば飛ぶような、笹ささの船より儚はかない代しろ物もの。

「さて、これは何でしょうか。伏ふし見み君、皆みなさんに一度、良く見せてあげて下さい」

　伏見に頼たのんで、証しよう拠こ品を持って全員に見せて回ってもらう。各自が首を伸のばし、鬱うつ々うつとしかけていた茜あかねもクイズに参加する。

「こんな物、何の関係があるんだ」『鶏とり肉にく』『好き』「ササミチーズ揚あげ」「ズバリ、これが凶きよう器きなのね。こう、鼻に詰つめて、きゅーっとするのね」

　若じやつ干かん二名ほどアホが混在しているようだが、全員不正解だった。

　それを見かねたのか、それとも存在感を主張する機会を窺うかがっていたのか定かじゃないけど、

「私がスーパーで買ってきたもの、ですかねぇ」

　僕に絞こう首しゆ刑けいされて以来、耕こう造ぞうさんに罵ば声せいと質疑の雨を浴びせられても、一度も口を開かなかった菜な種たねさんが突とつ如じよ正解を口にする。ついでに、縛しばりつけられた椅い子すの座り位置を若じやつ干かん修正する。

　全員の視線を真っ向から受け止め、菜種さんは柔にゆう和わな微笑ほほえみを返した。

「それは何ど処こで見つけたんでしょうねぇ。大変に興味が一いつ杯ぱいです」

　初日の、間延びした喋しやべりが完全復活した。追い詰められることでほんわかし出す性格とは、侮あなどり難がたい。真ま面じ目めな話と組み合わさって眠ねむ気けを誘さそいかねない。

「これ、実は貴たか弘ひろさんの自室のトイレにわざとらしく置いてあったんですよ」

「あ……なるほどぉ。つまりやっぱり、貴方あなたは何の犯人でもなかったわけですかぁ」

　なんて菜種さんだけはあっさりと事実の解読に至る。耕造さんは蚊か帳やの外に追い出され、間と精気の抜ぬけ気味な空の面つら構がまえとなっている。

「そうなんですよ、濡ぬれ衣ぎぬ着させられすぎて肩かた凝こりが酷ひどくなっちゃいました。それと、先さき程ほどは断りもなく首絞しめてすみません」

「いえいえー。正しく骨を折った作業でしたから、大変でしたねぇ」

「いやー全くですなぁ。けど数時間前に僕をぼっこぼこにした黒幕なわけですし、やっぱりおあいこということで謝罪は引っ込めます」

「えぇ？　なんのことですかぁ」

「だってあれ、停電のタイミングはともかく、起きることに知識がないと無理な襲しゆう撃げきでしたからね。そして、このお屋や敷しきの電気系統って潔きよしさんぐらいしか操作出来ないんじゃないですか？　全員、改まって技能の有う無むを確かく認にんはしてないみたいですけど」

「でも、私も得意ですよぉ。ワープロもパチパチ打てますし」

「僕さえ行動不能にすればみんな安心出来るとでも、旦だん那なさんを唆そそのかしましたね」

「あらぁ、そうなんですかぁ」

　そして二人の独自行動に際して、『殺す』じゃ弱気な潔さんを説得し辛づらいと見て『監かん禁きん』を提案したから止とどめは刺させなかったと。どうせ、檻おりの中で餌えさを与あたえなければ自然死するわけだし。

　あっはっは、と菜種さんとペアを組んで、没ぼつ頭とうして笑い転げてみる。後ろからこっそりついてきているのは湯ゆ女なだけで、茜と伏見はマイペースに、事の成り行きに身を任せている。耕造さんも完全に周回遅おくれだ。

「肉の商品ラベル……そんなもの、何の関係が……？」

「この件につきましては、坂ばん菜な種たねさんの方からご説明があります。静せい聴ちよう」

　小学校の全校集会を思い出しつつ、指名する。

　湯女を除のぞいて、残り三人が振ふり向く。

　そして菜種さんは苦笑いで、注目を出迎むかえた。

「私の口からはちょっとぉ……言い辛づらいですねぇ」

　てへ、と舌を出して笑うのが似合っているので恐おそろしい。あんた幾いくつだ。奈な月つきさんの縁えん者じやか？

「お話を振って頂いたのは有り難がたいんですけど、辞じ退たいさせて頂いてよろしいでしょうかぁ？」

「あーえー、いいんですけど」

　ただ、一人が喋しやべり通しだとみんな退たい屈くつかなと。

「あ、でもぉ、一つだけよろしいでしょうかぁ」

　言い方とは裏腹に誰だれからの許可を待つこともなく、菜種さんは頭を深々と下げた。

「最近は味付けの悪い食事しか出せずに、申し訳ありませんでしたぁ。この家の食事係として、真まことに不ふ甲が斐いない気持ちで一いつ杯ぱいです」

　屋や敷しきの主人だけでなく、全体に対して謝罪の意を露あらわにする。演技では特になさそうだった。だからこそ余計、問題に発展しそうである。

　この状じよう況きようで、それを言うかよ。

「そんなことは今、何の関係もないだろう！　早くもっと重要なことを話せ！」

　耕こう造ぞうさんが使用人の詫わびを全否定し、怒ど鳴なり散らす。

　対する菜種さんは微び妙みように反はん抗こうの意を示し、「何てこと言うんですかぁ」と顔、取り分け唇くちびるを引き締しめる。無用な争いの引き金になりかねない、偏かたよった自尊心の発はつ露ろ。

　僕は場を取り繕つくろう為ため、台本を読み直す間もなく解説を再開した。自分の嫁よめが何ど処こまで遊び心に満ちていたか、耕造さんも理解しておいた方がいいだろう。その為に、大おお江え家の食しよく糧りよう事情の真相と補足だ。

「つまりですね、こんな証しよう拠こ品まで提示して何を証明したいかというと、貴たか弘ひろさんと景けい子こさんは各自、自殺する前にこの屋敷の食料をほとんど処分していたわけですよ」

　菜種さんが放ほう棄きした台詞せりふを僕が埋うめる。耕造さんはお約束のように、派手に目を白黒させる。露ろ骨こつに反応してくれる人がいないとこちらも話し甲斐がないので、実は結構重要な役目だった。

　伏ふし見み、茜あかねコンビは基本として自発の推すい理りをしようなんて気がないので受動的だし、湯ゆ女なは日本史の丸暗記した年号をおさらいする程度の注意でしか耳を傾かたむけていない。そして一番詳くわしいのが、当然、菜種さんだ。むしろ貴方あなたは歴史の目もく撃げき者。本当は語かたり部べをやって欲しいところだ。

「景子さんの死体が発見された日の時点で、既すでに彼女の手によって一食分ぐらいしか冷蔵庫に残されてなかったんだと予想しています。調味料も捨てられていたから、食事の味付けが薄うすかったんですよ」

　塩や砂糖があれば、水だけ摂せつ取しゆするより長期間、生存出来る。

　それは景けい子こさんの趣しゆ旨しに反するからな。全部、ゴミの日と分別を無視して処分したに違ちがいない。

「一食残したっていうのは、何だ？　大体、一食だけじゃない。食事は出てきたじゃないか。お前、何をどう説明したいんだ！」

「……一食分の意味は、次の食料が調達されるまでの繫つなぎ、といったところですか」

　さて、ここからは非常に動物的で不ふ謹きん慎しんに、人道が獣じゆう道どうとなりますので、それの覚かく悟ごがよろしければお付き合い下さい。実はなくても引き返せません。しかし、特に悪いことはしていないつもりなので温かい眼まな差ざしで見下して頂くのも一興です。

　そんな意味合いの視線を、五人に与あたえてみたけれど果たして届いただろうか。圏けん外がいだと少し虚むなしい。寂さびしくはない。そういえば、携けい帯たい電話を契けい約やくし直さないと。

　僕の独ひとり電波が終しゆう了りようしたので、不可解そうにしている耕こう造ぞうさんに、親切じゃない解答の補助を与あたえる。

「昨日の夜に耕造さん達が食べていたもの。一食分を使い終わったはずなのに、随ずい分ぶんと贅ぜい沢たくな献こん立だてでしたね」

　その言げん及きゆうに、最初は惚ほうけていた。しかし、理解が瞬またたく間に表情筋を侵しん食しよくし、大おお江え耕造を引きつらせて背筋さえ丸まらせる。

　少し、分かり易やすすぎたかな。推すい理り劇に熱心じゃない伏ふし見みの表情まで変わってきているし。

「肉……肉だった。まさか……」

　耕造さんが顔色を死し滅めつさせながら、無意識に腹部を押さえる。恐おそらく、この数日間で彼が最も聡さとくなった瞬しゆん間かんだろう。

「まさか、噓うそだ……じゃあ、」「ええ。あれは大江貴たか弘ひろさんの肉ですよ」

　僕のその言葉に、一番驚おどろいたのは伏見だった。彼女の手帳に人食いの文字はないのだろう。僕の英和辞典にもｈｉｔｏｋｕｉなる単語は記き載さい漏もれであり、何だこれ不良品じゃねえかと異議を提出したくなるわけである。引き手自体が壊こわれものなので、お似合いだけど。

　僕と同様に食事内容に気付きながら何も語らず、『食欲がない』の一言で済ませて回かい避ひした奴やつと目線がかち合う。頰ほおは瘦やせこけ、髪かみは艶つやを失っている。けれどその眼球は、まるで初めから栄養失調であったかのように精せい彩さいを足さず引かず、『見る』という役割だけを果たしている。

　捉とらえたものを飲み込む為ために開ききったような、哺ほ乳にゆう類とかけ離はなれた眼めで互たがいを食い潰つぶしながら、僕はそろそろ眠ねむ気けが我が慢まん出来なくなってきていたので、早口に励はげむ。

「スーパーもコンビニもないこの屋や敷しきでは、身体からだが燃料切れになったら狩しゆ猟りようしか食料調達方法がありませんからね」

　縄じよう文もん時代と大差ない。だけど、こっちの方が酷ひどいか。獲え物ものが限定されすぎてる。

　伏ふし見みが口を押さえて、腰こしを起点に身体からだを二つ折りにする。僕の腕うでが正常だったらトイレに連れていき、背中を撫なでるところだけど問屋が部品を卸おろさないので、傍ぼう観かん者として振ふる舞まうことを余よ儀ぎなくされる。

　にもうとだったら、平気で食べるんだろうなぁとか虚うつろな感想を弄もてあそびながら。

「人肉っていうのは酸すっぱい味がすると本で読んだことがあります。ザクロの味が似てるとか何とか。本当にそんな味がするかは、食味した人だけが有することを許可された知識なんでしょうけど。お味はどうでした？」

　耕こう造ぞうさんは口を噤つぐみ、吐はき気けに頰が膨ふくらんだり萎しぼんだり忙いそがしい。とてもじゃないが、僕の戯ざれ言ごとに付き合っている暇ひまはなさそうだ。菜な種たねさんは暇そうだけど、僕に付き合っているほどふざけてはいないようだ。

　実際のところ、生なま臭ぐささを取り除のぞく為ために、何か残っていた柑かん橘きつ類でも使ったのかも知れないし、味についてはこれ以上、伏見の気分を害さない為に言げん及きゆうはしない。僕は料理漫まん画がの主人公ではないのだ。そっちの方が平和そうでいいんだけどね、まーちゃんのドッキドキ八年熟じゆく成せいチョコレート教室とかどうよ。あ、これだと僕、主人公から味見役に格下げか。

「桃とう花かが味の感想を漏もらしていた時に、何となく気付きました。だから景けい子こさんの指示で食料を捨てたという証しよう拠こでもないかと、貴たか弘ひろさんの部屋を漁あさってみたんです」

　僕がぺらぺらと説明を続けているけど、誰だれも反応してくれない。茜あかねは桃花を偲しのんでいるみたいで天てん井じようを見上げているし、伏見は二日ふつか酔よい、耕造さんは息子むすこを食い散らかしたことに涙なみだまで流し始めた。仕方なく目配せで湯ゆ女なにサクラを要求したら、「ワーオ」と頓とん狂きような声をあげて場を凍こおりつかせてしまう。いや、それにさえ誰も見向きもしない。湯女も、つい首筋を搔かいて気き恥はずかしさの中和に努める。

「貴弘さんの部屋にはその商品ラベルぐらいで、他ほかに使えそうな刃は物ものとか、一いつ切さいありませんでした」

　調査結果を報告するも、やはり自分の声だけが食堂に拡かく散さんする。何だか、もう僕は探たん偵ていを廃はい業ぎようして部屋に戻もどっていいんじゃないかという気になってきたので、続きは打ち切りにするという提案を試みることにした。けど、話を聞いてないんだからその発案も無視されるのだろうなぁと考え、諦あきらめた。これからは、この数日間の出来事を頭中で整理するという方向にしよう。

「ああ、それともう一つ。貴弘さんの部屋の引き出しに、鍵かぎが入ってました。これは多分、厨ちゆう房ぼうの合い鍵だと思うんですけど……」と、言葉尻じりは濁だく流りゆうに合がつ併ぺいする。

「今、確かめてみる？」と湯女が席を立つ。「そうだね」と、受け答えてその役を任す。

　腹巻きのように利用している僕の浴衣ゆかたの帯から、湯女が鍵を引きずり出す。鏡面の自分に手を伸のばされ、身体を弄いじくられているようで微かすかな鳥とり肌はだが生じた。

　湯女は鍵を持って、厨房の方へ出張する。

　菜種さんはその背中を見送りはして、けれど制止は伴ともなわない。今いま更さら、ひた隠かくしにする代しろ物ものもないし、そこを守衛する必要はないか。冷蔵庫の中身が公おおやけとなったところで、これ以上に驚おどろきの事態へ進化するほどの価値もないし。

　それから、伏ふし見みと耕こう造ぞうさんに迫せまり来る吐はき気けが治るより早く湯ゆ女なが帰ってきた。

「開いたわ」と身元が泥でい濘ねいより出た鍵かぎを投げ返してくる。今の僕はサッカー専門なので、当然ながらヘディングに及およぶ。額に突つき刺ささり、チャクラが開きそうになった。

　鍵は絨じゆう毯たんに自由落下し、そして行動の自由を失った。

「……これが厨ちゆう房ぼうに使えるなら、大体正解、かな」

　つまり、貴たか弘ひろさんは台所に出入りすることが出来た。

　そして、あの商品ラベル。あれは景けい子こさんの指示通りに残された、証しよう拠こ品だったのだろう。

　思い描えがいた人物が、『探たん偵てい』として機能する為ために。

　もっともそれは大失敗だったが。僕は、中断していた説明を求められていないのに再開する。

「例えば大根やネギを捨てようとして、そのままトイレに流すことは出来ない。けど、刻めば何とでもなる。だから、貴弘さんはナイフを入手しておいた」

　そして、自殺にも使用した。自分でナイフを身体からだに突つき立て、手を離はなす。それで終わりだ。かなりの力がいるから、男性が怪あやしい。それは正まさにその通りで、そしてあの夜、鍵をかけていなかったのは耕造さんの他ほかに、貴弘さんもいたわけだから、簡単な引き算である。

「大部分の食料は、初日に、屋や敷しきが密室になる以前に景子さんが捨てた。だから貴弘さんがトイレを使って流したのは、冷蔵庫にあった一食分の食料の残り。景子さんは料理が得意というわけでもなかったし、普ふ段だんの大おお江え家の厨房を取り仕切っていたわけでもなさそうだった。だから、一食の分量が明確には判断出来なかったはず。それに、少なすぎると景子さんの思い描いていた計画に支障を来きたしかねない。だから、二日目に菜な種たねさんが節約して残した食材は、自殺する前に捨てるようにと、貴弘さんに指示しておいたんでしょう。食材は窓から格こう子しの隙すき間まにねじ込んで捨ててもいいですけど、落下するのを万が一目もく撃げきされたら困りますからね」

　天から生肉、なんて本当にありそうな題目で映像化されかねないからな。噓うそだけど。

「そうやって、菜種さんを追い込んで、殺人に方向性を整えさせる必要が景子さんにはあった」

　生存にまるで不必要な、純然たる手前勝手な欲求を満まん悦えつさせる為だけに。

　他に食料の始末法として、口から摂せつ取しゆして胃に収めるというのも原始に妙みよう案あんではあるけど、問題はそうやって処理する意味が特にないということかな。肉類は咀そ嚼しやくと飲み込みに手間取るだろうし。

　更さらに余談ではあるけど、景子さんが生前に作ったあのシチューには、睡すい眠みん薬やくでも入っていた可能性が高い。袋ふくろに入ったうどん（特売、三玉合わせて百五円）や牛肉（特価、しかし産地の表示なし）を詰つめ込んだゴミ袋を、サンタの如ごとく肩かたにかけて外出しようとする姿を家の人間に見られるのは、死活問題だ。小こ腹ばらが空すいたから夜食、は幾いくら菜種さんが相手でも通らないだろう。自分の料理がそんなに不満か、と泣いて問い詰めかねない。噓には数字の七があるけど、あれは日に最低七回、人間は虚きよ偽ぎの申告を行うという古い慣習から……雪だるま式に噓うそがかさむので、打ち切った。さ、また残業に励はげもう。

　景けい子こさんは僕らをもてなすなんて名目で料理を作製し、貴たか弘ひろさんに配はい膳ぜんさせたと推すい理りしてみたけど、これは口外しない方がいいな。確証がないから、不必要に虚言の隙すきを作りかねない。

「えーと……」

　背筋を伸のばしてお話を聞く姿勢が整っていない人が散見されるので、言葉を一時停止。

　どうも、人食の衝しよう撃げきは体内へ苦く悩のうの波は紋もんを伝導しているようだ。

　運と時流に身を任せた結果、貴弘さんを胃に収めなかった伏ふし見みでさえ嘔おう吐と感に四苦八苦している様子を眺ながめていると、僕が異い端たんであると満場一いつ致ちで脳のう細さい胞ぼうがざわめく。

　嚙かみ砕くだいて受け止めれば、エミリーが蛸たこを食べさせられたようなものだからな。違ちがうけど。

　うーん、疎そ外がい感。

　他人の心の痛みは解せなくても、人の心が痛む瞬しゆん間かんぐらいは理解していたつもりなのにな。

「以上、これで貴弘さんの自殺まで、景子さんの犯行について説明しましたけど……」

　そこで他者の行動が芽め吹ぶいたので言葉を一いつ旦たん、打ち切る。伏見が椅い子すを離はなれて僕の隣となりへもつれた足で駆かけてきて、掃そう除じの行き届いた絨じゆう毯たんに座り込んだ。精神の補強の効果が薄うすれ出したのかな。僕の足を小さく摘つまんでいるのは恐きよう怖ふなのか何かしらの期待なのか、判別が困難だ。

「さて、次はそろそろ、」

「そうだ！」

　今度は椅子を尻しりで突つき飛ばし、静せい寂じやくと闇やみ夜よの屋や敷しきに相応ふさわしくない金かな切きり声ごえで咆ほう吼こうする耕こう造ぞうさんが、僕の纏まとめに向かおうとする台詞せりふを遮さえぎってきた。

　瞳どう孔こうが開いて、とてもじゃないが真理に辿たどり着いた面おも持もちではない。

「お前の話が全すべて正しいと限ってるはずがない！」

「はぁ」あれ、真理を突いてるぞ。電波の受信料、ちゃんと払はらってます？

「あれが、俺が……のは！　貴弘、とは限らない！　そんな証しよう拠こ何ど処こにある！」

　勝ち誇ほこり、指まで突きつける耕造さん。歓かん喜きというより、縋すがる希望がそれしか既すでに生存していない為ためか、今にも泡あわ吹きそうなほどの総力戦で僕を睨にらみ、怒おこり、問い詰つめてくる。

　追い詰められてるなぁ、と空虚な感想は積み上がるけど、同情する義理さえない。

「僕に尋たずねなくても、菜な種たねさんに確かく認にん取ればいいじゃないですか」

　別に客商売じゃないので、かなり横おう柄へいな態度で返した。全てに正解すると大おお見み得え切った割に役目放ほう棄きは我ながら、常つね日ひ頃ごろから噓ばかりついている以上は当然だよねーと、自身は納なつ得とくする。

　しかし、僕は偽にせ物ものの虚言者。それぐらい自覚している。

　本物の噓つきですらないのだ。

「菜種！　どうなんだ菜種、菜種！」

　今にも首を絞しめて油でも搾しぼり取ろうという勢いで、耕造さんは菜種さんに詰め寄る。けど、菜な種たねさんが零こぼした一言は、まるで耕こう造ぞうさんに向いていなかった。

「それもそうですねぇ」

　菜種さんの手の平が、太ふと股ももを軽く叩たたく。

「それに関して、根こん拠きよのあるご説明はまだでしたねぇ」

　うっかりさん、と額を指で突つついてきそうな人懐なつっこい喋しやべり方。演技とはいえ、非常に精せい巧こうな細工だった。笑い方も仕草も、自身の抵てい抗こう力を隠いん蔽ぺいする為ためにあり、それは他者からの信用の呼び水となる。

　何をするにしても、信用を得るのは有効だ。相手に対して同等の信心を返すかは、別として。

「こんな茶番に良く付き合ってくれますね。電波探たん偵ていは第一回から盛せい況きようで、舌の根が乾かわく暇ひまもありませんよ」

「このお屋や敷しきでは、時間を使うことが大変難しいのでですねぇ、ついこうして、遊びには参加しちゃうんですよぉ。食べることと寝ねることしか、することがありませんから」

　日常雑貨のようにありふれた会話の花を咲かせながら、耕造さんを警けい戒かいしているのが伝わってくる。いつ殴なぐりかかられるか分かったものじゃない、一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きだからな、一人だけ。

「……そうですよね」

　失念していた行動の意味が、甦よみがえる。僕も、暇潰つぶしとして付き合っているのだった。

　それが会話の基本だよな。学生にしては、そんなことも習慣づいてない。やっぱり不良だな。

「僕は地下室に一人きりで閉じ込められていました。……目覚めた時点で、そこには貴たか弘ひろさんの死体もいませんでしたよ。それと、貴弘さんの死体を地下室へ運ぶ役目は菜種さんのお仕事でしたね」

　菜種さんは無言で、自供はないが目を多少丸くしている。元から地下室に運んでないだろうな、この人。厨ちゆう房ぼうに戻もどす際のリスクが大きい。

　それにしても、暗いから気付かないかも、と本気で楽観視してたようだな、この人。

　……そんな印象を、たかだか一週間未満の知り合いである僕にも植えつけているのだから、大したものだ。敬服には値あたいしないけど、冥めい福ふくならその内お祈いのり出来そうだ。

「今から厨房以外の全すべての部屋を捜そう索さくしても構いませんが、僕は貴弘さんの死体が発見されないことに命を懸かけて、見返りさえなくていい。十割の勝率では、既すでに賭かけ事ごとの意味がない」

　久しぶりにハッタリを縦じゆう横おう無む尽じんに活かつ躍やくさせられる日がやって来たので、舌も絶好調である。

「菜種、どうなんだ……お前が、答えろ」

　僕の悲観さえ持ち込まない、機械的な言い分に見切りをつけ、菜種さんだけに期待を絞しぼる。菜種さんは、自白する開き直りも、言い逃のがれとして噓うそをつく気き概がいもなく優やさしげな容姿を崩くずさない。耕造さんの両腕が迫せまらないかどうか、そちらにご執しゆう心しんの様子で、口など使っている暇もないらしい。

「骨なら、ゴミ箱に残っているかも」「お前には聞いてない！」

　一いつ喝かつされてしまった。藪やぶに住む蛇へびと仲良しでも命は惜おしいので、今日はこれ以上、遊べない。

　暖の簾れんとカスガイ、ついでに青あお菜なを決め込む菜な種たねさんは、あくまで自身を保つことに終始する。耕こう造ぞうさんに対して、申し訳ないと形式だけでも頭を下げないことに、彼女なりの矜きよう持じを垣かい間ま見みせていた。

　そうこうしている内に、広間の方から時計の鐘かねが鳴り響ひびいた。

　全員が一度、右の壁かべに注意を逸そらす。

「もう零れい時じね」と、湯ゆ女なが時報を務める。

　そこで、緊きん張ちようの糸が切れて人形の操あやつりは途と切ぎれた。

「きぐ、気き狂ぐるいどもが……」

　耕造さんは、転がっている椅い子すを拾いにも向かわず、横着に絨じゆう毯たんを尻しり置き場とする。意気消しよう沈ちんでも、肩かたが気の毒なほど落ち込んではいない。まだ怒いかり肩で、暴発の燻くすぶりは目に宿っている。負の感情がもう少し溜たまるまでと、先延ばしにしただけ。いつ不ふ透とう明めいな違い反はんのゴミ袋ぶくろが破れるか、戦せん々せん恐きよう々きようにして油断は許されない状じよう況きようである、あっち側がわは。

　僕と伏ふし見みは、誰だれかが襲おそわれている隙すきに撤てつ収しゆうすることで自警は可能だ。

　伏見も、良い機会に僕の側そばへ移動したものだ。意外と侮あなどれない視野の広さを持つかも。

「……？」『お水』『肩』『膝ひざ枕まくら』「はてな」

　伏見を横目で少し眺ながめたら、即座に注文の承うけたまわりを行ってきた。

　どうも、僕しか見ていないようだった。視野狭きよう窄さくも極きわまればマユと化す、なんて無理に評価してみた。けど女の子は、長なが瀬せもそうだったけど他ほかの女性を引き合いに出されると何な故ぜか、大変にご立腹する。褒ほめても貶けなしても、結果に差がない。以前から、首を傾かしげる問題の一つだ。

　ところで、最後のは要求しても無料なのだろうか。一時間で五千円ポッキリの請せい求きゆうが怖こわい。

　その楽しい疑問は後回しにして、僕は、菜種さんの質問外の謎なぞをついでとして語っておく。

「誰だれも疑問に思っていないので、大々的にお話しするのもアレなんですが……潔きよしさんを殺害したのは、菜種さんですよね。一いつ緒しよに地下室へ入ったら、当然、潔さんも貴たか弘ひろさんの死体がないことに気付く。その時点では、不必要に話して不安を増長させる必要はないとでも、説得出来たかも知れません。けれど後で死体の使い方を少し考えて、それを公表されれば、菜種さんの恐おそれていた事態を屋や敷しきが迎むかえることになるわけですから」

　菜種さんの今までの頑がん張ばりに配はい慮りよし、『恐れ』の内容については口外しない。

　つまり僕の言いたいことは、耕造さんの臆おく病びようが原因とまで決めつけなくとも、きっかけとして潔さんが殺害された、ということ。

　菜種さんにしてみれば屋敷を彷徨うろつき回り、ついでに引っかき回しかねない僕が邪じや魔まだったから、潔さんにも協力させて闇やみ討うちを決行し、行動の制限にかかっただけ。

　ただ、僕の地下送りという処しよ遇ぐうは菜種さんの計算外だったはず。地下室だと、ものの数日で水分不足に陥おちいり、死し亡ぼうする。それを深く考えずに提唱するほど切せつ羽ぱ詰つまっている耕造さんの精神状態は、読めなかったのだろう。炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じに人間の恐きよう怖ふ心理は深く関かん与よしないから、不勉強だと貶おとしめるのは酷こくだろう、と聖人君子の驕おごった目線で菜な種たねさんを許す。噓うそだけど。

　菜種さんは話を聞き終えても何一つ、犯行のことなど口にしない。認めもせず、否定に躍やつ起きにもならず、自然体を装よそおう。それは犯人役として失格だけど、人間として正しかった。

　正直、全すべての殺人解かい釈しやくが過去の通りに合っていなくても構わない。

　生存している人にとって、死人の最さい期ごがそこまで重要だと、

「ね、一ついい？」

　ご無ぶ沙さ汰ただった、茜あかねの発言。流石さすがに今度は挙手しなかった。僕も名指しせず、続きを無言に待つ。

「みんな、忘れてるのかもだけど、桃とう花かを殺したのって、だれ？」

　おや、重要な事こと柄がらに意外な子が触ふれてきた。

「……菜種さんだよ」

　桃花の部屋には血けつ痕こんがなかった。絞こう殺さつか撲ぼく殺さつか溺でき殺さつあたりの殺し方が候補に浮かぶけど、自室で殺害された可能性は低い。死体を隠かくす手間を考こう慮りよすれば、隠せる場所まで自前の足で移動してもらってから殺害するのが手間いらずだ。そこで候補に挙がるのが、厨ちゆう房ぼう。僕らが調べ忘れているのは冷れい凍とう庫この中ぐらいしかない。それと疑り深い桃花を誘さそい出せるのは茜か、多様な意味で関心を持つ菜種さんぐらいだろう。そして厨房に誘い出して違い和わ感を抱いだかせないのは、食事係だ。茜だと、鍵かぎのかかっている厨房に連れ立つ理由は『なんで？』と問われるし。

　母親という立場を如い何かに利用し、どんな甘言で娘むすめを釣つったか、些いささか興味がある。

　言われて、茜は菜種さんを瞳ひとみに映す。責めはしない、問い詰つめもしない。

　攻こう撃げきの手段を教育されなかった少女には、困こん惑わくするしか選せん択たくがなかった。

「本当に、お馬ば鹿かちゃんですねぇ」

　そんな茜を、菜種さんは的確に、私情なく評価する。僕ならついでに頭を撫なでるところだけど、菜種さんは手どころか足も伸のばさない。対する茜も、罵ば倒とうの概がい念ねんを内に構築出来ていないように、惚ほうけた表情しか作れない。

　茜の生態を知って、憐あわれまない大人はそうそう、いないだろう。

　だから子供を、学校に通わせないといけないんだな。子を持つ気はないけど、教育の参考になった。まーちゃんの説得に使う機会もありそうだ。

「日付も変わったようだし、そろそろ纏まとめに入ってほしいところね」

　そこで、欠伸あくびを一つ。僕も、湯ゆ女なも。なに真ま似ねしてるんだ、と眉み間けんに皺しわが寄る。当然、そうなっては嚙かみ殺す、いやそれは相手も同様の行こう為いに踏ふみきる可能性が高い、つまりここは脳への酸素供給を継けい続ぞくすれば差がつけられる。

　そう、両方が思考して、しっかり欠伸しましたとさ。馬鹿らしすぎる。カードゲームに興じているわけでもないのに、自分の心中を覗のぞき込んでどうするんだか。

「そうだね、佐さ内ない利り香かさん」

　誰だれに言われずとも好き勝手に、残った謎なぞというものを解決する為ため、大おお江え湯ゆ女なを『本名』で呼び返した。

「まぁ」と面おも白しろがり、壮そう絶ぜつに歪ゆがむ天然の笑え顔がおを露ろ出しゆつするのが佐内利香で、「あらぁ」と菜な種たねさんは一応、反応してみたと義務感溢あふれる声を漏もらす。

　そして、一番露骨に、恐きよう怖ふの燃料として『怯おびえ』を投下されたのが耕こう造ぞうさんだった。

　お怒いかり中のところ、申し訳ありません。

　伏ふし見みにとっては聞き慣れない名前なので、『ぺんねーむ』「はてな」と驚おどろきに化け粧しようされながら、僕に確かく認にんを取ってくる。

「いや、立派な本名だよ。ま、面識はなかったけど」

　だけど佐内利香を、テレビの中で拝見したことはある。

　耕造さんが、先さき程ほどまでの熱と涙なみだを全すべて取り払はらわれるように、青ざめる。

「随ずい分ぶんと懐なつかしい名をご存じね、天あま野の××君」

　耳を押さえる腕うでが不在だったので仕方なく歯は軋ぎしりで遺い憾かん表明の代用とし、不細工に微笑ほほえんでやる。ご丁てい寧ねいに元の名字とはね。

　景けい子こさんにでも教えて貰もらっていたのかな。

「六年前に、この街とはまた別の場所で女児の失しつ踪そう事件が起きた。結局、誘ゆう拐かいなのか殺人なのかも区別がつかないまま、事件は有う耶や無む耶やとなってしまったけれど……あれ、きみだろ」

　で、誘拐したのが耕造さんか、景子さん。もしくは共犯。

　一目見た時から素す性じようには気付いていた。新聞にもしっかりと顔写真が載のってたからな。年ねん齢れいも記き載さいされていたので、丁てい寧ねい語ごを本物の自分みたいな奴やつに使う必要がなかったのは僥ぎよう倖こうだった。

　ただ、顔を突つき合わせる度たびに、奇き妙みような展てん覧らん物を鑑かん賞しようする気分が混入してくる。

　誘拐や失踪で処理された子供の、その後の人生。足取りを摑つかめない場合も多々ある中で、快適に悠ゆう々ゆうと、子こ豚ぶたに攫さらわれた村むら娘むすめの如ごとく暮らしているケースもあるわけか。何とも珍ちん奇きだ。

　まぁ、死体を燃やされて煙けむりに紛まぎれず、土の下に埋うめられず食い物にもされていないだけ、こいつは輝かがやかない幸運に恵めぐまれていたのかも知れないな。

「そうよ。そして八年前に実の父親から虐ぎやく待たいと監かん禁きんの仕打ちを受け、結局、関かん与よした大人だけが死亡して事件から解放されたという不可思議な過去を持つ子供……あれ、貴方あなたでしょ」

「そうとも」と胸を張る。けれど、長々と維い持じは出来ずに猫ねこ背ぜへ戻もどる。

　菜種さんの平常な態度からするに、屋敷の住人は誘拐犯とその被ひ害がい者を既き知ちだったのだろう。

　それでも、何も腫はれ物もの扱あつかいせず、通報もなしと。

　平等であり、無む頓とん着ちやくとも表現しておくか。彼と彼女の名めい誉よの為に。

　けど耕造さん、誘拐は許容範はん囲いでも人食は拒きよ否ひなんて、何とも人間味溢あふれる犯罪者だな。

「「まぁ、お互たがい素性なんて」」………………………………………。「「どうでも」」相手を出し抜ぬく為ために使用する時間まで被かぶっている。「「いい」」「んだ」「の」「「よ！」」

　……音量まで調整してハモらせてどうする。

　僕と湯ゆ女なが類似しているのは、良かれ悪かれ景けい子こさんの予想外だっただろうな。

　けど、何な故ぜ似ている？　性格の問題じゃない。

　同じような人間の形を纏まとっている、その理由。

　似たような境きよう遇ぐうにただ流されて生きてきたから、同一を生んだのか？

　石が小川を流れて丸みを帯びたように。……さて、どうだか。

　こほんこほこほ、と大根だって『勝手に引き合いに出すな』と苦情を言いそうな咳せき払ばらいの演技が二つ。一ひと頻しきり、自作の埃ほこりを吐はき出してから、湯女がのんびりと、黒歴史を吹ふっ飛ばす。

「お母様と貴たか弘ひろの死が、いわば自殺に近い形だといつから考えていたの？」

　貴弘さんの死体を見た時から。「地下室に閉じ込められた時、差し迫せまる空腹と恐きよう怖ふの際きわに立ちながら考察を重ねてようやく気付いたんだ」

「そうだったの」と噓うそを見抜いて間抜けに微笑ほほえむ湯ゆ女な。

「もっと早期に気付けば、桃とう花かは無理でも潔きよしは救えたんじゃないかしら」

「それもそうだね。けど今いま更さら言っても仕方ない」

「そうね、そこそこに今更だわ」

　なんて、反省の色をセピアに委い託たくして、僕らの言葉は軽々しい。

　今だからこそ裁かれなければいけないというのに。

　しかし、人を裁く人などここには用意されていない。

　人を捌さばく人ならいますけどね、と冗じよう談だんはさておき。

　探たん偵ていは裁きを下すのではなく、一つ屋根の下に集つどう人物に対して『貴方あなたは汚よごれています』と一方的な価値観に基づいて指し摘てきするのが仕事なのだ。犯罪への着手に、罰ばつを与あたえるのは無免許なので不可能である。まさか女物の浴衣ゆかたが正装の裁判官なんていないだろう。

　この屋や敷しきは、個人の価値観を尊重する。社会の倫りん理りが足りない人間は、順応し易やすい。

　僕がこの数日間、生活自体は苦でなかったのも、それほど気のせいじゃないはず。

「では最後の謎なぞ。この屋敷を密室にした発ほつ端たんと意図は？　何故、お母様と貴弘は自殺したの？」

「自殺じゃないと駄だ目めだったから。それだけだよ」後半部だけ、まずは回答する。

　理解してる奴やつに説明してると、一気に面おも白しろみが減退するな。くだらなさが目白押しだ。

「正直、何故景子さんがこんな遊びを行ったのか、動機は答え合わせが難しいので正解だ、とあまり胸を張ることは出来ない」何となく、理解はした気になっているけど。

　そういう命の使い方をしたんだろうな、と。

「けれど、景子さんが最初に死亡した理由は説明出来る」

　ただの殺人事件じゃないものに祭り上げた真犯人の、死亡動機ぐらいは。

　そして、聞き手で楽をしている大おお江え湯女にも、解説は容易だった。

　これまでも、これからも。

　本来はこの謎なぞ解とき編に至るまでに、どちらかが死亡するぐらいで丁度良かっただろうに。

　悪運の強さまで、同量。……そんなわけないか。

　ここに到とう達たつする為ために満まん身しん創そう痍いとなった僕と、意い気き軒けん昂こうな湯ゆ女なでは。

　一人を除のぞいて、僕に前方、左方から視線が投とう擲てきされる。

　耕こう造ぞうさんは先さき程ほどから絶え間なく、罪をごまかすように、瞬まばたきの回数も抑おさえめにして菜な種たねさんを視線で射殺そうと企くわだてていた。協調性がない中年だとか、噓うそはともかく、その逆さか恨うらみな歯を剝むき出す睨にらみに突とつ発ぱつ的な危き惧ぐを覚えたけれど、特に口は挟はさまない。

　一度だけ、息を意識的に吸う。

　取り込まれた空気は率そつ先せんして、両腕うでの患かん部ぶを駆かけ巡めぐって痛覚の材料と化す。

　それで、我が身が如い何かに無様な状態であるかを思い返す。

　最後に呼吸をしたのは、いつだったろう。

　悩なやましくなるほど過多の空気を無銭飲食して、体内のゴミをトレードに出した。

「まず始めに『母親』が死んだ」

　マザー・グースの詩でもちょいと口ずさむように、僕の唇くちびるは蠢うごめく。

「次に、『長男』が自殺した。そして、更さらに『妹』が失しつ踪そうした。……ここまで言えば分かりませんか？　特に、耕造さんでしたら」

　お好きでしょう、こういうの。何せ、そんなことが起きた土地を丸ごと購こう入にゆうするぐらいだ。

「ああ？」と耕造さんの険しい目つきが僕を射抜ぬく。数すう瞬しゆん後、「あ、あ」と理解の火が灯ともり、泣きの静まらない顔がぐしゃぐしゃに歪ゆがむ。更さらに「ああ！」と、嫁よめの行いと、これまでの下準備に頭を抱かかえてしまった。

「誘ゆう拐かい犯の『父親』、両親のことが好きな『兄』、誘拐犯の『子供』、人物認にん識しきの無茶苦茶な『女の子』、兄と腹はら違ちがいの『妹』。よく集めて、後あと付づけで教育したものですよ」

　そして、丹たん念ねんに粘ねん着ちやく質に、人様の家族構成を調べきったものだ。家族ストーカーとは、斬ざん新しんな性せい癖へきである。マユの母親と誘拐犯の妻を兼けん任にんで景けい子こさんが務めているのは、人材不足によって断腸の思いで妥だ協きようを飲んだ結果のはずだ。凝こり性しようの人が諦あきらめることは、多大な労力を伴ともなわなければいけないし。恋こい日び先生に付き合って、そういうことを少し学んでいた。

「この場合、僕と伏ふし見みは誘拐されてきた小学生の二人として扱あつかわれたんですかね……。それで、人員は揃そろった。景子さんからすれば、千せん載ざい一いち遇ぐうの機会が舞まい込んできた。だから、かねてより温めていた劇を開演に踏ふみ切った。昔、この土地に住んでいた家族の死に絶え方を模も倣ほうするという、無む邪じや気きな悪意の遊ゆ行ぎよう。今回起きた事件の全容は、それでお終しまいです」

　舞ぶ台たいの途と中ちゆうで梗こう概がいを語るなんて、どれだけ三さん文もん芝しば居いかとは思うけどね。

　こうして謎なぞが解体され、意図が暴あばかれるのも景子さんの台本通り。

　一つ異なるのは、謎を取り扱あつかってるのが湯女ではなく僕であるということ。

「そ……な……」

　足あし下もとで、囁ささやき声。

　見下ろすと、口パクのように、実を伴ともなわない様子で伏ふし見みが問いかけていた。

「そんなことで家族、殺せるの？」

　まるで僕を咎とがめるような聞き方になっていた。

「伏見は理解出来ない方が健常でよろしい」

　是ぜ非ひともまだ、僕の癒いやし系けいであってくれ。噓うそ、かねぇ。

「耳、塞ふさいでた方がいいよ。もう少し続くから」

　伏見は素す直なおに従った。僕の左足に寄りかかり、聴ちよう覚かくだけでなく視覚も遮さえぎる。最後まで逃にげないとか何とか粘ねばらないあたり、好感度は非常に高い。けれど、淡たん々たんと話している僕を恐おそれないのは、どういうわけなんだろう。身近にいすぎて麻ま痺ひしてる感が否いなめない。

　さて、と。湯ゆ女なと菜な種たねさんが続きを目線で所しよ望もうするから、職場放ほう棄きせずに応こたえようか。

「再現の為ためには母親である景けい子こさんが最初に死なないといけなかった。その次に息子むすこの貴たか弘ひろさんが自殺して、難しいのはここからだった。他ほかの誰だれかが死ぬか殺されるかその前に、桃とう花かが犠ぎ牲せいにならないといけない」

　例えば、事故で階段から足を滑すべらせて死んでしまったり。

　例えば、保身の精神が臨りん界かい点を越こえた耕こう造ぞうさんが殺人に手を染め出したり。

　通とおり魔まも嗜し好こう殺人も捕食者も誕たん生じようしかねない屋や敷しき内では、死が付きまといすぎる。誰から死んでも、それは常識の範はん疇ちゆうだった。だから、景子さんは準備に苦心した。

　茜あかねあたりが何か突っかかってくるかと密ひそかに期待したけど、呆ぼう然ぜんとしている彼女にそれを求めるのは酷こくかと思い直した。

「早期に、妹役の桃花には死んでもらわないといけなかった。そこで、菜種さんの出番です」

　もう一度、茜を見据すえる。目線も合わなかったので、早々に菜種さんへ鞍くら替がえする。

　ここでようやく先さき程ほどの、食料の件が絡からんでくる。

「やはり拘こだわりの為だったんでしょう、食料を投とう棄きしなくとも順番を考こう慮りよしなければ全ぜん滅めつするのだから。完かん璧ぺきな劇を演じるには、行動を完全に理解した役者が必要。そしてそこで、台所関係に細工をした理由は菜種さんを信しん頼らいしていたから。菜種さんなら存命への危機感を煽あおれば、確実にまず桃花を、血の繫つながった娘むすめから手にかけるという確信が景子さんにはあった、ということです」

　それは、通常の価値観とは真逆。

　娘だから、人力を尽つくし天命に血を擦こすりつけるように祈き願がんし、命を繫つなごうとする。

　地下で、暴力で、嬲なぶられるだけの空間でさえ、あの人が失わなかった人間の尊厳。

　その逆を有する坂ばん菜種だからこそ、大おお江え景子に大抜ばつ擢てきされたわけだ。

「あのぉ、ちょっといいですかぁ？」

　謙けん虚きよな表現とは裏腹に、菜な種たねさんの表情には不満が多々詰つめ込まれていた。

「一つだけ、どうしても理解されないのには腹が立っちゃうことがあるんですけどぉ」

「どうぞ、自ら解説して下さい」

　では、と不ふ機き嫌げんそうな唇くちびるが普ふ段だん通りに開閉し、また柔にゆう和わな顔立ちとなる。

「血を分けた娘むすめは、母親が第一に助けるべきだって世間はそう結論づけますよねぇ」

「九割方はそうでしょうね」

「そうなんですよぉ。でもそれって逆だと常々思ってるんですよねぇ……家族だから、生んだ娘だから、いの一番に犠ぎ牲せいとするべきじゃないんでしょうか。だって、近しくない人を殺す方が、失礼に当たりませんか？」

　菜種さんの柔やわらかく異質な価値観に、常識人の伏ふし見みが僕の足を強く摑つかむ。どうも耳みみ栓せんは、さほどの効果を上げていないようだ。僕が手を貸すわけにもいかないので、無視に近い形を取る。

「そういう性格だと把は握あくしていたから景けい子こさんは菜種さんを雇やとい、そしていつか利用出来ると思い立ったんでしょうね」

「そういうこと、なんでしょうねぇ」

　しみじみ、してどうする。ただ菜種さんの口調は、奥様を偲しのぶ感情も微び細さいに含ふくまれている気がした。別に、恨うらみがあるわけでもなし、故人に複雑な思いを抱かかえるのは当然か。胸や頭部の刃は物もの傷が比ひ較かく的真新しい旦だん那なさんに対しては、独自の優先度の関係から罪悪感は希き薄はくそうだ。

「菜種さんを利用して、にもうと……もとい、天あま野の家の妹役の桃とう花かまで死亡の順番を指定出来れば、ほぼ目的は達成と考えて良かった。事件の現場に居合わせでもしない限り、再現には限界がありますからね。僕の父親、妹の母親。誘ゆう拐かいされた娘の両親の、死亡した順番は景子さんには知る由よしもない。だから、全ぜん滅めつすれば良しとした」

　放ほうっておいても餓が死しするし、殺し合っても死期が延びるだけ。

　ただし、あの事件には生存者が三人いた。

　今回は、何人生き残ることやら。

　景子さんの希望は二人だろうけど、故人に敬意を払はらってばかりもいられない。噓うそだけど。

　しかし今回の騒そう動どう、耕こう造ぞうさんが拳けん銃じゆうを入手しなかったり、前日に無職となっていなかったり、景子さんが新聞やテレビで監かん禁きん事件を知らなかったり、大おお江え湯ゆ女なが誘拐されなかったり、菜種さんが他ほかに就職先を見つけてたり、僕と伏見が二人組で屋や敷しきを訪おとずれなかったり、一つでも不成立だったら誰だれもまだ死んでないわけだ。もっと言えば、大江耕造が大江景子が大江貴たか弘ひろが大江湯女が大江茜あかねが大江桃花が坂ばん潔きよしが坂菜種が僕が天野南みなみが天野美み沙さが天野司し馬ばが天野海豚いるかが天野×音ねが御み園そのマユが長なが瀬せ透とおるが菅すが原わら道みち真ざねが一人でも生まれてこなかったら、事件は起こらなかったわけなのですよ。いやー皆みなさん、無意味に怠たい惰だに殺人事件にご協力してらっしゃる。犯罪は一人にして成らずというわけだ。逮たい捕ほされてしまえ（マユ除のぞく）。

　しかしあれだ、客観的に捉とらえてみても見事に何一つ関連してないよな、ゆずゆず。

　やはりこの屋や敷しきで屍しかばねを晒さらすには勿もつ体たいない逸いつ材ざいだ。

「以上、謎なぞに関して一通りの説明は終しゆう了りようしましたけど……」

　誰だれからも質問されなかったし、湯ゆ女なが最後のと既すでに言い切ってしまっているので、一つ残った大したことのない問題は放置の方向で、舞ぶ台たいを下りていいのだろうか。僕のこんな些さ細さいなお悩なやみ相談は、それぞれの葛かつ藤とうに頭脳を費ついやしている皆みなさんには届かない。ここは黙だまって退場しておくとするか。

　そして、後を引き継つぐように演えん壇だんに登ったのは、耕こう造ぞうさんだった。

　彼は初めて、主役を張る時が訪おとずれたので張り切りすぎていた。

「ふざふざふざふざ」

　入れ歯を失った老人の、亜あ流りゆうみたいな奇き声せいをあげた後に、

「ふぅざける、っな！」

　茜あかねの椅い子すの足に踝くるぶしをぶつけながら反転し、咆ほう吼こうをあげて菜な種たねさんに摑つかみかかった。菜種さんは決して油断していたわけでもないのに、易やす々やすと押し切られる。肩かたを握にぎり潰つぶされて椅子ごと押し倒たおされ、耕造さんに押し潰される形となる。肺が押され、呼吸に支障を来きたして腕うでの力が緩ゆるむのを、耕造さんは利用しないはずがない。馬乗りとなり、首に手をかける。

「何で！　何で言わなかった！　黙だまって息子むすこを、貴たか弘ひろを捌さばいて、く、食わせて！　お前は、何なんだ！」

　こちらの立場もほんの少しで良いから思いやって発言してほしい。菜種さんの瞼まぶたが開ききった死と隣となり合わせの困こん惑わく顔から見て取れる感情は、それで統一されていた。罪悪感は、屋敷にでも摘つまみ食いされたんだろう。

　身体からだが洗せん濯たく紐ひもで縛しばられて椅子と仲良し故ゆえ、生存の努力を一手に引き受けて抗あらがう足が、襲おそう手をはね除のけようと精気を振ふり絞しぼる。下腹部に連続の膝ひざ蹴げりで、開かい拓たく作業に稼か働どう率の限界で尽じん力りよくしても戦せん況きようは覆くつがえらない。それは体格差を考こう慮りよすれば当然であり、菜種さんも納なつ得とく済みだろう。

　精神は斜しや陽ようを迎むかえながらも耕造さんは猫ねこで、菜種さんは丸々と栄養を蓄たくわえた野鼠ねずみが立ち位置だ。

　今のところは、と限定してだけど。

「この人殺しが！　カスが！　バカがクズが！」

　カス以下の以下の以下であると、子供じみた罵ば倒とうで非難に明け暮れ、自身の殺傷については省かえりみない旦だん那な様。都合のいい怒ど気きに満ち溢あふれているなぁ。

　茜は見向きもしていない。色々思うところがあるのだろうから、そっとしておくのが吉か。

　視界の端はしで一人、椅子群から離はなれて食堂の壁かべへ駆かけていく姿が現れ、消失する。

「止とめ、止めないと！」

　伏ふし見みが浴衣ゆかたの裾すそを引いて、僕に訴うつたえかける。赤の他人で、身近な人命を糧かてとする女性が誘ゆう拐かい犯に襲おそわれていて、これからのことを、『生存』だけに照準合わせて冷静になればどちらか、欲を言えば両方共とも倒だおれした方が都合いいにも関かかわらず、伏見は救助に目がいく。

　健全すぎて、気き後おくれする部分まで生じてきた。僕、何で伏ふし見みと同じ種族をやっていられるんだろう。

　こっちは人間辞やめたくなってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ」嘆たん息そくしながら、他力への信用を一言で示す。

「僕みたいなのが、ここにはもう一人いる」

　相手に言わせれば、私の偽にせ者ものみたいなのがもう一人現れた、キモッといったところだ。

　防ぼう御ぎよが疎おろそかとなっていた耕こう造ぞうさんの脇わき腹ばらに、助走つきの湯ゆ女なの飛とび蹴げりが直ちよく撃げきした。

　押しかけ女によう房ぼう、盗とう聴ちよう器と包丁所持編の如ごとき衝しよう撃げきで爪つま先さきがめり込み、白目を剝むく耕造さん。我が身を最優先にするお方が人の首など絞しめている心の余よ裕ゆうはなく、精せい一いつ杯ぱいに悶もん絶ぜつする。

　菜な種たねさんも手製の首輪が外され、必死に距きよ離りを置こうと椅い子すを背中に付属させたままの、蝸かた牛つむりの姿勢で逃にげ惑まどったけれど、途と中ちゆうで俯うつぶせに崩くずれる。固定された中で四し肢しを懸けん命めいに引きつらせながら、咳せきと涙なみだに明け暮れることとなる。

「嗚あ呼あ、お父様に手を上げて足あし蹴げにまでするなんて。ワタクシ来期のシーズンは地じ獄ごく落ち確定ですわ、すわすわ」

　湯女が両手を頰ほおに密着させながら、小こ躍おどりしつつ嘆なげく。

　そのついでに、肉体労働は自分が引き受けたのだから、頭脳労働はお前に一任する、と目線で言われた。

　今回は、その役割を享きよう受じゆするのに不都合ない。

「そうなるから、嫌いやだったんですよ」

　指で突つつかれたダンゴムシと余命幾いくばくもない蟬せみのように悶もだえる二人を観賞しながら、菜種さんの秘密主義についても解説係として出しゃばる。

　何な故ぜと耕造さんは問うていた。だから僕は、正解する義務がある。

「菜種さんはこの屋や敷しきで一番小こ柄がらです。取っ組み合いになったら、娘むすめである桃とう花かにもまず勝てません」そう断定されて、咳せき込みながらも菜種さんがムッと眉まゆをひそめる。体格については禁句なのかも知れない。「例えば、この密閉された屋や敷しきで菜種さんが馬ば鹿か正直に食料がないことを申告したとします。その場合、耕造さんはどうしますか？」

「あがあが」と、舌も唇くちびるも正常に作動していないので、こちらで回答を捏ねつ造ぞうする。

「数日間は、救助を信じて水だけで我が慢まんするでしょう。しかし、一週間が過ぎて、両手の指で数えられる日数を越こえて尚なお、この屋敷で生活することが続行となった場合、まだ行動が可能な内に、食物摂せつ取しゆを行おうと人食に踏ふみきる輩やからは確実に現れる。それでは、菜種さんから勝機が削そがれていく。大おお江え家内での身分の低さも相まって、正しく、餌え食じきとされてしまう。仮に菜種さんが拳けん銃じゆうを所持していたとしても、隙すきを突つかれて羽は交がい締じめにされたらお終しまいだ。だから全員が警けい戒かいしないように口を噤つぐみ、人肉を食わせて喰くらって、生き長らえようとしていたんです」

　それともう一つ、僕には理解し難がたい価値観だが菜種さんが食事係という職務を全まつとうできなくなり、用なしとなる事態を恐おそれた、とかな。

　生きる為ために、万事に手を染める。

　それは、何ど処こまで正しくないんだろう。

　もっとも菜な種たねさんのことだから、生死に対する執しゆう着ちやくよりも、満足に食事を提供出来ない役職放ほう棄きへの憤いきどおりに、精せい一いつ杯ぱいの反はん抗こうとして犯行を重ねたという動機の方が大きそうだけど。

「それと、最後に矮わい小しような謎なぞである拳けん銃じゆう所持の件ですが……この屋や敷しきで一番、多方面に脅きよう威いを感じていたのが菜種さんだったから、拳銃を所持することに執心したと。根こん拠きよはそれだけだったんです」

　確定じゃなかったことをごまかすように、肩かたを竦すくめる。

　僕は確信犯にさえ、なれませんでした。







　二人が膝ひざを突つくところまで体勢を復帰させてから、一分にも満たない残業を、口に課す。

「そして、僕は全すべて知った後のあなた方に尋たずねたかった」

　探たん偵ていの役目を終えて、席を立つ。次の質問は、僕個人から投げかけることで意味を成す。

「菜種さんの行いが、何か間ま違ちがっていたんですか？　仮に菜種さんを部屋に閉じ込めて、殺人犯はもう屋敷にいない。そうなったとしましょう。じゃあそれから、どうするんです？　食料が存在しない現実は、菜種さんだけの問題ではないんですよ」

　人はパンのみにて生くるものにあらず。

　しかし、パンもなく生きようとする人間は、早々に死ぬしかない。

　そして食料は、僕らしかいない。

　固い壁かべと、人気のない土地。役目が一方的になりすぎた玄げん関かん。空気が容易たやすく巡めぐるこの密室もどきの状じよう況きよう下に置かれただけで、人間は他人を尊い者から尊い物へと見る目を変質させる。

　食堂が沈ちん黙もくする。厨ちゆう房ぼうが、次の調理の時間を待ち侘わびる。

　屋敷が、僕らを緩かん慢まんに、味わって消化する。

　自身の無知な行いと、これからの意識した行こう為いに震ふるえる男。

　僕を、頑がん健けんな眼まな差ざしで見つめ続ける女の子。

　天てん井じように何かを探し求める少女。

　この事態に異常性を感じ取れない人間。

　全てを自覚し、さらけ出され、開き直る女性。

　各自、未知への恐きよう怖ふは消えた。

　そして押し寄せるのは、足あ搔がくことだけが許可された絶望。

　探偵人形の出番はこれでお終しまい。

　恭うやうやしく一礼し、口上を引ひき際ぎわに残すのみ。







　さあ皆みな様、謎なぞは全すべて解いて差し上げました。

　後は問題に、如い何か様ような解決をお与あたえになりますか？
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　四月五日。

　七度目の起き床しようでようやく、新しい朝を迎むかえることにした。

　空腹の睡すい眠みんは浅く、午前一時頃ごろに眠ねむりに就ついてから八時まで、一時間に一度の割合で目が覚めた。伏ふし見みとは、その都度目が合ったので、もしかすると一いつ睡すいも出来なかったのかも知れない。二回ほど、寝しん室しつから地続きのトイレへ行くのにも扉とびらの前まで付き合ってくれと頼たのまれた。

　部屋には鍵かぎがかかっていないし、男手として頼たよりにするべき同居人の腕うでっぷしはねじ曲がっているしで、不安が満開に花を咲かせていては睡眠障害も重度になる。むしろ、快眠は身体からだの都合で贅ぜい沢たく品となっても、環かん境きように無む頓とん着ちやくに高いびきの僕が無思考の無神経なのだろう。

　脱だつ出しゆつの問題は、まだ屋や敷しきの天てん井じようや冷蔵庫を我が物顔で這はい回っている。

　伏見にトイレに籠こもって花子さんスタイルで就寝することを推すい奨しようすれば、多少は安心するだろうか。だけど、洋式便所は襲しゆう撃げき者の足止めを鍵が数分だけ受け持ったとして、その間に逃にげる手立てがない。野菜じゃないんだから、身体を細切れにして流る浪ろうの旅に出るわけにもいかないし。その点、部屋で僕と一いつ緒しよなら、囮おとりと生いけ贄にえ作戦で一度だけ危険を回かい避ひ出来る。どっちもどっちってやつかな。

『おはようです』

　目の下、それと頰ほお近辺にまで隈くま牧場を拡かく張ちようした伏見が、部活の勧かん誘ゆうからラブレター、肌はだ身み離はなれず添そい寝ねまでこなす万能気取り手帳で挨あい拶さつする。その髪かみは、寝癖ぐせがほとんどついてない。頰は瘦こけ落ちても胸は健在で、トイレに住み着けば胴体の発育が有名な亡ぼう霊れい扱あつかいされそうだ。

　今回で、朝の挨拶の回数を使いきった。喉のどが渇かわいているのか、補ほ充じゆう行こう為いは保留する。

「おはよ。やっぱり眠れなかった？」

　伏見はがくがくと頭を垂たれる。良くお眠りになっていた僕を羨せん望ぼうの目でやっかんできた。

「だよなぁ……不ふ甲が斐いなくて済まないね」

　そう言いながら立ち上がり、寝ね床どことして機能していた椅い子すの業務を終しゆう了りようさせる。僕は寝返りをうてないので椅子に腰こしかけて眠っていた。その所せ為いで腰限定に玉手箱の煙けむりが蔓まん延えんして軋きしみ、背中も取り壊こわされそうなほど老ろう朽きゆう化している。けれど、寝心地ごこちの苦情を投書する気は欠片かけらもない。昨晩、就寝前に両腕の添そえ木ぎとする手て頃ごろなものがなかったので、木製の椅子を伏見と協力して破壊し、その足を利用したのだから尚なお更さらである。むしろ僕が恨うらまれていそうだ。

　腰を回し、屈くつ伸しん運動を少しこなしてから、伏見にまた声をかけた。

「まず、顔洗ってきたら？」

　化け粧しよう品ひんは、湯ゆ女なか菜な種たねさんなら貸してくれるとは思うけど……会見は伏見が嫌いやがるかな。

　僕の勧すすめに、伏見はまた素す直なおに頷うなずき、抱かかえたり折り畳たたんだりしていた枕まくらを放ほうって、ベッドから下りる。そして僕の首根っこを摑つかみ「ん？」ずんずんと、洗面所へ強制連行された。

「顔、洗うから。腰こし曲げて」

　犬いぬ猫ねこを風ふ呂ろに入れるぐらい雑な扱あつかいで、洗顔までお世話してきた。伏ふし見みに殺意があったら溺でき死しさせられるなぁと想像しつつ、厚意に甘えることにする。波を搔かき分けるほどでもないけどジャブジャブ音を立て、僕の顔はみるみる内に水みず浸びたしとなった。後は天てん日ぴ干ぼしで自然乾かん燥そうするのを待つ僕とは違ちがい、伏見は近代的だった。タオルで人の顔面をごしごしと拭ふいて、即そく乾かわかす。

　次ついで、伏見が僕の粗そ末まつな表皮を洗った時間の三分の一程度で、自身の洗顔を済ませてしまう。元の素材に大きな差があるから手間暇ひまの度合いが異なり、僕の位ではそれだけの労力を割さかないと多少なりとも見み栄ばえが生まれないわけで、無料なのが少し申し訳なくなるという噓うそを急きゆう遽きよ開発した。特許は申しん請せいしない。

　濡ぬれた手をタオルで拭ぬぐってから手帳を構える。索さく引いんもないのに、無む駄だのない指遣づかいでページ数を操作し、『ついで』「に」『水』『飲む』と世話を焼く。

　伏見が手で杓しやくを作って水を溜ため、僕の口元へ差し出してくる。何とも、至れり尽つくせり。

　献けん身しん的な恋人か、給金で老人の介かい護ごをこなすヘルパーさんの如ごとしである。

「朝は、一いつ杯ぱいの水から始めましょう」

「それ、この前の保健便りに載のってたやつだろ」保健委員会所属だったかな、こいつ。

　そのやり取りでかなりのストックがあった『水』も底を突ついた。そちらの単語は必要であることが明白だったので、早々と二十回ほど溜め込まれた。

　それから昼頃ごろになって、食堂へ顔を出してみることにした。最初は伏見が、冬とう眠みん前の熊くまが徘はい徊かいする山へ登山に行こうと言われた友人の表情で拒きよ否ひしたので、暫しばらく窓の外のマユを空想して時間潰つぶしに励はげんでいたけど、最終的には伏見の口から行こうと言い出した。

　却かえって、他ほかの人の動向が不ふ鮮せん明めいでは不安を煽あおられたらしい。食堂に全員集つどっていれば、一人がサファリ気分で狩かりの時間を開始しても、いの一番に狙ねらわれる確率は五分の一で済む。行かない手はない、と伏見が計算したかは定かにあり得ないと言える。

　出発する前に、『今日はまだ蓄たくわえが充じゆう分ぶんにあるし、襲おそわれる心配はない』と鼓こ舞ぶしようかと口が滑すべりかけ、慌あわててブレーキを踏ふんだり引いたり押したりする。人を蓄えと表現するのに、伏見は免めん疫えきがないはずだと考こう慮りよした。僕もないけどさ、適性が充じゆう分ぶんみたいなので、一般の方と交流する際は注意を払はらわないと。

　食堂までの道のりも多少は警けい戒かいしつつ移動し、結果として何事もなく到とう着ちやくした。入り口で目につくはずの、絨じゆう毯たんに取り残されていた潔きよしさんの姿がない。食用加工し、輸出されてしまったようだ。

　その他ほかには菜な種たねさんが食事中で、それと湯ゆ女な、茜あかねが食しよく卓たくから距きよ離りを置いてくつろいでいた。耕こう造ぞうさんの姿は見当たらない。いるとすれば自室か厨ちゆう房ぼうだな。

「あらぁ、おはようございます」

　菜な種たねさんがナイフとフォークを行ぎよう儀ぎの悪い音込みで置き、にこりと昨夜、そして初日同様に柔にゆう和わな微笑ほほえみを僕らに向ける。

「よく寝ねてましたねぇ」

「大人の夜よ更ふかしでしたからね、昨日は」

「ですねぇ。私もお昼前まで寝ちゃいまして、これは朝とお昼の兼けん用ようなんですよぉ」

「そうですか……あ、そういえば電源が復活しましたけど、誰だれが修理したんです？」

　天てん井じようのきらびやかなシャンデリアと電光に目を奪うばわれつつ、質問する。

「私がやりました。潔きよしさんから習っていましたのでぇ」

　菜種さんが技能を自じ慢まんし、あどけなく唇くちびるを緩ゆるめる。

　つまり、僕をタコ殴なぐりにした相手は体格の要素を駆かけ引ひきに加えれば、潔さんと確定していいわけだな。どちらにしても殴られ損なので、言げん及きゆうする気き概がいも湧わかないけど。

　ナイフとフォークがまた食器兼楽器に復帰する。カチャカチャと、わざと音を鳴らして肉の塊かたまりにフォークの先せん端たんを差し込む。筋張って硬かたそうな肉を切り分け、躊躇ためらいなく口に放ほうり込む。ゆっくりと咀そ嚼しやくし、ごくりと、喉のどを鳴らして飲み込んだ。

　それからコップの水を一口啜すすり、僕の視線を食欲として解かい釈しやくする。

「えとぉ、食べるなら用意しますけどぉ」

「柿かきが好きな地元密着型ベジタリアンなので遠えん慮りよしときます」と僕は断りを入れるけど、伏ふし見みは相あい方かたの背中に隠かくれて返事もない。

　トイレに駆かけ込んで胃液を吐はき出さないだけ、これでも異常に耐たい性せいがついた方だ。

　事件が終しゆう了りようして、トラウマが発はつ症しようしないかは未知数だけど。

「あ、これは貴たか弘ひろぼっちゃまじゃなくて、桃とう花かお嬢じよう様のですから……うぅん、あ、栄養素は同じくらいだと思いますよぉ。どちらもこの家で、私が食事を提供していましたからぁ」

　食材の飼し育いく説明に、伏見が精神をいたぶられる。僕の背中に顔を正面から張りつけ、洪こう水ずいとして押し寄せる嘔おう吐と感に身体からだをえずかせながら耐たえている。……明日からは、部屋の外に出るとしても食事時のダイニングは敬遠しよう。時間帯が不規則だから、若じやつ干かん、難なん儀ぎだが。

　茜あかねも桃花の名に、瞳ひとみを機械的に反応させた。菜種さんと目線が交差し、小さく俯うつむく。

「お嬢様方にもお食事の有う無むをお尋たずねしたんですがぁ、お断りされちゃいましたねぇ」

　菜種さんが、湯ゆ女なと茜に対して若干の不満を伴ともなった言い方となる。答えは分かりきっているだろうに、意地が悪いのか、それとも職務に盲もう従じゆうすぎて道が目視出来ていないのか。

「ワタクシ、医者にカロリー制限されてますの」

　どちらかといえば、栄養を摂せつ取しゆしろと拒きよ食しよく症を心配されそうな、瘦やせ細った体格で飄ひよう々ひようと噓うそをつく湯女。こいつも僕も、舌に余分な栄養を回しすぎだと思う。

　そして茜は、語気を強めながら菜種さんに瞳を盾たて突つかせる。

「それは、食べない」

「そう」と、今やこの屋や敷しきの女王に君くん臨りんした女性の、淡たん泊ぱくな反応。

「食べれないよ。桃とう花かは食べるものじゃなくて、ぼくの遊び相手だったもん。だから、食べれないよ」

　きっぱりと、妹を口に含ふくむことを……どちらの意味で、再度宣言したのかな。

　自分の何かを手放さない為ために、正せい路ろに抗あらがっているのだろうか。

　菜な種たねさんは拒きよ否ひと解かい釈しやくしたらしく、桃花をフォークで突つき刺さしながら、にこやかに宣告した。

「じゃあ、死ぬといいわぁ」

　壁かべは届かぬメールに対して決意した心のように固く、冷たく。

　窓は小鳥の侵しん入にゆうも許さない厳げん戒かい態勢で。

　玄げん関かんは菜種さんみたいに一方通行な職務を全まつとうして。

　救助も安息も断絶した、檻おりの中で尚なお、僕らは互たがいを突き放す。
















　四月六日。春休み最後の日。

　すっかり置物となっていた、僕とマユの鞄かばんを居間へ引っ張り出す。

　洗ってアイロンがけして仕し舞まっておいた制服も用意し、確かく認にんしてから顎あごを引く。

　明日、多少寝ね坊ぼうしても慌あわてふためかないように準備を済ませておく。最近は日中も睡すい眠みんを取る機会が増ぞう殖しよくして、却かえって、冬より日照時間を短く感じてしまう。

　これもマユの影えい響きようかなぁ。

　二人して昼食も取らずに眠ねむり惚ほうけて。

　僕らに似つかわしくない、穏おだやかな生活が続いていた。

　この機に乗じて、安定感のある日々を確立したいところだけど、そうもいかない。

　学生の本分は勉強であり、その場は学校なのだ。

　明日、マユが素す直なおに納なつ得とくして制服の袖そでに手を通すかどうか、悩なやましいけど。

　考え事の前に、まずは僕も、一眠りしようか。

　木こ漏もれ日びが優やさしく……の、予定だったけど、僕の現実がそう都合良く前進するはずない。

　大体、いつから木こ陰かげで居眠りの設定にすり替かわったんだ。噓うそをつく時でも、前後の繫つながりは大事にしようぜ、と架か空くうの部活の先せん輩ぱいに説教された。それこそ噓だけど。

　現実の僕は昼間から、部屋のベッドの上で伏ふし見みと背中合わせとなって眠ることに励はげんでいた。昼間という認識があれば、僕はともかくとして伏見が多少は警けい戒かいを解いて睡眠を招き入れることが出来るかなと考えた。睡すい魔まも出張先の体調に連動してひもじいのか、行動が活発じゃないのだ。だから色々と気き遣づかいが必要になってくる。

　そして伏見が『寝てる』「時」『近くに』「いて」『ほしい』ということで、変則的な睡眠姿勢を取っているわけである。肩かたを寄り添そわせるのは、僕の身体からだの都合から廃はい案あんとなった。

　春の気候で鼻先が乾かわいている。

　僕も伏見も足を伸のばして、部屋に放置されたぬいぐるみのようだった。

　……病院のマユは、今もこんな風に、ベッドの上で退たい廃はいな時を過ごしているのかな。

　春期休きゆう暇かを全すべてマユと一いつ緒しよに消化出来なかったこと、そのうち謝っておこう。

　思い出したら、怒おこられそうだから。
















　四月七日。新学期。

　高校三年生という、一生を左右しかねない進路選せん択たくの年が始まる。

　その最初の一歩が如い何かに重要なのかは、筆舌に尽つくし難がたいほどの激痛で身に染みている、だけど初日からサボリ確定。外では僕達、どんな扱あつかいになっているんだろう。

　それも議題に取り入れながら、伏ふし見みと僕は一つトイレの中で密談中だった。今の僕ではトイレで何一つ行動を起こせない。読書や漢字ドリルも嗜たしなめず、よって、歓かん談だんぐらいしか利用法がなかった。

『家族』「もう」『帰ってきてる』

「そか。ここ出たら一回、ご両親に頭を下げに行かないと駄だ目めだな」

「け、けけこ、けけっこーの、し、承しよう諾だく？」

「何な故ぜ鶏にわとりを家族の一員に迎むかえることなんか、お前の獅し子しみたいな両親にお伺うかがい立てないといけないんだ。こんなことに娘むすめを巻き込んだから、それは謝っておかないと」

「いい、いい。そんなことしなくても、いいから」

「いや伏見の為ためとかじゃなくて、僕の為にだぞ」

「それでも、かなり駄だ目め」

「他人の自己満足を妨ぼう害がいするんじゃありません、メッ」

「ここは、怖こわい。やだ、最悪、逃にげたい……でも一個だけ、良いことあったから」

「……まあ確かに、初日の刺さし身みは美お味いしかったけどな」

『ひーろー』

「はい？」

「世界じゃなくて不思議じゃなくて、でも発見」

「……はいぃ？」

　いえーい、と狭せま苦くるしい個室で無表情に諸もろ手てを挙げるゆずゆずであった。
















　四月八日。

　襲おそわれた。










　恐きよう怖ふだけが一日を包んでいた。
















　四月九日。

　我ながら、よく朝日を拝めたものだと早朝から感心する。

「もう、大だい丈じよう夫ぶっぽいな……」

　扉とびらから顔を覗のぞかせ、通路の左右を確かく認にんする。それから足を絨じゆう毯たんまで伸のばし、痛覚がぎゅう詰づめとなった両腕うでにしかめ面つらで応こたえながら、ぎこちなく退室する。もう一度人の影かげを探してから、「大丈夫」と扉にくっついて離はなれない伏ふし見みに安全宣言して、外へ招く。

　屋内に明るさが取り戻もどされると、何となく嵐あらしが過ぎたというか、解放された気分にはなる。

　時間など関係なく人は相手を攻こう撃げき出来るのに、不思議なものだ。

　ついでに、飲まず食わずの胃腸も解放されすぎていて、胃液に苛さいなまれる。

　昨日は耕こう造ぞうさんに襲しゆう撃げきされた。武装はハサミで、選んだ面相は憤ふん怒ぬ。まだ、怒いかり。狂きよう気きにも走らず、自分を保っているのは高得点だけど、伴ともなう行動で相そう殺さいされていた。

　耕造さんの来襲は、宛あてがわれた部屋で、伏見が二日ぶりに入浴している時のことだった。僕が「風ふ呂ろではまず何ど処こから洗うのかなー？」とか扉越ごしに苛いじめていたのは大いなる噓うそとして、そんな普ふ通つうのご家庭ならホッと一息吐つく団だん欒らんの時間に、乱入したのが耕造さんだった。

　もう少しで伏見が白状したのに、と舌打ちを漏もらしたはずがない。

　一いつ瞬しゆん、マユの代理で僕らを粛しゆく清せいしに現れたのかと勘かん繰ぐってしまった。個人情報保護法と縁えんもゆかりもない大おお江え家だけあって、鍵かぎのない扉はいとも容易たやすく侵しん入にゆうを許可する。

　耕造さんは武器と腕を振ふり回しながら、全員を殺し、最後に自決することで罪を滅ほろぼすどころかなかったことにする目もく論ろみを、聞き取り辛づらい怒ど鳴なり声で主張していた。

　それならまず自分から死んでくれと、付き合わされる方は主しゆ催さい者に愚ぐ痴ちばかり飛び出すけど、やはり順序の関係でそうもいかない。それで、最弱の僕が殺人のチュートリアルにおける練習台に任命されたと。

　浴室のシャワー音は、伏見の恐きよう怖ふ心から除じよ去きよされていたので「伏見には手を出してないだろうな！」と演技を入れたら耕造さんは存外に信用してくれた。僕が部屋から逃とう亡ぼうしたらすぐに追いかけてきてくれたわけで、素す直なおな人は好感が持てますね。

　悶もん着ちやくと通り抜ぬけの際に、脇わき周辺を軽くハサミで抉えぐられたけれど、逆にその程度で凌しのげたことに強運の到とう来らいを感ぜざるを得なかった。相手の体調も万全でないことが幸いしたといえる。

　そして、通路を、今の体力で出せる最速で駆かけ、階段を転げ落ちて物もの陰かげに匿かくまってもらい、何とかやり過ごした。誰だれかとすれ違ちがって、標的をそちらに移してくれないかという淡あわい希望は潰ついえたので、慎しん重ちように部屋まで戻り、まだ肌はだの乾かわききっていない伏見と共にトイレに立て籠こもった。

　その後、パン屋を営いとなんでいないので再襲撃されることはなかったけれど、緊きん張ちよう感かんで胃が捲めくり返りそうな一夜は、確実に僕らの寿じゆ命みようを縮ちぢめた手て応ごたえまで与あたえてきた。噓うそだけど。

　僕も伏ふし見みも、途と中ちゆうで別々の理由によって強制的な睡すい眠みんを施ほどこされた。僕は階段での転てん倒とうで、小康状態だった腕うでの痛覚が再発し、半ば気絶の形で意識を落とした。伏見は連日の睡眠不足により、活動時間の限界を迎むかえて。せめて交代で睡すい魔まと仲良くすれば良かったのに不用心もいいところである。

　だからこそ、起き床しようした時には感かん嘆たんの息が漏もれてしまった。最善を尽つくすのが大事なのではなく、最良の結果をどんな形であれ成立させることの方が重要であると、改めて身に染みた。

　耕こう造ぞうさんの襲しゆう撃げきがなかったことに対し、伏見は、「途中で寝ねたのかも」と予想していた。

　だけど僕は、耕造さんが殺害された可能性を考えていた。

　泥どろ臭くささと血生臭さの違ちがいが露ろ呈ていする瞬しゆん間かんである。

　部屋で大人しくしていようと通路でうたた寝していようと、殺される時は死ぬ。よって、座して待つより行動に出ると会議で決定された。まず、湯ゆ女なに防護の協力を持ちかけることにした。あいつは他者を捕食することもなく、殺害する意欲もない。そういう奴やつだと、確信している。信用ではないけど、理解はしているつもりだ。

　湯女の部屋を目指し、通り道となる広間に、安定しない呼吸と足取りで踏ふみ入る。

　餓が鬼きがそこにいた。

　僕と伏見は一度足を止めるが、既すでに気付かれてしまったので遁とん走そうも目線と、右腕の包丁で威い嚇かくし、封ふうじられる。

　部屋の隅すみで、茶色い昆こん虫ちゆうを捕ほ獲かくした菜な種たねさんは、左腕が包帯に包囲されていた。

「あ、どうもぉ。お久しぶりですねぇ」

　へらへらと笑って、僕らを牽けん制せいする。

　流石さすがに屋や敷しき内では血色の良さが群を抜ぬいていた。多少余分な肉付きも、維い持じ出来ている。

「虫がですねぇ、台所から出てきまして追っかけてたんです。食べ物は逃にがしませんよぉ」

　僕の目を捉とらえながら、二つの意味を兼かねるように捕食宣言してくる。

「その左手の怪け我が……誰だれに？」まさか自傷行こう為いの一いつ環かんで、自身の腕を食べたわけでもあるまい。

「あ、これはですねぇ……えへへ」

　はにかんでから、昨夜の大おお捕とり物ものについて、搔かい摘つまんで説明し出す。

　昨日、狂きよう犬けん病の耕造さんと生の亡もう者じやである菜種さんが交戦し、辛からくも勝利を収めたそうだ。腕一本を犠ぎ牲せいにはしたが、食しよく糧りよう事情が体格差を上回って撃げき破はに繫つながったらしい。

　瘦やせ衰おとろえた猫ねこは、栄養満点の野の鼠ねずみを窮きゆうさせることなく弱肉となったのだ。

「旦だん那な様、最後は拳けん銃じゆうを撃うとうと必死でした。弾たまが切れていたので、本当に惨みじめな姿でしたけど、危なかったですねぇ。私が殺されなかったのはぁ、貴方あなたのお陰かげですよぉ」

「………………………………………」

　伏見を見やる。小動物の目つきで菜種さんを警けい戒かいしているだけだった。立場が反対だったら、『余計なことしやがって』と恨うらみがましい視線で苛さいなんだに違ちがいない。噓うそだけど。

「湯ゆ女なと茜あかねは？」

「私に聞かれましてもぉ……旦だん那な様に壊こわされたか殺されたか食べられちゃったか、それとも無事のどれかじゃないですかぁ。今日はまだ見てませんし」

　若じやつ干かん、困り顔で返答する。それもそうだろう。他人の死活問題が、胃腸の満足度に大きく関かん与よしてくるからな。三日前には社交辞令として注文を伺うかがってきたけど、実際は貴重な食料を分け与あたえるつもりなどないはず。

「……怖こわい目ですねぇ、この虫はあげませんよぉ」

　おどけるように肩かたを竦すくめ、菜な種たねさんが僕の眼球を評価する。

　それから誤解を解くように、包丁と右手を左右に振ふった。

「あぁ、安心してください。貴方あなた達はまだ食べませんからぁ」

　人食いさんが、僕らの一時的な身の安全を保障する。

「貴方達は最後ですからねぇ……私と、このお屋や敷しきで一番の他人ですから」

「それはどうも」と心の舌を伸のばしながら御お礼れい申し上げておく。

　信用しきれるはずがない。

　そして僕らは、互たがいに背中を見せ合わないよう背走し、別れた。

　こうして、絶望系に閉じられた屋敷の人数が一つ減る。

　人は死体に、そして他人の糧かてへ転じていく。
















「お誕たん生じよう日びおめでとー！」

　十二月二十七日。冬休みの最中に、マユはみーくんを全身で祝福した。

　昼過ぎに起き床しようして即そく座ざに、ベッドの上で飛び跳はね出したマユ。

　僕は、自身の生年月日と何一つ数字が嚙かみ合わない一日をお祭り騒さわぎにされて、まずは困こん惑わくして窓の外に目線をやった。気象には特に異常がない。マユが御ご用よう達たしの電磁波の調子も良好そうだった。噓うそだけど。

　飛び跳ねすぎて息の荒あらいマユに抱だきつかれながら、昔のみーくんの誕生日だろうなと推すい測そくがついたので僕も、当時は完治していなかった右足に気配りしながら、ベッドのスプリングを堪たん能のうすることにした。

　来年も訪おとずれる予定の儀ぎ式しきなので、早めに慣れておこうと僕は安易に計算して、それと下の階の人にどう謝ったものか検けん討とうしながらグラスホッパーごっこに明け暮れる。

「きゃーきゅー」とマユが超音波のワラジを一足分履はき潰つぶして盛り上がる。

　僕はバッタの鳴き声って何だったかなぁと朧おぼろ気げな記き憶おくを探りながら「ぎゅいいいい」と断だん末まつ魔ま寄りの奇き声せいで迎むかえ撃うった。効果は、さほど上がらなかったようだ。

　醬しよう油ゆ系の色をした汁しるが噴ふき出そうな僕を気に留めず、マユが偶ぐう像ぞう崇すう拝はいによって微笑ほほえむ。

「おめでたですねー」

「それはむしろまーちゃんがいつか言われ、げふんげふん」

「みーくんが生まれてなかったら、まーちゃんは涙なみだで枕まくらを作っちゃうところだったのです」

「……まーちゃんは多才だねぇ」作れるか、と内心に備え付けのキーボードで打ち込みながら。

　少し、想像してしまう。

　みーくんがいなかったら。

　まーちゃんは、別の幸せを手放さないで済んだかも知れない。

「まーちゃんの誕生日も盛大に祝わないとね」

　そして今、マユはここで僕に騙だまされていないわけだ。

　……うーん、微び妙みようだ。

「おお、まーちゃんに内ない緒しよのぷれぜんとなんてあったりするのですな」

「いつも一いつ緒しよにいるから、秘密にするのは不可能かな」

「にゅふふ、そだね」と僕の後頭部に手を伸のばし、一層に抱だき合う形へ持っていく。

　ごしごしと、僕の首筋に無理に顔を突っ込んで、頰ほおずりしながら、

「生なまみーくんいる！　生まーちゃんいる！　幸せだらけで、噓みたい！」

　なんて、全肯こう定ていを公おおやけとするマユ。生なのは、片方だけなんだよねぇ。

　欲が一面を除のぞいて欠落しきった故ゆえに、磨みがき抜ぬかれた不純を内包する精神の終着点。

「まーちゃんねー、一人だと自分のこと全然好きじゃないの。でもみーくんがまーちゃんって呼ぶとね、なんか色々気にならなくなること山の如ごとしなの」

　どっちだよ。

「だからみーくんは、まーちゃんのものじゃないと駄だ目めなんだよー」

「……そーね」もの凄すごく強引な自己への結び付け方だな。まーちゃんは蝶ちよう結むすびも人任せだからなぁ（噓うそである）。

「でね今日はね、みーくんの好きなカレーなのだ」と、耳を息でくすぐりながら宣言してくる。

「……ほほぅ、黄ばんだ野菜と肉の汁しるですか」額から二本ほど、青線を引きたくなる。

　マユの作るカレーは味つけが尖とがりすぎて、実は少し苦手。味を楽しむ懐ふところが舌にあるわけない。

「むー、反応が薄うすいぞ。みーくんはもっとね、こうわっほいわっほいって感じになりなさい」

　炭たん坑こう節ぶしみたいな手つきで僕に不可解な要素を要求してくるマユ。いや、本当に分からん。

「それはね、まーちゃん本体の方が好ましいからだよ」などと童話の狼おおかみ調にお茶を濁にごした。

　その後、ベッドの上でしがみつかれてそのまま転がり回って脚きやく部ぶの治ち療りように支障を来きたしたのは記述するまでもない。

　……多少の問題は根付いていたけど、流れ自体は穏おだやかな触ふれ合あい。

　そんな一日を通りすぎて、今の僕はここにいた。

　ああ、それと本日は四月十日だ。

　今日も快晴、外は洗せん濯たく日和びよりで中は鉄てつ格ごう子しが狂くるい咲ざき。

　ベッドのシーツを干すと、お昼ひる寝ねまーちゃんもご機き嫌げんです。
















　四月十一日。

　生きることに伴ともなう苦痛が表面まで出しゃばり始めた。鈍どん重じゆうな内臓と、蛆うじに集たかられているようなざわめきが続く腕うでの患かん部ぶ。そしていやに冴さえた五感の取り合わせが身体からだの無能を浮うき彫ぼりにする。

　伏ふし見みは、僕の傍かたわらで眠ねむっていた。すっかり昼夜逆転の生活となって、今日も温ぬくい日ひ射ざしが窓から切れ切れに降り注ぐ段階（一般的なご家庭に現在このようなことが起きているとご想像下さい）となってようやく、瞼まぶたが宇宙から帰き還かんしたように疲ひ労ろうした。

　僕は、睡すい眠みん欲まで瘦やせ細ってしまったように目が煌こう々こうと気味悪く冴さえて、暗くら闇やみの中でさえ時折、出来の悪い光が目の奥へ舞まい込んでくる症しよう状じように見舞まわれていた。欠伸あくびも出なくなっている。

　そして、ジッと身を縮ちぢこまらせて退たい屈くつに降りかかられていると、内臓を搔かき毟むしりたくなるほどに身体の中身がささくれ立つ。

　昨日も外に出ていないので、散歩に興じたい。日光浴も森林浴も規制された外界は扉とびらのすぐ向こうに広がっているのに、伏見が起き床しよう中に外出することは、賛成が一で反対が一の構図を生み出すようになってしまったので、口なしとなっている今の状じよう況きようでしか僕の欲求解消は果たせないのである。僕の欲は何を求めているのか、本人にも理解し難がたい。

　通路に出て、指先に鍵かぎを引っかけて、苦心して施せ錠じようする。それから単独で一階へ、景けい子こさんを見学に向かった。

　ご無ぶ沙さ汰ただった景子さんの死体は、いつの間にか本格派になっていた。風向きが変わればかろやかに腐ふ臭しゆうが窓から入り込み、鼻の曲がるような換かん気きを施ほどこす異物に転身している。

「……普ふ通つうに死んでるな」

　この屋敷で、着色はさておき唯ゆい一いつ原型を留とどめている死体に、僕は愚ぐ鈍どんな新しん鮮せんさを覚える。

　大おお江え景子。死んだふりでも計画は達成出来たはずなのに律りち儀ぎに生死を再現した黒幕。

　貴方あなたが歓かん迎げいしてくれた時、僕はもう少し形なり振ふりを構って、疑いを持つべきだった。

　甘い話には裏がある、という基本さえ見失っていた。噓うそだけど。

　裏があろうと話に乗って、足あ搔がく必要のある時だってあるさ。こんな僕でも。

　しかし、大江一族の血を引くのは、これで茜あかねだけとなったわけだな。いや、茜の出しゆつ所しよさえ怪あやしいな、この家の価値観を照らし合わせると。

「……ん？」

　何かの軋きしむ音がして、それに耳と首が釣つられる。時間をかけて、丹たん念ねんに振ふり向く。

　通路の奥、役立たずの金庫と役を貰もらえなさそうな古めかしいロッカーの並ぶ壁かべ際ぎわ。そこに現在進行形で『徐じよ々じよに白骨化する』という能力の影えい響きよう下にいそうな、肉体から無む駄だを省きすぎた大おお江え湯ゆ女ながロッカーの扉とびらを開け放って現れた。今日は、池いけ田だ浩こう太た君の身体からだに散見された年季の入った緑みどり痣あざみたいな色の浴衣ゆかたに、願書に凧たことか記しても全く問題なく受理されそうな身を包んでいる。昨日は相あい見まみえなかったので、てっきり既すでに救助されたかと勘かん違ちがいしていた。涼すずしい噓うそをつくのは高等技術で、僕には手が出せそうにないな。

「どういう現れ方だよ」

　未いまだ安定感を欠いていない足取りで不用意に、十分に僕へ接近してから、湯女が口を開く。

「誰だれかこっちに来るのを察したから、隠かくれてみたの。菜な種たねだったら困るでしょう？」

「………………………………………」

「何な故ぜ不服そうに唇くちびるを尖とがらせているの？」

　指で僕の口に触ふれて確かめながら、耳元で囁ささやいてくる湯女。鳥とり肌はだがわくわくしすぎて脱だつ皮ぴしそうになっている。ただでさえ少量となった肉つきなので、留とどまることを希望するという噓うそ。

「隠れるのは別に良い。けどロッカーを利用するのが嫌いやなんだ」

「あらどうして？　ここは二人だけの秘密の場所よ」

「せめて一人で秘蔵されていてほしいんだけど」

「つれないわね。ロッカーに閉じ込められて隙すき間まから三日前の牛乳の残りでも注入された過去があるのかしら？」

　僕と考え方が丸まる被かぶりなだけだよ。

「説明するのも億おつ劫くうだから、僕と彼女の同どう棲せい日記、第二巻を参照してくれ」

「まぁ、貴方あなたの私生活は随ずい分ぶんと大衆化されているのね」

「全くだ。個人情報保護法は怠たい慢まんもいいところだな」

　なんて、次元を捻ひねった大人の会話はそろそろお流れとして、特に本題がないので困った。

「………………………………………」僕の無言。

「……、……、……、……、……、」湯女の、無言の類似品。

「退たい屈くつね。貴方お得意の弁舌は？」

「退屈だからネタが不足してるんだ」

　卵と雛ひなの先着順を言い争うようなやり取りに対し、湯女は大おお仰ぎように頷うなずく。

「そう、私も退屈。貴方達、日中はどうやって余よ暇かを満まん喫きつしているの？」

「んー、一人椅い子す取りゲームとか」

「それ世間では着席というわね」

　学校に通っていない十八歳さいにしては、世俗的な突つっ込みだった。

「貴方や私みたいな人種は得ね。暇ひまは持て余すけれど、恐きよう怖ふは放はなし飼がいでも平気だもの」

「問題への対処法に気付いてなければ、もう少し慌あわてふためいたかもね」

　特に僕は、この土地に対して色々と、怨えん恨こんをろ過したものが沈ちん殿でんしているわけで。

　湯女から景けい子こさん、失礼、死体の方へ目を向ける。生暖かく腐くさっていた。

「茜あかねはどうしてる？」と、湯ゆ女なを見ないままに尋たずねた。

「桃とう花かの部屋に良く出しゆつ没ぼつしているわね。意図は酌くめないけど」

「故人を偲しのんでいるんだろ」と経験、思し慮りよの両面が不足した見解を述べる。

　湯女も僕の脇わきから窓を覗のぞき込み、景けい子こさんを見下くだす。見下ろした、ではなさそうだった。

「ここに、何しに来てたんだ？」

「私達より早く肉体が落ちぶれていくお母様を眺ながめて、暇ひまを潰つぶそうと思って」

「……景子さんを恨うらんでたりする？」

「まさか。とても感謝しているわ、だから死体も利用してあげないと」

　湯女は当然を滲にじませた口こう端たんを崩くずさず、歪ゆがんだ微笑ほほえみで一いつ笑しように付した。

　そういう考え方もあるかな。

「実際、景子さんはなんでこんな遊びを始めたのかな」

「……うぅむ、お母様はただの屍しかばねではないのに、返事がないようね。聴ちよう覚かくか舌、どちらが腐くさって使用不能となっているのか興味津しん々しん」

「いや、きみへの質問。母親のことだろ」と冗じよう談だんめかす。

　対する湯女は軽口を維い持じしながらも、神しん妙みように面つらの皮の位置をずらした。

「気に障さわった？」「貴方あなたが私の立場で、そんな感情が芽生えるとでも？」

「勿もち論ろん。僕は滅め茶ちや苦く茶ちやにマザウマなんだ」

「マザウマ？　魚の名前？」

「マザーにトラウマの略りやく称しよう」噓うそだけど。新しん機き軸じくの日本語を開かい拓たくするには至らなかった。

　湯女が僕の戯ざれ言ごとに見切りをつけ、お母様とやらを見下ろす。僅わずかな時間、一方的な睨にらめっこをこなして、そちらも見切りを終えた。

「お母様の死体をこうして眺ながめても、やってみたかったから、以外の理由が思い当たらない」

「ふぅん、そうなると景子さんはまるっきり子供だな」

「そうよ。私を大江家に編入させたのもきっと、聡そう明めいに才覚溢あふるるワタクシを是ぜ非ひにとスカウトしたのが動機だったのよ」「噓だけど」

　景子さんか湯女、どちらの代理か判別つかないまま、業務を果たす。

　それから、僕は興味の対象を僅かに左へ傾かたむけた。

「誘拐されたのに、感謝してるんだ」

　僕は誘拐されたわけじゃないけど、まーちゃんの存在を考慮すると質問が飛び出るのも許容。

　湯女が、浴衣ゆかたの衿えりを直しながら空気の真ま面じ目め度を緩ゆるやかに上昇させた。

「本当に母と思ってもいいと、錬れん磨まされた感謝の念に溢れたのは最初の三ヶ月程度が限界。けど、それでいいじゃない。長々と、糸が切れないだけに気を遣つかって引き伸のばすよりよっぽど健康的よ。人が相手に何かを持ち得ることは、量と質が一いつ瞬しゆんでも常識を上回ればいいの。その一瞬に到とう達たつしさえすれば、その後は絆きずななどというものは不要だわ」

　刹せつ那な主義の亜あ流りゆうを僕に弁舌して、息切れに目を白黒させる湯ゆ女な。体力が慢まん性せい的に底辺なのに、一気に喋しやべりすぎた所せ為いだ。額を若じやつ干かん押さえながら、尚なおも湯女は体力を言葉に置き換かえて吐はく。

「貴方あなたの、それに対する意見を要求してみるわ」

「そういう哲学は苦手だよ。考えたこともない」

「あら、考えたこともないのに苦手とは聡そう明めいに見識溢あふれるお方ですこと」

「苦手だから最初の一歩を考え出すことが無理なのだ」

　なんて比較的和なごやかな会話をこなしていたら、風向きが逆風となり、危き惧ぐしていたことが猛もう威いを振ふるった。

　穏おだやかな春の気候に、悪あく臭しゆうが馴な染じむ。澱よどんで、滑すべる空気が肌はだの意識を溶とかす。

　湯女は鼻を摘つまみながら、窓より一歩分の距きよ離りを取った。

「私はそろそろ部屋に帰るけど、天あま野の君は？」

「その名字は現在、佐さ内ないさん限定で、使われておりません」

「あらそう」と少しも未練なく、嫌いやみを放ほう棄きする。

「もう少し屋や敷しきの中を歩いてから、僕も部屋に戻もどるよ」

「ああ、彼女を部屋に置き去りだものね」

「三さん人にん称しようとしてそれは正しいけど、関係を言い表すのには不適切だな」

「噓うそだけど、ってところかしら」「そんな噓を健全な高校生がつくかよ」

　そうして、湯女が去る。

　見届けることもなく肩かたの力を抜ぬいて、成果に頰ほおがにやつく。

　文章が被かぶらないようにと、腹筋を引きつらせながら喋ってやった甲か斐いがあるというものだ。

　格式張って、噓だけど。
















　四月十二日。肉体が、限界を迎むかえ出そうとしていた。

　目覚めた時、カーペットに足が埋うもれているのかと思った。怠だるく、上げることの困難な両足。吐はき気けが胃を痛めつける。今、何を吐き出せと言うのか。

「伏ふし見みぃ……生きてる？」

　枕まくらに顔を突つっ伏ぷし、手足の伸のびきった、そのままだとミイラになりそうな伏見に声をかける。

　右足の踵かかとが、少しだけ上がった。手帳を使わず、横着な奴やつめ。昨日から服を着き替がえようともしていないし、大分参っているようだ。そういえば、下着はどうしていたんだろう。下はともかく上は、屋や敷しきの女性と互ご換かん性を持たせることが難しいとお見受けするけど……手洗いかな。

　そのあたりを粘ねばり腰ごしで言げん及きゆうして、空腹と痛覚を絶やさず欠かさず投とう与よしてくる時間に刃は向むかいたかったけど、とても今の伏見に無む理り強じいは出来ない。これ以上、無理を積み重ねたら身体からだより精神が先に崩くずれ落ちそうだ。心は材料がないから、大工も腕うでの振ふるいようがないし。

「……約束、もう一度確かく認にんしとくけど」

　伏見から返事がないことを前提に、一方通行な会話を展開する。

「もう少し経たったら助かる……ん、助ける。これは、希望とか強がりじゃなくて、確定事じ項こうだ。だからもう少しだけ、頑がん張ばれ」

　途と中ちゆうで約束だったことを思い出し、言葉の主語を変へん更こうする。

　まさか、恋こい日び先生が定期連れん絡らくの不備に対し、何かしらの反応を示すなんて期待してるわけじゃない。自分で踏ふみ込んで、救きゆう援えんを人任せに出来るほど僕は人を信しん頼らい出来ない。

　人の命一つ分の責任を背負えば、多少は心も奮ふるい立つだろう。僕だって息をお引き取り願われそうな立場なのだ。そこは、菜な種たねさんの腹具合次し第だい、いわば腹はら先さき三さん寸ずんでもある。

　伏見の左足が浮き上がり、足首を回す。

　貰もらった水の分は、借りを返さないとな。利子がつくかは怪あやしいけれど。

　背中を反そらし、顎あごを上げると、上じよう物ものの椅い子すの背もたれがすっかり軋きしむようになってしまった。

「………………………………………」

　うだつの上がらない高校生活の三年間より長なが丁ちよう場ばとなりそうな、もう少し。

　ここは、胸がもたれて胃が重くなるような哲てつ学がくでひとまず凌しのぐ他ほかなかった。

「うあー……」

　そんなもの生産してる余力があるなら身体の維い持じに回せと、各所から苦情が舞まい込んできた。

　養分、大人気である。

　そんな中、人生は退たい屈くつを潰つぶす為ために生きて、それに最適なのがマユなのかなぁと、普ふ段だんから蔑ないがしろにされていて意識が朦もう朧ろうとする脳のう味み噌その呟つぶやきが、頭ず蓋がい骨こつに反はん響きようした。

「……ぼえー」

　放置していたら、脳が勝手に吟ぎん味みし始めた。

　伏ふし見み柚ゆ々ゆは献けん身しん的で、問題行動もなくて、危あやうい発言もなければ、他ほかの女性と会話することも許容するし、大体控ひかえめで、しかし一点集中に胸が豊かだ。最後の項こう目もくは人により好みの個人差があるとしても、僕からすれば指定校推すい薦せんであり年収一億二千万でありドラフト逆指名でありフジヤマジャパンなのである。噓うそだけど噓だけど噓だけど。三度は繰くり返さないと信用して貰もらえない空気だったので、伏見柚々モドキに内心だけなってみる。

「……ほんと、脳に栄養が足りないよな」普ふ段だんからこの程度だという空そら耳みみの反論は無視だ。

　つまり何を結論づけたいかというと、年とし頃ごろの男子がこうして一いつ緒しよの空間を共有していたら、かなりの確率で惚ほれそうな人材であるということを何となく主張したい。

　僕も、まぁ色々と渦うず巻まいたり一いつ本ぽん釣づりだったりモリで鯨くじらを一ひと突つきというか。

　いやいや、僕はまーちゃんに虚きよ偽ぎながら一直線なんだけどね。

　僕が何の為ためにこの屋や敷しきで、生きることを選せん択たくし続けているかと自問すれば、答えは多くも少なくもない適量の、たった一つだった。

「……何でかねぇ」マユを、僕が選んできた理由。尻しつ尾ぽさえ摑つかめない、霞かすんだ思考。

　野放しの感情を、僕はいつもただ見送る。

　気付けず、悟さとれず、曖あい昧まいに。

　……刺し激げき的な日常には、事欠かないけどさ。
















　四月十三日。自分が時折、歪わい曲きよくするようになってきた。

　隙すきあらば過去の自分が混入を果たそうと、躍やつ起きになってくる。肉体が老化より不自然かつ急速に衰おとろえている所せ為いか、抵てい抗こう力が蜂ほう起きせずに燻くすぶっている。

　まず乗っ取られるとしたら胃腸付近か。　ん、脳のう味み噌そ？　元から合わせ味噌だよ、何を今いま更さら。胃は現在最も退たい屈くつしている部ぶ署しよであるから、却かえって乗り気で借用権を譲ゆずると推すい測そく出来る。水分補給という生存の観点から捉とらえると、消化器官を占せん拠きよされるのは死活問題ともいえる。地下生活を満まん喫きつさせられすぎていた頃ころのぼくが人生の継けい続ぞくを望むか、非常に疑わしい。冷静に客観的に、自己評価を下して信用ならないと結論を導き出すのは早計と強引に値あたいしない。内臓の主張や言い分を無視して防衛を固める必要があるだろう。

　両腕うでに関しては幸いにも、奪だつ取しゆされたところで大たい勢せいに影えい響きようを与あたえない。自決にしても人、取り分け伏ふし見みを巻まき添ぞえにすることは困難を極きわめるだろうから、その点は安心して良い。そう伝えようかと彼女の顔を覗のぞき込んだら、就しゆう寝しん中だったし腕も稼か働どうしないので首とか特に何もしないで放置して安あん眠みんを約束して逃にげ出した。椅い子すにふんぞり返って返りすぎて背もたれごと、床ゆかへ倒たおれ込む。その付近で痛覚の誤作動が正常化し、僕は我に返る。

　下した敷じきとなった右腕を保護する寝ね相ぞうとなってから、赤いカーペットに目を眩くらませた。

「……噓うそ、とか抜ぬきに妄もう想そうしてた」

　架か空くうの内臓戦争を勃ぼつ発ぱつさせる寸前に陥おちいっていた。心臓の警けい鐘しようが、喉のどにまでせり上がってくる。

　空腹が際きわ立だって、状じよう況きようが監かん禁きん時に似通ってきている所せ為いで、不安定が増長している。

　いつ「かゆ、うま」とかに陥っても不思議じゃないわけだ。伏見と同室で過ごすのは、取り止やめるべきなのかな。

　でも、僕の方が独ひとりきりだと破は滅めつしそうなんだよな。

　何だか随ずい分ぶん、僕はヘタレに傾かたむいてきている。誰だれの所為なのか影えい響きようなのか、成長なのか。

　今の僕の心は、如い何かなる感情を好物として捕ほ食しよくしているのだろう。
















　四月十四日。僕は大だい丈じよう夫ぶであることをまだ放ほう棄きしていない。

　視界は昼間なのに赤黒が主流となったけれど、流は行やり廃すたりがあるので大丈夫。

　嗅きゆう覚かくは伏ふし見みの匂においで一いつ杯ぱいだったけど、食欲には連動されないよう気を遣つかったから大丈夫。

　聴ちよう覚かくは何も聞かないから大丈夫。

　味覚は死んだから大丈夫。

　触しよつ覚かくは対象がないから、大丈夫。

　伏見は動かないけど、いつものことなので大丈夫。……あれ？　跳はねたよ？

　動いたってことは、大丈夫じゃないのでは。むしろ一大事。

　僕は伏見を追いかけた。大丈夫なはずの足は澱よどんで、へたばる。

　伏見が手て杓じやくで汲くんできた水を、僕の顔面にぶちまけた。

　それで僕は、何一つ平気じゃなかったことを突つきつけられる。

　同時に、何をさらけ出していたかも振ふり返らされる。悔かい恨こんと胃液が、喉のどを通過する。

　そうして、叫さけぶ直前。伏見に「謝らなくていいから」と、諭さとされた。

　僕の貧困な語ご彙いは、その縛しばりに容易たやすく音を上げる。

　困りすぎて、「ありがとう」ぐらいしか思いつかなかった。

　僕が脆ぜい弱じやくなことを、伏見は笑わなかったから。
















　噓うそだけど。

　その万能さには、舌を眼球で巻いて献けん上じようしたくなるほどだ。

　伏ふし見みに感謝していたら、菜な種たねさんは扉とびらに肩かたと包丁を引っかけながら立ち去った。

　……舌の根が涙なみだを浮かべそうだ。何だか、噓っぽくないな。

　それでも尚なお、僕は信しん頼らいに値あたいすると認められたのか。

　伏見とまた違ちがう方向性で、どうしようもないものである僕を既き知ちに取り入れて。

　健常を装よそおうべき日常の為ために、僕が隠かくし続けていたものを目まの当あたりにしたはずなのに。

　伏見の中で、人間に対する不等号はどう整理をつけているのだろう。

　口約束に過ぎないものを信じ、男手を失っている僕を頼たよるように。

　昨日の僕より、今日の菜種さんを拒きよ否ひするように。

　伏見は僕の影かげの形に収まる。

　手にはしっかり、研とがれた刃は物ものが添そえられている。

　唐とう突とつに菜種さんが部屋へ見回りに来た。

　昼下がり、僕の症しよう状じようも小康となって、ゆずゆずとの会話が成立していた頃ころ合あい。

　四月十五日。まるで夜から昼を迎むかえたように、僕の脳のう味み噌そが反転していた一日。
















　四月十六日は言いました。

　おとうさんは殴なぐれました。おかあさんは躾しつけました。おにいさんは座られました。

　にもうとは足だけ飛びました。にもうとのおかあさんは絶える息を見つけました。

　たけだくんは拘こだわられました。わきたさんは絵の具が白いでした。かねこはＡの側そばでした。

　ながせは好きでした。いっきは好かれました。わたらいさんは苦くなりました。

　こうたくんはあげられました。あんずちゃんは逃にげられました。

　いちみやは招かれました。よしひとは階段でした。びわしまは踏ふみつけました。

　おじは笑わされました。おばは蹴けり上げました。

　すがわらは生きられました。

　なつきさんはごまかしてみました。

　こいびせんせいは抗あらがえました。

　ふしみはいました。

　まーちゃんは何ど処こまでもでした。

　四月十六日は全すべてそう言いましたが、僕は分からせませんでした。
















　四月十七日。

















みえないものがいつまでもきえない


















　四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。四月十八日。精神の峠とうげを越こえて日付の活用を思い出したので、これの繰くり返かえしで一日を潰つぶしきろうと朝から頑がん張ばり、三十分で挫ざ折せつした。

　しかし、本日は四月十八日。昔、ちょっとした事件の終わった日。

　マユの両親を偲しのぶ。みそのマユを偲ぶ。すが原道ざねを偲ぶ。父親は地下に忍しのんでいろ。

　妹の母親に、祈いのる。

　最後に、ぼくを埋まい葬そうした。
















　そして、

　四月十九日。

　朝も早くから菜な種たねさんが、冷蔵庫への仕入れを間に合わせる為ために大おお騒さわぎで目当ての獲え物ものを探している。お目当てのものが探し回って見つからないのであるなら、僕らにとっての福ふく音いんだ。

　屋や敷しきの滞たい在ざい人数が、更さらに減少を辿たどったということだから。

「ああ、そろそろいいのか……」

　僕みたいな人間でも、つい頰ほおをほころばせてしまう良い知らせだった。

　じゃあ、十八泊ぱく十九日の旅から帰るとしますか。

　忘れ物と、お土産みやげは、問題なしと。

　憔しよう悴すいしきり、二足歩行は出来ても走行が不可能になるまで退化した伏ふし見みを立ち上がらせる。

「さぁ、外の空気でも吸いに行くぞ」
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　堂々と、通路の真ん中を歩く。トンチ小こ僧ぞうに難なん癖くせをつけられない為ために、対策として。

　噓うそだけど、冗じよう談だんが出で張ばる程度に余よ裕ゆうは保たれている。

　恐おそれる必要がなくなったのだから、心は働かなくても構わない。

　階段の前で、血ち眼まなこの菜な種たねさんに遭そう遇ぐうした。

「あらこんなところに人肉が」

　不吉極きわまりない歓かん迎げいのされ方だな。玉たま葱ねぎが床ゆかに転がっていないから、気も逸そらせそうにない。

　僕は詰つめ寄られる前に、危害を加える意思を遮さえぎるように、こちらから情報提供の意を晒さらす。

「湯ゆ女なと茜あかねの居場所、教え、ましょうか？」

「……知ってるんですかぁ？」

　食事の偏かたよりの所せ為いでカルシウムが不足したのか、舌打ちに近いものを疑問に混ぜてくる。

「ええ」

　菜種さんが僕の真しん偽ぎを値ね踏ぶみし、その後に、にたつく。

「教えていいんですかぁ？」

「二人の行方ゆくえが、明らかにならなかったら、僕らが先に殺害……されるでしょうから」

　息いき継つぎを挟はさまないと、長文が喋しやべれなくなっている僕を、菜種さんが嘲ちよう笑しようする。

「生いけ贄にえ？」

「……否定は、しませんけど」

　菜種さんから顔を逸らし、伏ふし見みと目を一度合わせてから歩き出す。僕らの背中と一定の距きよ離りを取り、その停車中の電車以上、時計の秒針以下の速度で前進する案内人を追い越こさないように歩調を緩ゆるめて追ってくる。

「貴方あなたは、私みたいに生きようとしないのが、何だか不思議なくらいですねぇ」

「ああ、そうですね……」

　ひょっとしたら、僕はあなたより命が好きな、惨みじめな生きたがりかも知れませんね。

　噓くさいけど。

　階段を下りて、左右とは何だったかを、数秒かけて記き憶おくから引っ張り出す。一いち夜や漬づけで復習したその内容を思い返してから、左に曲がり、直進する。

　広間を抜けてさらに左折。そのまま奥へと進んで、二つ並ぶ部屋の手前で、立ち止まった。

「奥様の部屋？」

「ええ……そうです。僕と湯ゆ女なが逃にげ場ばを厳選する為ために検証して、ここのトイレの鍵かぎが特別に丈じよう夫ぶに作ってあることを発見しましたから、いざとなれば先着で利用しようって、決めました。菜種さん、今まで気付かなかったんですか？」

「そうですねぇ……。奥様は部屋を、自分で掃そう除じしてましたから」

　未いまだに思春期かよ、あの人。

　半信半疑の表情で、菜な種たねさんが僕と伏ふし見みの前へ出て、先頭に立つ。食しよく糧りよう事情により体力の有り余っているお肌はだてかてか菜種さんが、生命残量１の僕らを守る自然な形となった。噓うそだけど。

　包丁を構え、警けい戒かいを払はらいながら踏ふみ込む。僕と伏見も、後に続いた。

　白はく刃じんを一ひと振ふりしながら部屋の中央に立った菜種さんに、反応するものはない。

　この屋や敷しきで最初にもぬけの殻からとなった部屋は、今も尚なお、中身の出入りを拒こばんでいた。

　埃ほこりが立つほどに、無人の部屋。

　菜種さんが首を左右に巡めぐらせた後、僕らへ振り返る。

「トイレに、いるんですよねぇ？」

「はい」深々と顎あごを引き、情報への自信を示す。

「これが噓だったら、貴方あなた達を先に食ーべちゃいますよぉ？」

「噓だったら後についてくると思いますか？」

「……それもそうですねぇ」と僕らの足あし下もとを値ね踏ぶみしながら、不確定な納なつ得とくをする。

　タンパク質の不足した足あし腰こしでは自分から逃にげきれない、と判断したわけだ。

　そう軽けい々けいに物事を型に嵌はめたなら、こちらもこれ以上の口出しは不要だな。

　噓だけど、って。

　僕らがついてきたんじゃなくて、あなたをここへ連れてきたんだ。

　遠方より忍しのび寄られて背後から襲おそわれるよりは、間近で危険の背中を見据すえていた方が、まだ安全。

　そして菜種さんは、背中を見せることの意味を、一つ失念している。

　幾いくらあなたが人間離ばなれした食生活を送っていても、背面に眼球は宿らない。

　伏見に目配せする。事前の打ち合わせもあって、伏見は菜種さんを目め聡ざとくしない程度に頷うなずいて了りよう解かいを示す。

　菜種さんが、部屋の奥にあるトイレと浴場の方へ摺すり足あしで移動し出した。

「でも貴方、普ふ通つうに人を裏切ってるんですねぇ。酷ひどい人です」

「菜種さんに言われると、冗じよう談だんにしか聞こえませんね……」

「偏へん見けんですねぇ、私は誰だれも裏切りません」

「……そうですね」

　味方じゃない人に対して、噓をつくことは騙だますと表現されます。

　菜種さんの膝ひざ蹴げりが、トイレの扉とびらに直ちよく撃げきする。手間取らせている食料への苛いら立だちかな。

「鍵かぎが丈じよう夫ぶだっていうなら、どう壊こわしましょうねぇ」

「………………………………………」

　坂ばん菜種が、まずは試ためしにとドアノブを捻ひねる。

　そして僕とゆずゆずは、試し行こう錯さく誤ごもなしに人生の継けい続ぞくを試みる。

　菜な種たねさんがノブを回しきって引くと、「あらぁ？」容易たやすく、鍵かぎのかかっていない扉とびらは壁かべ役から解放された。

　そして勿もち論ろんながら、障害なく開いたトイレの中身は便器だけだった。

　所用を済ますことなく、扉を開けっ放しのままに、菜種さんが振ふり向く。

「噓うそつきはおしおき……」

　そして、舌は栄養失調なのか動作から精せい彩さいを失った。

　まだ草むらに倒たおれ伏ふしている僕と、何とか二足で身体からだを支えている伏ふし見みが、

　窓の外に、

　屋や敷しきという空間の外に出ていることに、菜種さんが開いた口を塞ふさげなくなった。

「外で鬼おにごっこする人、この指とーまれっ……」

　息も絶え絶えながら無む駄だに徹てつし、持たざる者へ簡素な嫌いやみを与あたえる。

　菜種さんが目を丸くしたまま、包丁を投げ捨てて拙つたない足取りで駆かけてくる。そして鉄てつ格ごう子しを摑つかみ、肩かたが勢いよく引っかかってしかめ面つらとなった。尻しりを床ゆかに叩たたきつけそうになるのを、しなやかな足首と歪ゆがんだ膝ひざ関節で支える。

　そんな体型だったら格子の隙すき間まを通れないだろ。そうでないと、僕らの身体の意味がない。

「あり……ん、あ、あーあーあー……ふぅ」

　ありのまま今起きたことを話そうとしたら、喉のどが詰つまった。唯ゆい一いつともいえる武器の舌も回らず、初めて体調不良に恨うらめしさを募つのらせた。噓ですから、放ほうっておきましょう。

　僕の助言などなくとも全ぜん滅めつは、免まぬがれたようだし。

「……なに檻おりから勝手に抜ぬけ出してるんですかぁ、放はなし飼がいなんか許可してませんよぉ」

　冷静というよりは、感情を起き伏ふくさせる方法に着手出来なくなっている印象の菜種さんが、不平を漏もらす。それが彼女なりの、日常の継けい続ぞくなんだろう。

　足だけの匍ほ匐ふく前進、というより蛇へびの挙動で菜種さんの手が届かない位置まで移動してから、震ふるえで上下の収まりが悪い唇くちびるを開く。

「これが、景けい子こさんの用意した……脱出経路、ですよ」

　別に隠かくし通路ではない。堂々と、人目につく位置に存在していた。ただ、意識の死角に入り込むのが上手な、敢あえて言えば瘦やせ通路か。そのまんまである。

　景子さんの部屋の窓に、横の鉄格子が設置されていない理由も、至し極ごく単純。こうやって、満まん身しん創そう痍いの類似品みたいな身体になって縦の格子の間をすり抜ける為ためだ。

　まずは伏見が肩を突つっ込み、身体をねじ込んで庭へ脱出した。実は上半身で引っかかったりしないだろうなと密ひそかに心配して見守っていたけれど、杞き憂ゆうに終わったので僕もそれに続いた。

　伏見に補助してもらって、草むらに潜ひそむ兵士から陽気なボブに進化する。チューインガムを咀そ嚼しやくしたいところだけど、今そんなことをしたら喉に詰まって窒ちつ息そく死しそうだ。歯も嚙かみ合う能力が損なわれているし、口内は乾かん燥そうしきっている。

「放牧はお終しまいですのでぇ、早く戻もどってきなさい」ちょいちょいと手招きされる。

「すみません、玄げん関かんが塞ふさがってることを……知った時から、狙ねらってましたので……戻れません」

「お腹なかが空すいてるんでしたら、残り少ないお肉をご馳ち走そうしてあげますからぁ、ねぇ？」

「……本ほん末まつ転てん倒とうは、ちょっと」不健康な断食をしていた、本命の理由だし。

　命を強制的に懸かけさせられたダイエットの成果は、この窓を抜ぬけることで証明されたわけだ。

　菜な種たねさんの柔にゆう和わさ溢あふれる正直な歪ゆがみが、美び醜しゆうさえ超こえて痛快に僕を咎とがめる。この人を夏の子供向け映画で上映すればそれだけで、肝きも試だめしも兼かねそうだった。

「全く、その出口を早めに教えて頂いていたら、皆みなさんにあんな粗そ悪あくな味わいを振ふる舞まって不快な思いをさせることもなかったわけですよねぇ。それが私のお仕事とはいえ、やっぱり太郎さんは、酷ひどい人です。味にうるさくない人はこれだから……」

　歪んだ声調、歪わい曲きよくした感情、曲がりくねった愚ぐ痴ち。

「………………………………………」

　僕が謝罪出来る方向性に、菜種さんは思考の流れを保っていないようだった。

　あなたは価値観が逆どころか、人間の枠わく組ぐみさえ突とつ起き物だらけの異い形ぎように変態させる劇薬の一種だったようだ。そんな菜種さんなりに、自身の普ふ通つうを見失わないよう適応し、この屋や敷しきで十九日間を生き抜ぬいた結末が、今の愚痴なのだろう。

　それは、顔をひそめる内容じゃない。価値観への傾けい倒とうは、僕にだって共感出来る姿勢だ。

　だけど、無罪というわけにもいかない。

　結果として、あなたが殺害し、死肉を喰くらったのは既すでに確定事じ項こうなのだから。

　それで罪がないと、根本から否定するのは、悪事も悪意も重ねていないから殺されないなんて、馬ば鹿かげたことを信じるようなものだ。

　人間、どんなに善良だろうと殺害される可能性はあるし、

　どれだけ悪事をこなしても、報むくいがあるとは限らない。

　正直者が馬鹿を見るのが間ま違ちがっているというなら、

　馬鹿を見ないように、正直に生きるしかない。

　僕の場合は、自分と馬鹿を噓うそで覆おおって、正道の開かい拓たくを阻はばんでいるけど。

「でもこっちにも……つご、都合、ありましたから……」

　だって、死なないとその人の部屋が開放されないじゃないですか。年とし頃ごろの娘むすめさんが多いお家うちで、家探しするわけにもいかない。生前の景けい子こさんと、住人の許可なく部屋に入らない約束もあったし。だから死人に口と部屋はなし、という状じよう況きようを屋敷に蔓まん延えんさせる必要があった。

　僕は、目的を見失うわけにいかなかったんですよ。

　マユをまーちゃんに戻したいから、ここに来たんだ。

　僕とマユの愚直な欲望の為ために。みーくんとまーちゃんの爛ただれた絆きずなの為に。

　それに、謎なぞを弄もてあそんだ日にこの解決法を発表したら、あなたや耕こう造ぞうさんが逆さか恨うらみで僕を殺すかなぁ、なんて要いらない心配を小心者は備えてしまったわけで。そして何より、二日目にこの逃とう走そう経路を公おおやけとしたら、犯人がより必死になって僕らを殺害することに励はげんだだろうと、

　身近な死を、恐おそれた。

　だから、命を勿もつ体たいぶってる生きたいだけの雑ざ魚この感性では、沈ちん黙もくするしかなかったわけだ。

　……醜みにくい。醜しゆう悪あく祭さいでも地元の許可なく開きたいほどの、余命への執しゆう着ちやく。

　いつから僕は、これ程ほどまでに命を自覚するようになったんだろう。

『病院』『行こ』『早く』

　伏ふし見みが僕の肩かたを軽く引っ張りながら、菜な種たねさんを見ないようにして次の行動に移ることを推すい奨しようしてきた。僕が感覚の薄うすい口を稼か働どうさせる前に、草をざわめかせる春風が吹ふき、なびく髪かみと手帳を手で押さえる。そういった人間的な仕草とご無ぶ沙さ汰ただった所せ為いか、少し見惚とれてしまう。

「うん……あ、でも、僕はその前に、行くところ、あるな」

　そっちも病院ではあるけどね。それと、奈な月つきさんにも連れん絡らくしておくかな。もはや、便利屋扱あつかいである。警察よりは探たん偵ていに立ち位置が接近しているから、僕なりの賞賛と受け取って頂きたい。

「そうなると、他ほかの兎うさぎさんは何ど処こへ行ったんですかねぇ……二に兎とは良くないと国語で習いましたけどぉ」

　僅わずかな怒ど気きを肩かたに震ふるえとして積もらせ、笑顔での隠いん蔽ぺいも利きかなくなってきている菜種さん。その瞳どう孔こうが霧む散さんした眼球に吸い込まれないよう気を遣つかって、言葉を発する。最後に、僕はあなたとの口約束を守ろう。

「湯ゆ女なも……茜あかねも、ここから既すでに脱出しています。だから、何処にいるかは、教えましたし、もう分かったでしょう？　家の、外、ですよ」

　噓うそをつかない時は、とことん嫌いやみに。我が家の家訓には遺い憾かんながらこのような項こう目もくがなかったので、仕方なく座ざ右ゆうの銘めいとして珍ちん重ちようしている。噓だけど、意識しなくても大半はそうなる。

「本来、景けい子こさんの希望では、生き残るのは、湯女と、茜だけだったんですよ……」

　景子さんが選定した、本来の探偵役の役割を担になう湯女。

　攻こう撃げき性が皆かい無むで、他者に恨うらまれる要素がない。故ゆえに生き残る確率の高い茜。

　現在の僕とマユの役目を勝手に与あたえられた、その二人だけ屋や敷しきを脱だつ出しゆつするのが景子さんの計画だった。

「屋敷に一人、取り残された殺人犯は、もう、自分しか殺せませんね……」

　あなたに罪はないかも知れないけど、

　気付かなかった、あなたも悪い。

「そして、死ぬがいい」願わくばお互たがい、何十年か後にね。

　宣告された菜種さんは、唇くちびるが、不養生な僕より不格好に歪ゆがむ。

　誰だれも殺さなくても、咀そ嚼しやくしなくても、血肉としなくても。

　罪を背負わなくても、日常へ回帰することが出来たのに。

　もっとも本人は、そんなことに悔かい恨こんを募つのらせる仕組みが心中に備わっていないようだけど。

　頰ほおに手を当て、突とつ発ぱつ的な奥様のお料理教室に頭を悩なやます時と類似した溜ため息いきを吐つく。

「……それは、そうなっちゃいますねぇ。このお屋や敷しきにはもう、食べ物がありませんからぁ」

　最後まで食事に拘こだわる人だなぁ。あ、語尾が伝染したかな。噓うそだけど。

「そういう趣しゆ旨しだから、仕方ない、ですね」

「これは、困っちゃいました」

　屈くつ託たくなく、純化した精神が微笑ほほえむ。

　苦情があるなら企画、立案の景けい子こさんに並べ立ててほしいところだけど、スケープゴートが僕の役割なのだから、この対たい峙じも自然の流れといえる。

　特に目立った意見は、口にしないようだけど。

　それにしても、湯ゆ女ながこの場面を演じても不都合ないのに、上う手まく逃にげたものだ。

　あいつと僕の決定的な差異は、要領の良し悪しなのかも知れないな。

　ただ、僕だって遠回りするだけで無能ばかり証明しているわけじゃない。

　一応、この距きよ離りで僕らを殺害する方法は既すでに封ふうじてある。

　拳けん銃じゆうの弾たまを使いきったのは、当然だけど自分の為ため。

「ごめん、待たせた……行こうか」

　伏ふし見みと連れ立って、表側がわに回ってから、門から悠ゆう々ゆうと出ていくことにする。

　お客様のお見送りは、あるはずもない。

　曲がる直前に振ふり向くと、鉄てつ格ごう子しにしがみついた菜な種たねさんの顔が突つき出ていて、まだ獲え物ものを未練がましく凝ぎよう視ししていた。

　その姿は囚しゆう人じんのようであり、

　動物園の檻おりに囲われた生物であるようにも、僕の目に映った。







　大おお江え家を後にした僕らはその足で、伏見家を目指した。

『汚きたない』『家』『だけど』『ゆっくり』「して、いってね」

　お天道様の下、雲と青空の天てん井じようが広がって。

　圧あつ倒とう的な開放感が、道中の伏見に朗ほがらかな笑え顔がおと、拙つたない冗じよう談だんを与あたえた。

　僕もまた同様に、肩かたの荷が下りて吐はく息が軽い。八年前とは大違ちがいだ。あの時はどうやって噓をついて大人を騙だまそうかと躍やつ起きに、血行不良な脳のう味み噌そを回転させていたものだ。

　菜種さんのことは、この時点でほとんど過去に流れてしまっていた。

　伏見の家に到とう着ちやくすると、僕らが十日目に通過した程度の紫むらさきに彩さい色しきされた顔色である母親が寝ね間ま着き姿で飛び出してきた。娘むすめの生せい還かんと、その変わり果てた姿の両方面で感かん溶どけ水みずの涙なみだが滝たきとなった。

　伏ふし見み母はははまず娘むすめに具合を尋たずね、その途と中ちゆうで僕に目線を移した。駆かけ落おちか誘ゆう拐かいか、と問い詰つめられかけたけど、僕の山の賑にぎわいにさえ貢こう献けん出来ない枯かれ葉はの如ごとき体つきが、犯人にさえ相ふさ応わしくないと除じよ外がいされたわけである。噓うそだけど。

　何てことないように、僕を過去から浮かび上がらせて頂けたようだ。

「貴方あなた……昔、お隣となりに住んでたお子さん？」

「あ、はい……ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　僕の面おも白しろみが服装に吸い取られているような顔を、良く記き憶おくしていたものだ。

　それから伏見母は、会社勤めの父親へ電話をかけ、「貴方、帰ってきた！　柚ゆ々ゆよ！　え、あすみません、伏見に代わって頂けませんでしょうか……あ、貴方？　いる、うんうんいるのいるいる！　代わる？　代わる、ええ、代わります。ほら柚々、お父さんに声、聞かせてあげて。泣いちゃってるわよ、仕事場で。きっと、明日から職場でのあだ名が泣き虫さんになっちゃうわよ」

　このやり取りの途中で、伏見も塩味のない涙なみだが流れ出していた。嗚お咽えつと、地声と電話越ごしの要素が重なって、父には言葉の意味が伝わらなかったと思われる。

　けど、声に特とく徴ちようがあるから、本人の無事は実に分かり易やすいだろう。

　その後、伏見母は簡単な流動食を大おお慌あわてで調理し、娘と、ついでに僕へ振ふる舞まってきた。両手の指では数えが利きかないほどに縁えんを断たちきられていた食事には、飲み込む度たびに生理的な涙が流々となり、伏見の頰ほおを湿しめらせていた。僕は、この後に控ひかえた目的の是ぜ非ひが気に影かげを覆おおわせ、素す直なおに食欲が大車輪となるのを邪じや魔まされていた。まあ、噓だけど。どっちにしても、多量の食事なんて身体からだが受けつけないし。

　それを食している途中、父親が畑道の狼おおかみとなって速度違い反はんに早退してきた。表の殺風景な庭に急ブレーキで停止するセダン。父が扉とびらを内側がわより、本気で蹴けり飛ばしてから走るのさえもどかしそうにこちらへ駆かけてくる。車を停とめずに娘へ直進すれば良かったと後こう悔かいしていそうな表情である。その姿を見て、やはり男は狼だよなと強く共感したのは言うまでもない噓だが、しかし、これが獅し子しの教育論を振ふりかざすご両親なのか。

　あくまで推すい測そくなのだが、柚々は置いていかれたというより『娘が飛行機に乗る』→『落ちたら危ない』→『駄だ目め、絶対』という過保護かつ大きなお世話の思考に基づいた結果、自宅待機させることに落ち着いたのではないだろうか。

　父が娘を、慎しん重ちような手つきで抱ほう擁ようする。艶つやを失った髪かみを指で梳すき、二日前に風ふ呂ろで居い眠ねむりして溺でき死ししかけてから入浴を断っている頰ほおを慈いつくしむ。

　その数分間の触ふれ合あいを頰も搔かけずに見守るという、一種の拷ごう問もんを受けることになった。

　その後に「病院に行こう」と冷静じゃないままながらも判断し、十七歳さいの娘を父がお姫ひめ様さま抱だっこする。

　そしてファミリーセダンの狼となる為ために部屋を出ようとしたあたりで、貧相な置物と化している僕に気付いた。伏ふし見み父の目が彷徨さまよう。

「君は……そうだ、天あま野のさんとこの息子むすこさんか？」

　幼少期に簡素なご町内の付き合いだけでありながら、ご両親揃そろって覚えられていたことに驚おどろきつつ「はい」と頭を下げる。

　僕の格好を上から下まで眺ながめ回し、娘むすめと同種の臭においを感じ取ったのか目を伏ふせる。

「そうか、君も大変だった……って、腕うで、おい腕！　凄すごいことになってるぞ、君も病院だ！」

　普ふ通つうにいい人に、普通に心配されてしまった。たじろいで、ガラス戸に後頭部をぶつけた。

　伏見を病院へと送るのが最優先なのは、当然。

　それから、娘の願いを聞き入れたご両親に、僕も、別の病院へ送って頂いた。

　そうして、病院の入り口から、看護師さんに身体からだを支えてもらって病室に到とう着ちやくし、

　やっと、僕はマユの下もとへ帰ってこれた。







　夢オチかと眼球を疑うほど、マユに変わりはなかった。

　ベッドの上に、千切れた画用紙が散らばっている。握にぎる赤ペンのインクが漏もれて中指に付着し、それを気に留めない。俯うつむき、口は陰いん気きに活動していた。

　唯ゆい一いつの間ま違ちがい探しとして少し、髪かみは伸のびていた。美容院に行く日も、そう遠くはなさそうだ。

　花か瓶びんを持ち上げかけていた恋こい日び先生の腕が中空で固定され、病室入り口の僕を凝ぎよう視しする。

　先生も、妙みように顔が寒色だった。マユの青ペンに落書きされたわけではまずないだろう。

「君……」先生の唇くちびるが苛いら立だって波打つように歪ゆがむ。「……あーもう！　どうしたのか何してたのか馬ば鹿かかお前はか、どれ言えばいいか悩なやんじゃうっての！」

　花瓶を乱暴に棚たなへ置き直し、床ゆかをスリッパ履ばきの足で、四し股こ踏ふみのように蹴ける。そして、足を滑すべらせて転んだ。咄とつ嗟さに摑つかまろうとした棚に手の平を弾はじかれ、受け身なしで鈍にぶい音を立てた。

「いっ、つぅ……」

　尻しりをしたたかに打ち、先生が片目を瞑つぶって歯を食いしばる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「鏡に映る君に言ってあげた方がいいわよ、それ。つーかなにその格好、毎日がお祭り気分？」

　尻を払はらって直立歩行に復帰し、悪態だか心配だか区別のつかない苦言を返された。

「浴衣ゆかた姿のことは、そっとしといてあげて下さい……」洗せん濯たく機へ着き替がえを取りに行く余力が、十三日目で失われて見捨てることになってしまった。

　僕は摺すり足あしで、意識と視界の途と切ぎれを感じながらマユのベッドの脇わきに到着する。

　先生が、僕の成長期に耐たえられなかったような両腕の変形に、しかめ面つらを隠かくさない。

「あの、お説教とか、色々あると思うんですけど」

「いーや、言葉は抜ぬきにお殴なぐります」

「……その前に、先生、服の内側がわをちょっと調べて下さい」

　先生が一いつ瞬しゆん絶句した後、「んー」と目を点にし、「紛まぎらわしい」と毒づいた。調べさせて下さいと勘かん違ちがいされた模様だ。こんな極限状態で色欲の魂たましいを燃やせるほど、思春期の情熱は煮にえたぎってない。窯かまにくべる材料も、生きる為ために使いきってしまった。

　照てれ隠かくしのように乱暴な手つきで、襟えりから先生の手が侵しん入にゆうしてくる。爪つめで腹を引っ搔かかれたりしつつ、「何かある」とサルベージに成功した先生が、目で確かく認にんする。

「それです、お願いします」

　指示を受け、先生の手が引っこ抜ぬかれる。

　その手には折り畳たたまれ、皺しわもかなり増加している二つ折りの画用紙があった。

「それ、マユに……」

「はいはい。あ、すみません、救急車一台お願い。そこの馬ば鹿かたれをこれからすぐ病院に連れていく必要があるから」

　病室から去り、職務へ復帰しようとする看護師さんに、先生が注文する。

　それから画用紙を開き、そこに描えがかれたものを軽く眺ながめてから、マユの膝ひざ元もとへ設置する。

「………………………………………」

　さあ、どうだ。

　僕の命いのち懸がけには、どれだけの値打ちが下される？

　僕は前のめりに事を見据すえる。

　焦しよう燥そう感に目が後押しされ、床ゆかへ零こぼれ落ちそうだ。

「あ……」

　マユの額の髪かみが、微かすかに揺ゆらいだ。

「これ……」

　ペンをシーツに置いて、画用紙を手に取る。

　中身に言げん及きゆうするより先走って、マユの涙るい腺せんが崩ほう壊かいした。

「わたしの、描かいた絵……？」

　画用紙の脇わきが握にぎり潰つぶされ、マユの表情も、泣き顔に専念する。

　先生が、僕とマユの顔を交こう互ごに見やる。けど、今はマユに集中する。

「そうだよ」と横から口を挟はさむ。

「それは、まーちゃんがしっかりと見て描いた、みーくんの顔なんだ」

「……んんん、そっかー！　そーだよ、みーくんって、こーいう顔してたよ！」

　心が他人と入れ替かわったように、頓とん狂きように喜びを囀さえずるマユ。

　菅すが原わらとマユが親おや父じに誘ゆう拐かいされた日。

　あの日に、図工の授業があってお互たがいの似顔絵を描いたこと。

　僕はマユと同クラスで席も近かったから、何となく絵の内容を覚えていたこと。

　それを、屋や敷しきで金の卵の絵を見た時に思い出した。

　景けい子こさんが天あま野の家マニアであったことが幸運の決め手となり、その絵はまだ保管されていた。

　何な故ぜか、桃とう花かの部屋に飾かざってあったので宿しゆく泊はくのお土産みやげとして頂ちよう戴だいしてきた。

　……もう、そろそろか。

　僕は場の誰だれよりも先立って、その名を口にする。

　一歩、踏ふみ込み。もう一度、足あ搔がいて、







「みーくん？」







　あれ？　先手を打たれた？

　今度は、花か瓶びんもスタンガンも床ゆかに落下する必要はなかった、けど。

「……みーくんだ」

　目の焦しよう点てんが、完全に僕に合う。

　アンインストールと、再インストールは、滞とどこおりなく完かん了りようしました。

　そして、風か邪ぜを移されたように僕の視界が支障を来きたす。

　前と横が若じやつ干かん、見え辛づらくなる。

「みーくん……瘦やせた？」

　人がいる所せ為いか無表情で、けれど少し羨せん望ぼうを含ふくめた言い方で、僕の容姿を指し摘てきする。

「は、っは、っはぁ」

　息が乱れる。舌が熱くなり、犬のように呼吸を取って、狂きよう騒そう的な衝しよう動どうに突つき動かされて頷うなずく。

　数字の２のように歪ゆがむ視界が、堪たまらない愉ゆ悦えつの所せ為いで捻ねじくれることに気付かされる。

　耳鳴りがするほど素す敵てきなものに心の内側がわから食い破られる気分だった。

　みーくんと呼ばれた。

　みーくんに、なった。

　ぼくは、僕を取り戻もどしたのだ。

　腕うで折って、学校サボって、人壊こわして、

　ぼくがいなくなって。

　それぐらい失わないと、マユに相応ふさわしくないけれど。

　空いた穴ぐらい、すぐにまーちゃんが埋うめ尽つくすことになるのだろう。

「さい……こ、う……」

　最高にハイであることを鼻歌交じりに宣言しようとしたが、旅行疲づかれに邪じや魔まされた。

　膝ひざから崩くずれて、前のめりに倒たおれる。

　マユの心を食べてお腹なかが一いつ杯ぱいになったから、三大欲求に従ってお昼ひる寝ねの時間だ。

　多分先生だけど、僕に駆かけ寄る足音が振しん動どうする。屍しかばねではまだないので、越こえてゆかない程度に速度を調節してほしい。噓うそだけど、先生なら大だい丈じよう夫ぶだろう。

　一応、僕とは仲良しさんだ。

　けど、あれだな。僕とマユの関係、それと僕と先生の間あいだ柄がらはそこまで、清潔さに差異があるのだろうか。

　人間は、自分の為ために行動することしか出来ないからなぁ。

　無む償しようは不可能だ。どう足あ搔がいても、心が備わっているという前提の段階で。

　欲望が、あらゆる行動の根底の土台に組み込まれる。

　僕だって、マユだって、勿もち論ろん先生や、伏ふし見み、奈な月つきさんだって。

　……だけど、自分の為に人を助けることは出来る。

　自分の為に相手を大事な側がわに意識した瞬しゆん間かん、欲は美徳の皮を被かぶる。

　そして欲望を、綺き麗れいに見える角度から眺ながめる術すべを得ることで、人は絆きずなを作り上げる。

　僕だって？　マユだって？

　……ああ、なるほど。欲望剝むき出だしと、覆おおい隠かくすブルーシートが完備されているかどうかが、僕とマユ、そしてそれ以外の人達との関係に明確な差をつけているわけか。

　寝転んだら、足の維い持じに回す分の体力が還かん元げんされてきたので、一度だけ青年の主張が出来そうだった。何を気張って叫さけび抜ぬき、声高らかに病院の規律を破ったものかと思案する。

　讃たたえるのか嘲あざけるのか謝罪かおやすみなさいか。

　三秒迷ってから、自じ慢まんすることに、落ち着いた。

「あーあーあぁぁぁー、いーい旅行だったぁ！」







　僕は最高以下の気分になって意識を手放した。

　明日からまた、良い夢が見られそうだ。
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　蔕へたが取れた。

　現在、病室内で一ヶ月以上の時を経て制服を纏まとった御み園そのマユが、僕の横たわるベッドの脇わきで苺いちごの蔕取りを終えたという状じよう況きようから一点だけ抽ちゆう出しゆつしてみたけれど、さして面おも白しろみはなかった。

　ぶっ倒たおれて余よ所その病院に運ばれてから、両腕うでが骨折していると判断されたので入院するのは当然だった。栄養失調とも診しん断だんされたので点てん滴てきをがすがす注入されるのも、まあ常識的だった。

　そしてマユが苺を「みーくん、あーん」とかしてくるのも、何とか日常的といえる。

　めでたしめでたし。

　外の世界は桜が風雨に散り、五さ月つき晴ばれも冬とう眠みんから目覚めて顔を覗のぞかせ始めていた。廊ろう下かを移動するだけでも日ひ射ざしに頰ほおが痒かゆみを覚え、うっすらと汗あせばむ。丁度、僕が別の病院で過ごしていた季節の記き憶おくと重なるので、つい二乗して思い出が際限なく増ぞう殖しよくされてしまった。噓うそだけど。

　僕の今回の入院先では、個室を宛あてがわれていた。マユが「みーくんは一部屋に一人でいいのー！」と趣しゆ旨しを理解は出来ないけど彼女の言い分としては妙みように納なつ得とく可能な理由で、個室暮らしを強制されることになった。人目を遮さえぎっているので、マユがまーちゃんし放題である。

　両腕は長々と重傷を放置していた所せ為いか、骨の繫つなぎが上う手まくいかないらしい。長さが設定変へん更こうされてテニス部所属にでも勘かん違ちがいされそうな他ほか、各種動作に支障を来きたす可能性大で、即そく手術を施ほどこされた。結果、万全は僕の腕から既すでに撤てつ退たいしてしまっているそうだ。

　しかし完全に腕が使えなくなるとマユを背負ったり寝ねかしつけたり頭をなでなで出来なくなるので、僕は是ぜが非ひでも治ち療りようされなければいけなかった。よって、噓だけど。

　それと、食事を取り出したら急激に体調不良が促そく進しんされた。風か邪ぜまで引いて、散々だ。

「手が汚よごれちゃった。みーくん、ふきふきしてー」

　マユの薄うすら赤い手の平が僕に差し出される。「はいはい」と僕は前まえ屈かがみになり、舌を突つき出す。そして舐なめ取る。まーちゃんがハンカチとティッシュを忘れたそうなので、応急処置だ。

　マユの赤い手に既き視し感を覚える。目め眩まいを瞼まぶたでねじ伏ふせ、果か汁じゆうの付着した部分の清せい掃そうに専念した。苺の表面は林りん檎ごより、血液に似ている。気がする。

　うむ、マユの手は美う味まい。ここ最近、甘い物はご無ぶ沙さ汰ただったから、尚なお更さらだ。

　品格を疑われないように、犬を意識して舌を這はわせることに従事する。

　今日のマユは学校帰りだった。三年生に進級して、そのクラス分けを確かく認にんする為ために午前中だけ登校してきたらしい。結果は、まぁ入室時の一言で簡単に察することが出来た。

「みーくんだけ学校辞やめてずーるーいー！」部屋に飛び込んできたマユの開口一番より抜ばつ粋すい。

「……はい？」寝ね耳みみにラー油を流し込まれて、春の陽気に加えて脳のう味み噌そが茹ゆだった僕。

「だってー、クラス分けの紙にみーくんの名前ないもん」

　マユはそう愚ぐ痴ちって、膨ふくれ面つらでベッドに飛び乗ってきた。

　僕の悪行の数々が露ろ見けんして強制退学、或あるいは叔お父じ達に縁えんを切られた。印刷ミス、マユの視力の減退、時を駆かける少年。様々な憶おく測そくが信号を無視していい加減に脳裏を通過するのを黙もく認にんしながら、プリントを足で受け取り、目を通してみる。「……あー、なるほど」

　何者かによる黒い陰いん謀ぼうでも、気付かぬ内に二年生として三度目の桜の季節を迎むかえていたわけでもない。マユが僕の名前を登録していないだけだ。普ふ通つうに、一番初めに記き載さいされていた。

「詳くわしく説明するのが困難だけど、僕とまーちゃんは別のクラスみたいだね」

「にゃにぃ」と、異議に眉まゆが吊つり上がる。そして「明日抗こう議ぎしてくる」と、低い呟つぶやき声ごえで宣せん誓せいした件については、しっかりと聞き逃のがしておいた。今の僕は、怪け我がによる役立たずを装よそおえるのだ。本当に無力であることの、隠かくれ蓑みのとして活用出来る。

　普ふ段だんの見み舞まいと異なり、今日はそんなやり取りが最初に行われていた。

　手を洗せん浄じよう効果なしに拭ふき終えて、その手の平で僕の頭を一ひと撫なでしてからマユが微笑ほほえむ。

「今日もみーくんにぷれぜんとがあるよー」

　入院中、恒こう例れいとなった行事の開始をマユが告げる。他ほかのプリントと異なり、綺き麗れいに折り畳たたんだ画用紙を鞄かばんから引っ張り出して、「じゃーん」と僕の膝ひざ上うえへ広げた。

　開かれた画用紙には一面に、十歳さいの菅すが原わらの顔が描かき込まれていた。

「ぬふっふっふ、もうみーくん本人を見ないでも描けちゃうのです」

　腰こしに手を当て、得意気に胸を張る。鼻先もツンと澄すまして、褒ほめていいよ、と受け入れ態勢は万全だ。

　マユは僕が入院してから毎日、マンションで描いた似顔絵を僕の下もとへ見舞いとして運んでくる。九年前から画風が進化も風化もなく確立し、苦味のある絵画を量産する。最初、『みーくん描いてきた！』と、僕の頭を撫でながら宣言した時は、目と肌はだが大おお江え家への訪問を想起し、冷ひや汗あせを流しそうになったものだ。僕の感情面は虚きよ偽ぎな申告混じりだけど。

　けど一歩、縦横は不ふ明めい瞭りようながらもトラウマを踏ふみつけて、マユが進化を果たしたのは事実だ。単純に、思考回路の改かい竄ざんが行われただけという見方もあるけれど。

「まーちゃんの心の中にはいつもみーくんの顔が（肖しよう像ぞう画風味で）浮かんでるんだねぇ」

　絵も白黒だし。

　思い出を全肯こう定ていされて、それが全すべてであるマユは小こ躍おどりしたい気分で僕に飛びつき、ボーイスカウトでの火起こしと勘かん繰ぐられるほどの高速頰ほおずりや、禿はげ養成の一いつ環かんと恐きよう怖ふの壁かべをこさえそうな勢いの頭撫でに感情表現を託たくした。一時的に一部分が初夏を迎むかえましたとさ。

「よーし、みーくんの次なる頑がん張ばりに期待して、大好きな林りん檎ごを剝むいてあげましょー。まーちゃんと一いつ緒しよに食べ食べしましょーね」

　棚たなの上のバスケットから果物を次々に手に取る。大人しい池の魚に餌えさを与あたえる感覚で僕に摂せつ取しゆさせることでマユは最近、ずっと上機き嫌げんだ。どうも、ペット感覚で僕を看護することに新種の愉ゆ悦えつが付属しているらしい。

　果物ナイフを構え、艶つややかな皮を剝はがして身を露ろ呈ていさせていく。

「………………………………………」

　それを眺ながめて待ち惚ほうけながら、最近にあった事件について少しだけ振ふり返る。

　実家での第二監かん禁きんが終しゆう了りようしてから、一週間が経過していた。

　僕らの大おお江え家滞たい在ざい期間中、外では海外旅行から帰国した伏ふし見みの両親が、娘むすめの不在に大おお騒さわぎしていたらしい。誘ゆう拐かい説、家出説、旅行説、殺人説と様々な憶おく測そくに思いを巡めぐらせたそうだ。書き置きがなかったので家出説を取り下げ、旅行にしては財さい布ふも携けい帯たい電話も預金通帳も部屋にあったので却きやつ下かし、残ったのは物ぶつ騒そう極きわまりない可能性だったので、警察の出動に頼たよることにした。が、警察はそこまで本ほん腰ごしを入れて捜そう査さすることはなく、結局、僕らは自力で脱出することになったわけだ。

　そして伏見の父母は娘から事の顚てん末まつを聞いた後に僕の下もとへ足を運び、助けたことを感謝すればいいのか危険に巻き込んだことを怒おこればいいのか悩なやんでいる旨むねを伝えてきた。僕は慣れているので、怒いかりを買い取っておきましょうという意思を返したら何な故ぜか最終的に感謝された。娘が無事に今生きているという事実を最優先した結果らしい。慣れていないので、少し戸と惑まどった。

　そして、こうも言っていた。

『それに、だね。これは娘に言われてしまったんだが……』

『はい……』

『私のヒーローを苛いじめたら絶交だ、と宣言されてしまったのよ。この人ったら、取り乱しちゃって……』

『………………………………………』

　取とり敢あえず、それって全然ヒーローじゃねえだろ、と突つっ込んだ。

　見事なまでに苛められっ子じゃねえか。むしろ、伏見が英えい雄ゆうである。噓うそだけど。

　次に大江家の皆みなさんを想起する。

　大江景けい子こさんは死んだ。火か葬そうされた。

　大江貴たか弘ひろさんは死んだ。骨は台所のゴミ箱から出てきたので、埋うめられた。

　大江桃とう花かは死んだ。喰くわれたが、微かすかな余りは土の下へ。

　坂ばん潔きよしさんは死んだ。骨の髄ずいまでしゃぶりつくされた。

　大江耕こう造ぞうさんは死んだ。来世はポリープだ。噓だけど。

　屋や敷しきから解放された坂菜な種たねさんは逮たい捕ほされた。殺人犯として。

　……何でだろう？　実は答えが出ても、僅わずかに納なつ得とくいかない。

　生きる為ために最良を尽つくすことさえ罪なのだから、人の世は難なん儀ぎだ。

　まぁ、最善ではなかったのかも知れないけど。

　入院患かん者じやの頰ほおを抓つねりに、お見み舞まいに、親友が二度目の絶交を僕に宣したことを伝達する為ため、襲しゆう来らいした奈な月つきさんから報告された事の顚てん末まつは、その程度の些さ細さいな疑問の余地があった。

　大おお江え湯ゆ女なも僕に一日先だって入院していたが、点てん滴てきをがっこがっこと充じゆう塡てんされて、三日前に退院した。ちなみに彼女から借り着した浴衣ゆかたは『あんな血だらけな衣服、返されても良からぬことにしか利用出来ないわ』と返へん却きやくを拒きよ否ひされた。それに加えて翌日、『何で女の子の服なんか着てたの』とマユに問い詰つめられたので、『君への贈おくり物ものをちょいと試着してみたのサ！』と声高らかに言い張ったら容易たやすくまーちゃんのお召し物となり、万事解決してしまった。ただその後に『でもー、みーくんに着せるとお人形さんみたいできゃーわーいーいー』ということで兼けん用ようの服装ということになってしまった。万事休すでもある。

　それで、以下は湯女との別れの会話。

『二つ聞き忘れていたんだけど』

『あら、私は三つ聞かれ忘れていた気がしていたのに』

『まず一つ。僕が地下に投とう獄ごくされている間、伏ふし見みを閉じ込めたのはきみ？　と尋たずねる』

『取とり敢あえず、何のことかしらと惚とぼけてみる』

『菜な種たねさんがあんな殺し方をする意味はないし、何より彼女のルールから外れた順番だ。ま、それは地下で野の垂たれ死じぬ僕もそうなるはずだったけれど……と、一いつ拍ぱく置いて相手の様子を観察してみる』

『菜種が違ちがうから私とは些いささか短たん絡らくに過ぎるのでは、と憤ふん慨がいしてみる』

『きみしか、僕が醜態を晒さらすことを面おも白しろがっていられるような余よ裕ゆうのある奴やつはいなかった。と、確信めいた口調で山やま勘かんを修しゆう飾しよくしてみたりする』

『私は天使の微笑ほほえみで否定してみる。ぺかー！』

『自作の効果音つきで地じ獄ごくを上映してくれてありがとう』

『そう言われて、少し恥はずかしがってみる。照れー！』

『羞しゆう恥ちを覚えるより先に、僕のいる地下室を開け放しながら伏見を投獄した価値観に疑問を学べと勧すすめつつも、これ以上の追つい及きゆうは無意味と判断し、次の質問に、』『あ、その前に。私が何な故ぜ、屋や敷しきからの脱出法を他人に教えなかったのかは質問から省くの？』

『屋敷ね、ふぅん……。いや、それはどうでもいいことだから』

『あらそう。むしろ貴方あなた、そちらの道草系な興味に探究心が疼うずく性格の癖くせにねぇ』

『言い切るなよ、当たってるから。じゃ、もう一つ。なんで誘ゆう拐かいされて今まであの屋敷から逃にげ出さずに、悠ゆう々ゆう自じ適てきに生活していたんだ？』

『何ど処こにいても私はワタクシだもの。それなら新天地を否定する理由などないじゃないの』

『……噓うそだけど、と親切に付け足しておいてみる』

『生活水準の問題、とだけ説明しておくわ』

『ふぅん……』『『どうでもいいけど』』

『……それじゃあ』『ええ、それでは』

『『是ぜ非ひもう一度会え』』『ないことを』『ることを』『『願ってる』』『よ』『わ』

『……マジで？』被かぶらなかった所せ為いで、半信半疑だった。

　それから『おねえちゃんバイバイ』と、手を振ふる大おお江え茜あかねを連れて、何ど処こかへ帰宅していった。湯ゆ女なは近い将来再登場してラスボスとなる可能性が極きわめて高いので警けい戒かいに値あたいする。よって、別れの握あく手しゆも交かわさなかった。噓うそだけど。無理矢理握手された。普ふ通つうに痛かった。

　伏ふし見みはまだ入院中で、大人しく寝ね込んでいる……ことも別になく、僕の部屋の前にいた。廊ろう下かでぴょこぴょこ跳はねてみたり、少し開いた扉とびらの陰かげに半身を隠かくしてみたりとアクティブに挙動不ふ審しんだ。何だあいつは、まーちゃんに喧けん嘩か売ってるのか。お前は二度目だから、今度はトンボどころかマユ（＋果物ナイフ）が飛来するぞ。……ん？　手帳を広げて僕に示してくる。効率より見易やすさを優先し、ページ一いつ杯ぱいを占せん拠きよした巨大な三文字は『元気？』目立たない程度に頷うなずき、肯こう定ていする。続いて伏見が次のページの『学校』と『部活』を指で交こう互ごに押す。けど、勧かん誘ゆうという内容については触ふれない。これでめでたく廃はい部ぶかな。

　学校を飛び交う電波に悩なやまされることもなくなるわけだ。噓うそだけど。

　言っちゃあ何だが、僕の周囲の方がゆんゆんしている気もする。

　僕が大おお仰ぎように顎あごを引くと、伏見はうんうんと満足げに頭を上下する。……あんな目に遭あったというのに、僕との関かかわりを断ち切らないなんて。鈍どん感かんなのか、大物なのか。ただ、豚ぶた肉と牛肉に拒きよ絶ぜつ反応が出て食べられなくなってしまったらしい。何な故ぜ鶏とり肉は平気なんだと尋たずねたら『好物……だから？』と返してきた。やっぱり、大物かも。

　そんな大おお御ご所しよと交流を継けい続ぞくする為ための意思表明には、相応の態度が必要だろう。

「今後ともよろしく！」

　心中では片仮名に変へん換かんして、病室の暖色な壁かべに音を反はん響きようさせた。

　間かん髪はつ入れず、「うにゃ？」と首を傾かしげるマユに「いえー」と眼球二つでピースマークを作成してごまかしをかけた。やり方だけ噓な。

「いえー？」と理解が及およばないながらも笑え顔がおで応こたえてくるまーちゃん。

　伏見は僕の珍ちん奇きな大声の意図を酌くんだようで、シャープペンを最速で駆かけ巡めぐらせる。

　そして、両手で手帳の端はしを支えて、中身を公おおやけに晒さらす。

『よ！』『ろ！』『し！』『く！』と力強い承しよう認にんが返ってきて、仲良し契けい約やくは滞とどこおりなく延長となった。

　伏見は手帳を右手に握にぎってぶんぶんと振りながら、小走りで廊ろう下かを駆けていく。

　十秒以内に病院関係者に注意されるのが目に見える去り方だった。

　ゆずゆずを一秒ほど見送って、その後は首をマユへ歪ゆがませる。

「まーちゃん、クラス分けの載のった用紙をもう一回見せてくれる？」

「うむー」と、触ふれられた話題に対する不ふ機き嫌げんさを隠さず、林りん檎ごとナイフを放ほうって横着に鞄かばんを開き、僕の骨よりややこしく折れ曲がった紙を取り出して、ポイ捨てした。僕の人情と良い勝負なその薄うすっぺらい紙を足の指で摘つまみ、苦心しながら膝ひざの上に載のせ、もう一度ざっと目を通す。ふむ、何度眺ながめてもみーくんはＡ組で、まーちゃんがＣ。妥だ当とうなところだな、と納なつ得とくする。意味分からんけど。……で、心労の源泉となりそうな項こう目もくに眼球が止まり吐と息いきは弾はずむ。僕ったら長なが瀬せさんと一いつ緒しよなのである。かーなーり気まずい。ついでに伏ふし見みは、マユと同クラスだ。これで三年間、一度もアマチュア無線部員は机を並べて授業に励はげむことはなくなったわけである。かなりどうでもいいけど。

「はい、ありがと」

　用紙をマユに返す。マユは受け取り、鮮あざやかに圧あつ縮しゆくをかけて鞄かばんに突つっ込む。腕うでが治ったら初めにするべきことは、それで決定した。

「………………………………………」

　さて、最後にマユを横目で盗ぬすみ見よう。

　振ふり返らずに。

　マユは、僕が昔の絵を見せた日以来、普ふ段だん通りに落ち着いていた。まあ、これで『いつも通り』であることに対して客観的に捉とらえるとややこしいので省略するとしても、平和である。復活する際、朦もう朧ろうとする意識の中で多少の違い和わ感が三さん半はん規き管かんを揺ゆらした気もするけれど、特に追つい及きゆうの必要はない、些さ細さいなことだろうと結論づける。

　ベッドの上にはスケッチブックから破られたページもなく、ペン先の潰つぶれた筆記用具もなく、搔かきむしられた髪かみも存在しない。苺いちごの果か汁じゆうがシーツに飛び散っているぐらいだ。

　直ってから三日ほどは様子見の調子で接していたけど、今では僕も肩かたの力を抜ぬいている。

　安定していると確かく認にん出来たら、後は緩ゆるやかな日常を過ごせばいい。

　マユは『みーくん』の現実を追い求めることを止やめ、夢ゆめ現うつつの生に逆ぎやく戻もどり。

　そういうことなんだろう。

　それを助長した人間が持つべきでない、達観した感想ではあるけど。

「みーくん？」

　マユが僕の膝ひざ付近を引っ張る。積み上げて土台が危あやうい思考を保ちつつ、マユに意識を移動させる。見ればいつの間にか、林檎は一皮剝むけて雪国美人とイエローモンキーの隠かくし子ごみたいな肌はだを晒さらしていた。今日は細工なしで、真っ向からかぶりつくという趣しゆ向こうらしい。

「ありがとう」と感謝しつつ、手の上の林檎ではなくマユの頰ほおを唇くちびるでむにむにしてみた。ちなみに耳を嚙かむと嫌いやがる。「はうわっ」となるから駄だ目めらしい。

「にゃー」とマユが僕の後頭部、それに首の裏を抱ほう擁ようして、行いを助長してくる。

「うーむ、これは何ともまーちゃんまーちゃんしい。本物ですな」

　マユの口調を真ま似ねて評価してみる。帰ったら本物をステレオで堪たん能のうしたいところだ。不可能だけど。

　しかし、マユと二十日も離はなれて暮らすとこうも頰を美お味いしく感じるとは。

　いや全く、倦けん怠たい感の解消となる良い事件でした。これがなければ早晩、浮気に走っていたことでしょう。噓うそだけど。

　今回理解したことは、ｘ軸じくとｙ軸が両方０である地点の、致ち命めい的なズレ。正常がマイナスとなる、嚙かみ合わない計算を採用せざるを得ない行動倫りん理り。

　だからまーちゃんのみーくんをもうとっくに失っているという簡単な結論に、辿たどり着けない。

　僕はマユが、暗くら闇やみの中に見ているものを少し理解した。意味なく、皮肉に。

　頰ほおから口を離はなし、そのまま林りん檎ごを啄ついばみ出す。

「……何でかなぁ」

　流し目で、何も映らないブラウン管に愚ぐ痴ちる。

　マユは何も悪くないのにさ。けれど今、最も悪い傷きず跡あとを抱かかえているのはマユなんだぜ。

　……噓だけど？

　本当に、マユに罪はないのだろうか？

　人を殺すという行こう為いは、如い何か様ような理由があれば裁きを免まぬがれるのか。

　社会はマユを、否定しないのか？

　君は人を殺しました。でも結果オーライ、君は生きてるから胸張って人生続行だ！

　……なんてな。楽観視以前の、電波な夢想は中断する。

　菜な種たねさんに罰ばつが与あたえられるというなら、マユにもそれはあって然しかるべきなのだろう。

　彼女は、殺人者なのだから。

　生きる為ために殺人が必要だった、そんな人間の一人。

　だから、そして続けよう。







　それで？







　僕とマユは今日も、明日も明後日あさつても日々健康なんだけど。

「ねえ」

　僕はマユを呼ぶ。

　マユは僕に振ふり向く。

「家に帰ったら、カレーが食べたいな」

　マユの表情筋が良質に瓦が解かいする。

　そして僕の顔は独ひとりでに、容易たやすく、

「みーくんはくいしんぼだねぇ」







　まったくだ。








あとがき









　すごくどうでもいいネタバレ。

　応おう募ぼ原げん稿こうでは、主人公の性別は逆だった。




　以上、『クロノ・クロス』が好きで『メタルマックス２』が好きで『ｍｏｔｈｅｒ２』が好きで『ボクと魔ま王おう』が好きで『侍さむらい道どう２』が好きで『キャプテン翼つばさII』が好きで『ダーククロニクル』が好きで『ｍｏｏｎ』が好きで『ＩＣＯ』が好きで『ヒーロー戦記』が好きで『超サイヤ伝説』が好きで『ロックマン３』が好きで『スペランカー』が好きで『ＳＩＲＥＮ』が好きで『スウィートホーム』が好きで『ポートピア連続殺人事件』が好きで『新桃太郎伝説』が好きで『ワイルドアームズ　２ｎｄ　ｉｇｎｉｔｉｏｎ』が好きで『暴あばれん坊ぼう天てん狗ぐ』が好きで『ゼルダの伝説64　時のオカリナ』が好きで『ドラゴンクエスⅥ』が好きで『風来のシレン』が好きで『ファイナルファンタジーＶ』が好きで、『星をみるひと』が好きで、

　そして何より『街』が好きな人間の書いた話、第五巻でした。

　いつかあんな、『人はすぐ側で生きている』という話を書いてみたい。

　でも書いたらそのまま『街』になりそうなので、恐おそらく一生書きません。




　今回もお世話になりました担当編集のお二人に謝辞を。打ち合わせの時にはお二ふた方かたの意見を大変参考にさせて頂いています。むしろこっちが発言しなさすぎな気もしますが、気にしない。

　二年前に拾い上げて頂かなかったら今いま頃ごろ無職だったんだろうなぁと、そういう意味でも大変に感謝しています。恩義あります。結果という形で返せるかは未知数です。頑がん張ばります。

　また、まさか五回もお礼が言えるほどお世話になるとは予想していなかった左ひだり様。作中の人物描びよう写しやに関して、イラストに頼たよりっきりな駄だ目め人間ではありますが、今後ともよろしくお願いします。

　後、勿もち論ろん今回も『二階から下りてくるな』と仰おつしやる両親に大変な感謝をしておきます。




　そして最後に、当然ながら読者の皆みな様へ感謝を。

　筆者は電でん撃げき文庫の中でも若じやつ干かん、浮いた話をよく書いています。

　何だか空気読めない子みたいですが、自覚あります。

　そんな奴やつの書いたものでもよろしければ、次回もお付き合い下さい。

　ありがとうございました。





入いる間ま人ひと間ま









入いる間ま人ひと間ま

22歳。物事を真剣に考えることに加え、真面目な話をすることが苦手。本当に作家なのかこいつ、と各所から疑われていそう。後、作中の小ネタが三十代とか酒が飲めないのは未成年だからかなんて年齢詐称もよく疑われる。その信用のなさは作風に、うん出過ぎ。
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左ひだり

横浜市在住のふたご座。カードゲームや雑誌のピンナップ等を中心に活動しているフリーのイラストレーター。流行に疎い仙人のような生活をしています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部
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欲よく望ぼうの主しゆ柱ちゆうは絆きずな
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